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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　神じん代だい樹じゆの森に、気合いの声が響ひびいている。


　ようやく傷が癒いえ、武術の稽けい古こを再開したヒエンが発する声であった。


　父から渡わたされた芯しん金だけの大おお太刀たちを、がむしゃらに振ふっている。


　傷が完全に塞ふさがるまで、ひと月ほど稽古ができなかったので、身体からだが信じられないほどなまっていた。全身が重く、息が苦しい。至高の武術とされる〝光こう刃じん〟を、神しん明めい流りゆう奥義〝不ふ動どう〟にて止めたことが、夢だったのかと思うほどだ。


　近々、近この衛えは鬼おにを討とう伐ばつするべく、東とう荒こうへと遠えん征せいを行う。


　すでに皇こう帝ていと執しつ政せいの名で、全国に布告がなされ、帝てい都とシスイには各地から志のある武ぶ使しが集まりつつあるそうだ。


（こんなんで、間に合うのかよ？）


　思うように回復しない自分の身体に焦あせりを覚える。


　だが、今のままの状態では、不動が使えるわけがない。しかも、ヒエンが戦おうとしている相手は、鬼の王〝阿あ修しゆ羅ら鬼き〟にならんとしている最強の戦鬼〝童どう子じ〟なのだ。


　体調がもどっただけでは、まだ足りない。さらに鍛きたえ、神明流の奥義を極きわめなければならないのだ。


　ヒエンは気合いの声をあげながら、さらに大太刀を振るう。


「焦る気持ちはわかるが、今日は、そのぐらいにしておくのだな。かえって身体を傷いためるぞ。型も乱れているし、太刀筋すじもぶれている。それでは無む駄だな筋肉と悪い癖くせがつくだけだ」


　ヒエンの稽古を見守っていたアモンが、見かねたように声をかけてきた。


　ヒエンはアモンに一いつ瞬しゆん、視線を向けてから、不満げに大太刀を下げる。


　息はなかなか静まらないし、全身の筋肉が悲鳴をあげているように痛かった。


「くそっ！」


　ヒエンは吐はき捨てると、震ふるえる手で刃やいばを鞘さやに収める。


「まったく情けねぇ。まるで自分の身体じゃないようだぜ」


　ヒエンは地面にあぐらをかくと、大太刀をかたわらに置いた。


　アモンが水の入った竹たけ筒づつを投げてよこす。


　ヒエンは栓せんを抜ぬき、口をつけた。


　この森の泉から汲くんだもので、臭くさみがまったくなく、甘いとすら感じられる美味おいしい水だった。一気に飲みほし、ぷはっと息をつく。


　息の乱れがすこしもどり、心も幾いく分ぶん、落ち着いた。


「遠征の準備には、まだまだ時間がかかろう。帝てい国こくには、人も金も物も、すべてが不足しているからな」


「まあ、そうだよな……」


　千年続いた帝国ではあるが、今では名ばかりの存在でしかない。


　だが、皇帝と執政の名で、妖よう精せいとの和解が成立したこと、そして鬼の討伐が宣言されたことは、大きな意味があった。


　各地で勢力争いを繰くり広げていた地方領主らは、とりあえず静かになったらしい。無論、すぐ帝国に服従するつもりはなく、事態の推移を見守るつもりなのだ。


　いかに野心的な者でも、帝国が鬼を討伐することに異論あるまい。だが、本当に望んでいるのは、両者が共とも倒だおれになることかもしれない。


　先日、正式に皇こう妃ひとなり、帝国を実質、動かしているシオンにしても、たしかな勝算があって鬼との対決を決意したわけではなかった。執政となった弟ハイマを守り、亡父ハサイの遺志を継つぎ帝国を再統一するため、ゆいいつの方法を選せん択たくしたにすぎない。


　もしも近衛が鬼の討伐に失敗したら、帝国はおろか、人間の歴史が終わるかもしれないのだ。


　絶対に勝たねばならない戦いくさである。


　妖精も鬼に対して共きよう闘とうを約束してくれているが、かつてほどの力はない。力の源たる精せい霊れい樹じゆが、まだ実のままであり、神代樹の森に埋うめられはしたものの、まだ苗なえ木ぎにすらなっていないからだ。それでも、妖精の多くが、鬼との戦いに参加すると約束してくれている。


（とにかく一刻も早く、この緩ゆるみきった身体を鍛えなおさねぇとな）


　ヒエンは全身の痛みに耐たえながら、ゆっくりと立ち上がった。アモンの忠告に従い、今日の稽古はこれまでとし、妖精が与あたえてくれた屋や敷しきへもどりはじめる。


　帰って、夕食の支し度たくをはじめるつもりだった。


　美味うまいものを腹いっぱい食べることも、身体を回復させるには欠かせない。


　そして幸いなことに、この神代樹の森は、自然の恵めぐみが豊かだ。


　身体が動かなかったあいだは我が慢まんして食べていたが、セラやスズリ、ミツルはお世辞にも料理がうまいとはいえない。食材に対する冒ぼう瀆とくとしか思えない料理ができあがってくるのだ。


　ようやく自分で作れるようになって、ヒエンはやれやれと思っている。





　しばらく歩いていると、横道から人が近づいてくる気配がした。


　なにげなく顔を向けると、川へと向かう小道のほうから、大量の魚を紐ひもで束ねて手に下げたスズリが歩いてくるのが見えた。


　彼女もヒエンに気がつき、急いで走り寄ってくる。


「大漁だった」


　スズリが得意そうに、魚の束を持ち上げた。


「おっ、どれもいい型じゃねぇか」


　ヒエンも思わず笑え顔がおになる。


「これなら、塩を打って焼くだけで十分に美味いな」


「だろう？　さほど大きくもない川なのに、いくらでも泳いでいるのだ。道具を使う必要さえないほどだ」


　スズリが表情を輝かがやかせながら言う。


　その顔をまともに見て、ヒエンの胸が大きく高鳴った。


（ま、まずい……）


　あわてて顔をそらす。
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　彼女は先日、いきなり唇くちびるを重ねてきて、ヒエンを好いているようなことを言ったのだ。


　あまりにも突とつ然ぜんであり、想像もしていなかったので、ひどく狼ろう狽ばいしている。


　スズリは武使だから、これまで女として意識しなかった。


　しかしあの日から、スズリの女の部分にどうしても目を惹ひかれてしまう。しなやかな黒くろ髪かみとか、端たん正せいな顔とか、豊かな胸とか、腰こしのくびれとか、白くて滑なめらかな肌はだとか……


　あらためて見直すと、スズリはいい女なのだ。


　そのせいで、ヒエンはこれまでのように彼女と接しづらくなっている。顔を合わせるのすら、気き恥はずかしい。怪け我がで衰おとろえているところを見られたくないので、稽古を再開してから、あれこれ用事を言いつけて、彼女を遠ざけてきた。魚を捕とりにゆかせたのも、それである。


　まさか、帰り道に出会うことになるとは、予想もしていなかった。


　しばらく並んで歩いたが、どうにも落ち着かない。


　アモンが背後でにやにやしているのが、振り返るまでもなく気配でわかった。


　それが無む性しように腹立たしい。


「オレは一足先に帰って、こいつの下ごしらえしておくぜっ！」


　我慢しきれなくなってスズリの手から魚をもぎ取ると、ヒエンは逃にげるように走りだした。


　身体の痛さも、今は気にならない。


「ヒエン？」


　スズリは驚おどろいて呼び止めたが、ヒエンが振り返ることはなかった。


　彼の姿は、すぐ見えなくなる。


「避さけられているのだろうか？」


　スズリは悲しそうにうなだれた。


　これまでのヒエンに対する態度を思えば無理もない。


　彼女自身が驚いているほどである。


　しかし、先日、ヒエンが皇帝タイガと仕合をしたとき、スズリは気がついたのだ。


　ヒエンと離はなれたくないと思っている自分がいることに……


　ずっと彼とともに武術の修しゆ行ぎようを続けたい。


　それは、ヒエンのことが好きだからだ。


　ヒエンは女にだらしないし、自分のことを女として見てくれていないのは承知している。だが、自分の気持ちを伝えずにはいられなかったのだ。


　伝えたことに後こう悔かいはない。だが、それで避けられているとしたら、やはり哀かなしかった。


（わたしが普ふ通つうにしていればいいだけだ）


　すくなくとも、武術の師と弟で子しの関係ではいられる。


　スズリは頭を振って、気持ちを切り替かえようとした。


　だが、ため息が自然と漏もれる。


（情けない……）


　スズリはヒエンが走り去った道を、力なく歩きはじめた。





（やれやれ……）


　そんな彼女の背中を見ながら、アモンは大きくため息をついた。


　ヒエンとスズリのあいだになにかがあったのは見ているだけでもわかる。


　おそらく、スズリのほうが先に自分の気持ちに気がついたのだ。


　ふたりの気が合っているのは、側はたから見ているだけでもわかる。アモンには、ふたりは似合いに見えた。


　だが、ヒエンが女に対して不器用なのもよく知っている。


　帝都で修行していた頃ころ、女慣れさせようとして、若く綺き麗れいな娘むすめをそろえていることで評判の茶店によく彼を連れていったものだ。女に興味を抱いだくようになったまではいいが、うまくつきあうことはできなかった。


　それでも、あのまま帝てい都とで暮らしていれば、ミオリとはうまくいったかもしれない。


　だが、ヒエンが生まれ持っていた運命は、それほど平へい穏おんなものではなかった。普通の町娘にすぎないミオリが支えるには、あきらかに重すぎる。


（だが、この娘なら、ヒエンと運命を共にできる）


　ヒエンも、いずれはそのことに気がつくはずだ。


　だが、今の様子を見るかぎり、ヒエンは突然のことに当とう惑わくしている。


（なにかしでかして、関係が壊こわれなければよいがな）


　アモンはそんな不安を抱かずにはおられなかった。
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　妖よう風ふうの卓たくに、ヒエンが作った料理が皿に盛られて並べられている。


　六人の男女が卓を囲んで、料理に箸はしをつけていた。


　ヒエンとアモン、セラ、スズリ、ミツル、そして元近この衛え北ほく斗と流当主トウイである。


　トウイは妖精との交こう渉しようのため、近この衛えの代表として残ったのだ。得意の理り詰づめで、妖精の代表である樹じゆ妖ようのヤクシと、人間と妖精とが共存してゆくため必要な細かい取り決めを行っているらしい。


　アリマとヤハギのふたりの武ぶ使し見習いは、幸いにも罪を問われることなく、神しん域いきへ帰っていた。アリマは近この衛え応おう仁じん流りゆうの修行を続け、ヤハギはユウキ家御お家いえ流りゆうである真しん影えい流りゆうを修行しつつ、シオンに仕えることになる。


　ふたりにとって、今回の旅がよい経験になってくれればと、ヒエンは願っている。


「塩加減と焼き具合が絶ぜつ妙みようじゃな」


　セラが焼き魚を箸で口に運びながら、幸せそうな表情を浮うかべた。


　目の前に置かれてある美しい硝子ガラス細工の盃さかずきには、透とう明めいな穀物酒が入っている。


「酒宿で、爺じいさんに鍛きたえられたからな」


　ヒエンは得意そうに鼻をふふんと鳴らした。


　帝都で修行をしていた頃ころ、ヒエンは老人がひとりで切り盛りしている酒宿に下宿し、宿代がわりに、その手伝いをしていた。


　その老人はかつてユウキ家お抱かかえの料理人で、名人級の調理人だった。


　ヒエンはアオイ島にいるときから、家事いっさいをやらされていたので、料理をするのは慣れていた。そして老主人から玄人くろうとの技わざを教えられ、腕うで前まえはさらに上達している。


「わたしが作ると、どうして焦こげるか、生焼けになるのでしょう？」


　焼き魚を見つめながら、ミツルが不思議そうに言った。


「炭火の強さとか、魚を置く距きよ離りとか、焼き時間とか、まあ、いろいろあるからな」


　ヒエンは曖あい昧まいに答えておく。


　そのあたりのコツは教えるのが難しいのだ。慣れるしかない。


　ミツルは聖せい都とナユタで巫女みことして修行していたのだ。セラは帝都でユウキ家の姫ひめだし、スズリは商しよう都とミナマでそれなりの商家の娘である。


　三人とも、自分で料理を作ることはなかったのだ。


　それは悪いことではない。


（ひとりで生きてゆくのは、大変だけどな）


　ヒエンは心のなかでつぶやいた。


「やはり、ヒエン様は一生、おひとりで大だい丈じよう夫ぶですね」


　まるでヒエンの心の声が聞こえたように、ミツルが恨うらめしそうな視線をヒエンに向けてくる。


「大丈夫かもしれねぇが、一生ひとりでいたくはねぇぞ」


　ヒエンはあわてて首を横に振ふった。


「料理が苦手な女にとっては、むしろ、ありがたいような……」


　スズリがひとりごとのように言いかけ、そしてはっと皆みなの顔を見回す。


　ヒエンひとりそっぽを向いていたが、他ほかの四人の視線が彼女に集まっていた。


「い、いや、わたしのことではなく、世間一いつ般ぱんのことを言ってるだけで……」


　あわてて弁解するが、スズリの顔は真っ赤になっている。


「スズリ様は大だい胆たんなのですね」


　ミツルが目を丸くして、スズリを見つめた。


「だ、だから、そういうつもりでは……」


　スズリが狼狽し、視線を泳がせる。


　そして、セラの盃が空になっているのを見つけた。


「ささ、セラ様、おかわりをどうぞ……」


　穀物酒の入った銚ちよう子しを取ると、腰を浮かせる。


　だが、椅い子すを十分に引かずに立ち上がったので、鈍にぶい音とともに妖風の卓が跳はねあがった。卓上にあった料理の器うつわが一いつ瞬しゆん、宙に浮き、安定のよくないものは、ことごとくひっくり返る。


「くっ……くぅーっ！」


　太ふと腿ももを強打したスズリが、激痛に歯を食いしばった。それでも、手にしていた銚子だけは、取り落とさない。


「セ、セ、セラ様、ど、ど、どうぞ！」


　身を乗り出して、向かいの席に座るセラに銚子を差し出した。


「うむ」


　セラがなにごともなかったかのように盃で受けようとする。


　だが、スズリが前まえ屈かがみになったとたん、激痛で痺しびれた足が支えきれず、前のめりに倒たおれた。


　当然、そこにあった器が派手な音を立てて散乱する。


「なんてことをしやがる！」


　ヒエンは思わずスズリに怒ど鳴なった。


　卓上はひどい有様になっている。


「す、すまない……」


　スズリが身体からだを起こし、泣きそうな表情で言った。


　しかし、彼女の顔や服には、べったりと料理がついている。


「……風ふ呂ろを沸わかしてあるから入ってこい」


　ヒエンは不ふ機き嫌げんに言った。


　もっと文句を言いたいのだが、スズリの格好があまりにも哀あわれだったので、その気が失うせたのである。


「そうさせてもらう……」


　スズリがうなだれるようにうなずくと、足をひきずりながら、すごすごと部屋を出ようとする。


「よし、わしも一いつ緒しよに入ってやるとしよう……」


　セラがひょいと椅子から降りた。


「ヒエンはわしの薬箱を取ってこい。打ち身に効く軟なん膏こうがあるからのう。それから、汚よごれた服はすぐに洗ってやるのじゃぞ」


「わかった……」


　ヒエンは不機嫌にうなずくと、セラの部屋に薬箱を取るため、一足先に部屋を出た。


　スズリとセラがそのあとに続き、風呂場へ向かう。





　残された三人は、呆ぼう然ぜんとして顔を見合わせた。


　それから、食しよく卓たくや床ゆかに散乱した食器や料理を片付けてゆく。


「ある意味、見事だな……」


　アモンはうなる。


　一瞬にしてここまで滅め茶ちや滅め茶ちやにできるのは、特技といえるかもしれない。


「スズリ様は本当に大胆ですね……」


　ミツルが笑いながらつぶやいた。


「スズリ殿どのに、なにかあったのですか？　このところ、どうも様子がおかしいように見えますが？」


　トウイが怪け訝げんそうにアモンに訊たずねた。


「ヒエンとな。なにやら、あったらしい」


　アモンは思わせぶりに答える。


「なにやら？」


　トウイがしばし首を傾かしげたあと、あっと声をあげた。


　端たん正せいな顔が、見る見る歪ゆがむ。


「あの男がスズリ殿に似つかわしいとは、わたしにはどうしても思えません」


「さあ、それはどうかな？」


　アモンは曖昧に言った。


「あの男は優すぐれた武術の使い手ではありますが、人としてまだ未熟です。思し慮りよが足りず、他人の気持ちなど考えようともしない。恐おそれを知らず、異様な行動力があるだけに、かえって始末が悪い」


「だが、あいつが行動していなかったら、このアーシアは誤った方向へ進んでいたわけだからな。神じん宮ぐう争乱のおりも、そして此こ度たびもな」


「それは運がよかっただけではありませんか？　此度など、ひとつ違ちがっていたら、取り返しのつかないことになっていたはず」


　精せい霊れい樹じゆの実を鬼おにに奪うばわれ、鬼き母ぼ神しんリトラが復活し、人間と妖よう精せいとが決定的に決けつ裂れつしている可能性もあったのだ。


「そうかもしれん。だが、今は危険を冒おかしてでも行動せねば、人の未来は失われよう。だから、あいつのような男が必要だと、わたしには思える」


「それについては認めなくもありませんが……」


　トウイがうなずいたが、それでもまだ不満そうにヒエンが座っていた妖風の椅子をじっと見つめていた。


「ですが、あの男には負けません。武術のことも、そしてスズリ殿のことも」


　そう言い残すと、足早に部屋を出てゆく。


「殿との方がたは大変でございますね」


　ミツルがくすりと笑う。


「つまらぬしがらみがいろいろあるからな」


　面子メンツや責任といったものだ。もっとも、アモン自身は草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの当主の地位を返上し、そういうものから解放されている。


　トウイはそういったものをすべて背負う覚かく悟ごで、武術の修しゆ行ぎようを続けているのだ。生き真面まじ目めな性格である。そんな彼には、ヒエンがいい加減に見えるのもしかたがない。


　だが、アモンが出会った頃のヒエンは、躾しつけられた犬のように礼れい儀ぎ正ただしかったのだ。


　あまりに面おも白しろみがなくて、いろいろ刺し激げきを与あたえてやったのである。自分がひどい育てられ方をしたことを知り、反動から今のようになった。だが、アモンには出会った頃より、今のヒエンのほうが自然に見えるし、好感も持てる。


　そのとき、ミツルがふと顔をあげた。


　そして唇くちびるが短く動いたかと思うと、がくりとうなだれる。


　小こ柄がらで華きや奢しやな身体がぐらりと揺ゆれた。


「ミツル様？」


　アモンはあわてて、彼女を支えようとする。


「大丈夫よ……」


　返答があった。


　だが、ミツルの声こわ音ねがあきらかに変わっている。


　ゆっくりと顔をあげると、表情も変わっていた。目が糸のように細くなり、小こ振ぶりで厚めの唇が薄うすく広がっている。


「ナノハ様！」


　アモンがあわてて一礼した。


　ミツルに憑かかっている神しん霊れいのナノハである。


　神宮争乱のおり、彼女は大だい宮ぐう司じミロクの手にかかり、命を落とした。しかし、霊となってミツルに憑り、新たなる天てん上じよう神しんがミツルに降臨するのを阻そ止ししたのである。


　神宮は彼女を神霊として祭さい祀しすることを決め、社を作り、神体を置いた。だが、ナノハはミツルに憑ったまま、ヒエンの旅に同行している。


　ヒエンを見守るためだ。


　皇こう帝ていタイガとの仕合で、砕くだけた刃やいばを全身に浴び、重傷を負ったヒエンが命を取り留めたのは、彼女が霊れい力りよくにより、速すみやかな止血をしたからである。


「わたしもそろそろ未練を断たたねばならないかしら」


「未練……ですか？」


　アモンはナノハを見つめた。


「そう、この世へのね……」


　ナノハがそう言って、薄く笑う。


「よく耐たえてくれてるけど、ミツルも消しよう耗もうしている。そうそう長く憑ってはいられない」


　アモンも、薄うす々うすは気づいていた。


　先日、ヒエンの傷を癒いやしたのでわかったが、ナノハの霊力は相当なものだ。


　神宮で祭祀がはじまり、霊力が高まっているためだろう。それだけに、ナノハを憑らせているミツルの負担も大きいのだ。天上神の巫女みこに選ばれたほどのミツルだから、かろうじて耐えていられる。


「鬼との戦いが終わるまで、見届けくださいませんか？」


　アモンは無理を承知で言った。


　鬼のなかには、強力な術を使う者もいる。武術だけでは勝てないかもしれない。神霊の加護が必要となるかもしれない。


「わたしもそのつもり……」


　ナノハが小さくうなずいた。


「鬼との戦いといえば、あなたは荒あら行ぎようを再開したようね？」


「わかりますか？」


　アモンは苦く笑しようした。


　無我の境地に達するためである。


　婆ば娑さ羅ら鬼きと戦ったあと、いったん緩ゆるめたが、鬼と戦うことが決まり、ふたたび荒行を再開したのだ。


　食を細くし、睡すい眠みんも減らし、今はじっくりと身体を慣らしつつある。


「人というより、霊に近くなってきている。肉体との繫つながりが細くなり、今にも切れてしまいそう……」


「世のため人のため、なにを為なすべきか、今度こそ見誤らないようにと思っております」


　アモンは疑問を抱いだきつつも、大宮司ミロクに従い、あやうくこの世と人を滅ほろぼしかけたのだ。


　同じ過あやまちを繰くり返すつもりはない。


「あなたは良い神霊になりそうだけど、こちらに来るのは、もっと先でいいのではない？」


「それは、天命しだいかと……」


　アモンは神しん妙みように答えた。


「そう……」


　ナノハが一いつ瞬しゆん、目を閉じる。


　そしてふたたび薄く目を開くと、ひとりごとのように続けた。


「さて、未練を断ちにゆかないと……」
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　ヒエンは妖よう風ふうの寝しん台だいに仰あお向むけに転がっていた。


　身体からだは心底、疲つかれているが、目は妙みように冴さえている。


「まったくスズリのヤツは、どうしようもねぇな」


　ヒエンは声に出してつぶやき、自分の言葉に思わず顔をしかめる。


　せっかく作った料理を台無しにされ、汚れた服を洗せん濯たくさせられた。


　スズリは黙だまっていると落ち着いているように見えるが、実はひどいあわて者で失敗も多い。手先は不器用で、やることは大おお雑ざつ把ぱ、性格は激しく、すぐに怒おこるし、暴れだす。そのせいで、ヒエンは死にかけたこともある。


「とことん駄だ目めな女だよな」


　ヒエンはつい笑ってしまった。


　もっとも、生真面目で一いち途ずなところもあり、驚おどろくほど我が慢まん強づよいところもある。ヒエンがどんな無茶をしても、彼女はいつもついてきてくれた。


「あいつは、オレのことを本当に好いてくれているんだな」


　彼女も言っていたが、そうでなければあんなことはしないだろう。


　正直、悪い気はしなかった。


　スズリは弟で子しということになっているが、本音をいえば、いい稽けい古こ相手だと思っている。


　彼女の攻せめは激げき烈れつで受けの鍛たん錬れんには絶好だからだ。一方、彼女にいかに神しん明めい流りゆうを伝授しても、受けのほうはなかなか上達しなかった。


　向いていないのは、もうわかっている。


　武術においても、彼女は不器用なのだ。


　相手の攻こう撃げきの瞬しゆんを見み極きわめ、一点で受ける繊せん細さいな神明流は合っていない。相手に反はん撃げきの隙すきを与えず攻めきる元げん流りゆうのほうが合っているのだ。


　極めれば、それでも十分、強い。


「しかし……」


　ヒエンはふたたび声に出す。


「気力が続かないのがな」


　瞬しゆん時じにして気力を高めることはできるが、それが長く保もたないのが、スズリの弱点だった。


　戦いが長引くと、どうしても劣れつ勢せいになる。


　出会った頃ころに比べれば、格段に気が保つようになったが、まだまだ足りていない。


（こればかりは、生まれついての資質もあるしな）


　教えようもないこともあるのだ。


　今度の遠えん征せいは戦いくさだ。尋じん常じようの仕合とは異なり、気力、体力が続くかどうかが生死を分ける。


（とてもじゃねぇが、東とう荒こうへの遠征には連れてゆけねぇな）


　そんな考えが、ふと脳のう裏りに浮うかぶ。


　これまで意識しなかっただけで、スズリは若い娘むすめなのだ。容姿も悪くないし、商しよう都とミナマに帰れば立派な実家がある。


　不器用だろうが、家事が苦手だろうが、生きてゆくのに困ることはないのだ。それでも武術を続けたいなら、また町道場にでも通えばいい。一生を厳しい修行に費ついやすような生き方を選ぶ必要はない。


「よしっ、明日にでもそう言ってやろう」


　ヒエンはふたたび声に出した。


　そのときである。


　誰だれかが扉とびらを叩たたいた。


（まさか、スズリ？）


　ヒエンはあわてて跳はね起きる。


（夜よ這ばいにきたとかねぇよな）


　ヒエンの心臓が早はや鐘がねのように激しくなった。


「入っていい？」


　声がかけられる。


（スズリじゃねぇ）


　ミツルの声だった。


「あ、ああ、かまわねぇぜ」


　なにしに来たのかと戸と惑まどいつつも応じ、寝台の側そばにあった妖灯に明かりをともす。


　油が燃える臭においが漂ただよい、部屋が薄うす明あかるくなった。


　そして扉が開いて、ミツルが入ってくる。


「どうした？」


　ヒエンが寝台から降りようとした途と端たん、ミツルが意外な速さで動いた。


　抱きついてきて、ヒエンを寝台に押し倒たおす。


「うおっ！」


　ヒエンは声をあげた。


　ミツルはそのまま馬乗りになり、微び笑しようを浮かべて見下ろしてくる。


「ミツル？　いや、テマリだな？」


　ヒエンは顔だけを起こし、目を凝こらす。


　目が細く、唇くちびるも薄く横に伸のびていた。テマリがミツルを支配しているときの顔である。


　考えてみれば、夜這いにきそうなのはスズリではなく、テマリのほうだった。


「そう、わたしよ……」


　声も低く、淡たん々たんとした口調である。


「いつも言ってるだろう？　その身体はミツルの……」


　ヒエンの言葉を遮さえぎるように、テマリが自分の唇にそっと指を当てた。


「テマリ？」


　ヒエンはゆっくりと身体を起こす。


　いつもの彼女と様子が違ちがうような気がした。


　彼女の肩かたを摑つかんで、顔だけを離はなれさせる。


　妖灯に淡あわく照らされながら、テマリの表情は悲しそうに見えた。


「この身体が、ミツルのものでなかったら、ヒエンはわたしを抱いてくれた？」


「そ、そりゃあ、もちろん……」


　テマリとはそういう約束をかわしてあった。


「お互たがい生きていればという条件だった。でも、オレはテマリを守れなかった……」


「あの約束は、もう無効ということ？」


　テマリの問いに、ヒエンは無言でうなずいた。


　そしてきつく目を閉じる。


　大だい宮ぐう司じミロクがテマリを斬きる光景が鮮せん明めいに浮かんだ。


　そのとき、ヒエンは術で金かな縛しばりとなり、身動きひとつ取れなかったのである。


　あまりにも、無力だった。


（オレは、ホノも守れなかった……）


　ヒエンが心こころ惹ひかれた沼ぬま人びとの娘もまた、ミロクの命で帝てい都とに侵しん攻こうしようとした神じん宮ぐうの軍によって殺されている。


　そしてそのミロクはあの戦いのさなか、ただひとり行方ゆくえをくらまし、今もこのアーシアのどこかで生きているのだ。


（あいつだけは許せねぇ）


　ヒエンの心のなかで激しい怒いかりが湧わきあがる。


　その瞬しゆん間かん、血を流して倒れているテマリとホノの姿に、スズリがふと重なった。


　ヒエンは、激しく身み震ぶるいする。


（やはり、あいつを東荒へ連れてゆくわけにはゆかねぇ）


　スズリをふたりと同じ目に遭あわせたくないと強く思った。


　テマリが離れる気配があった。


　ヒエンが目を開けると、テマリはヒエンの上から降りている。そして隣となりに横になり、身体を寄せてきた。


「ね、あのときのように添そい寝ねして……」


　テマリが囁ささやく。


「あ、ああ……」


　それぐらいならいいかと、ヒエンは自分に言い聞かせた。


　テマリがそっと腕うでをまわしてくる。


　そうして無言となり、目を閉じ、しばらくのあいだ彼女は身動みじろぎひとつしなかった。


　今の感かん触しよくを魂たましいに刻もうとしているような真しん剣けんさが伝わってくる。


「うん……」


　それから、小さくうなずくと、テマリは身体を起こし、ヒエンを静かに見下ろした。


「ねぇ、ヒエン……」


　テマリが静かに呼びかけてくる。


「なんだ？」


　ヒエンも身体を起こし、テマリと向き合った。


「わたしは、もうすぐミツルから離れるわ」


　そう言って、テマリが微笑んだ。


「離れる？　いなくなるのか？」


　ヒエンは息を呑のんだ。


「いいえ、神宮の神体に帰るだけ。わたしは亡ぼう霊れいじゃなく、祭さい祀しされた神しん霊れいだから」


「そ、そうか、そうだよな……」


　喪そう失しつ感かんに頭が真っ白になる。


　彼女を失っても、さほど心が傷つかずにすんだのは、彼女がミツルに憑かかったままでいてくれたおかげだ。こうして話をすることもできる。


　だが、それがミツルの負担になっていることは薄うす々うす、感づいていた。


　ミツルから離れたら、霊れい感かんのないヒエンは、テマリの姿を見ることも、その声を聞くこともできなくなるだろう。


「わたしは神霊として、神宮でこの世と人を見守りつづける。だから、あなたは鬼おにに勝って。祭祀してくれる人がいなくなれば、わたしの霊れい力りよくも尽つきてしまうから……」


　そう言って、テマリがくすりと笑う。


「そうだよな。負けるわけにはゆかねぇんだ。オレはこれ以上、大切な人を失うのは嫌いやだ」


　ヒエンは不覚にも涙なみだを流していた。


　テマリはヒエンの顔を引き寄せると、胸に抱だきしめる。


　薄うすい布越ごしにさほど豊かではないが、柔やわらかな感触があった。


　テマリの身体からだではないのだということを、それが実感させる。


「ずっとこうしていたいけど、ミツルが辛つらいだろうからゆくわね……」


　テマリが耳元で囁いた。
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「テマリ……」


　テマリの胸に向かって、そう言いかけたとき、彼女が身体を硬こう直ちよくさせるのを感じた。


「そのままでかまいませんよ。わたし、我が慢まんしますから……」


　かすかに震ふるえる声がする。


「うわぁっ」


　ヒエンは大声をあげて、ミツルから離れた。


　そのまま寝しん台だいから転げ落ちる。


「お、驚おどろいたぜ」


「はい、わたしのほうもです……」


　ミツルから聞いたことがあるが、テマリと入れ替かわっているときには記き憶おくがないらしい。


「ヒエン様のことですから、ナノハ様と契ちぎられなかったのでしょう？」


　ミツルが寝台で正座し、着物の乱れを正しながら言った。


「き、決まってるだろ。ミツルも自分の身体なんだから、テマリの言うことに従わなくていいんだよ」


「ヒエン様のことは嫌きらいではないから、いいと思ったのです。ヒエン様だって、嫌いな女の人でなければいいのでしょう？」


　責めるような口調である。


「オレのことを好いてくれてたらだ」


　ヒエンはミツルの言葉を訂てい正せいした。


「そうですね、好きというのとは違う気がします……」


　ミツルもまだ、そういう感情がわからないのだろう。


　巫女みことして育てられたゆえ、無む垢くなままなのだ。


「ナノハ様は、もうこのようなことはなさらない気がします。今夜は未練を断たつつもりで忍しのばれたのだと……」


「あの人は、もうすぐミツルから離れるそうだぜ」


「わたしなら命が続くかぎり耐たえるつもりですが……」


　ミツルが平然と言う。


「だから、もっと自分を大切にしなって。自分の意志を強く持たないと、またミロクみたいなのに利用されるぜ」


「我慢するのも、耐えるのも、今はわたしの意志で決めたことです。わたしはナノハ様に人としての幸せを感じていただきたいのです。神霊になると、どうしても心が人とはかけ離れてゆきますから」


「そう……なのか……」


　たしかに、神霊にしては今のテマリは俗ぞくっぽい。神霊として祭祀されてゆくにつれ、神こう々ごうしくなってゆくのだろう。


　しかし、それは彼女が彼女でなくなってゆくようで寂さびしい気がした。


「ナノハ様は満足なされたと思います。ですが、鬼との戦いは見届けるおつもりのようです」


「それは、心強いな……」


　ヒエンは無理をして笑え顔がおを浮うかべた。


「もう、お寂しくはありませんか？　わたしでよければ、今こ宵よいは添い寝いたしますよ？」


　ミツルが澄すました顔で言う。


「い、いや、もう十分だ。オレはもう泣いたりしない。テマリのためにも、オレは鬼と戦い、勝つ」


　ヒエンはそう誓ちかった。


　テマリはヒエンに別れを言いに来たのである。そして、それはもう済んだのだ。


「わたしのためにもお願いします。わたしだって、望んで死にたいわけではありませんから」


　ミツルがそう言って、寝台から降りると、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする。


　そして部屋を去っていった。


「ふう……」


　ヒエンは大きく息をつく。


　ひとりになると、疲つかれがどっと出た。


　寝台に入り、布ふ団とんをかぶる。


　そこには、まだ温ぬくもりが残っていた。


　テマリの温もりだと、思うことにする。


　その温もりに抱いだかれて、ヒエンは眠ねむりについた。
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　翌朝は、快適に目覚めた。


　井い戸ど端ばたで顔を洗っていると、スズリが鼻息荒あらくやってくる。


「今日こそは、稽けい古こをつけてもらうからな」


　絶対に嫌とは言わせないという顔だった。


「いいぜ……」


　ヒエンは一いつ瞬しゆん、考えてから、うなずく。


「い、いいのか？」


　ヒエンがあっさり応じたのが意外だったのか、スズリが、拍ひよう子し抜ぬけした顔になった。


　だが、すぐに笑顔になる。


「ちょうど、おまえに話したいこともあるからな」


「話したいこと？」


「ああ、大事な話だ」


　ヒエンが答えると、スズリがひどく緊きん張ちようするのがわかった。


「わ、わかった……」


　ヒエンはスズリを連れて、いつも稽古している場所へと向かう。


　森のなかにある円形の広場で、芝生しばふが生え、明るい日差しが降り注いでいる。


　すっかり春の日差しだった。


「怪け我がで身体が鈍なまっているが、まあ、受けてやるぜ。本気でかかってこいよ」


　ヒエンが芯しん金だけの大おお太刀たちを抜ぬいて、スズリに呼びかける。


「大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「つべこべ言わず来い」


「承知……」


　スズリはうなずくと、細身の大太刀〝紅こう冠かん〟を上段に構えた。


　そして鳥が鳴くような気合いの声をあげながら、ヒエンに斬きりかかる。


　しかし、ヒエンは受ける素そ振ぶりすら見せない。


　スズリはヒエンの身体に当たる寸前で、刃やいばを止めた。


「やはり、身体が……」


「最初から、止めるつもりの刃なんざ、受けるまでもねぇ」


　ヒエンはスズリを睨にらみつける。


「本気で来いと言ったろう？」


「す、すまない」


　スズリが覚かく悟ごの表情になり、息を大きく吸った。


　次の瞬しゆん間かん、真っ赤な霊れい光こうに包まれる。


　もう一度、今度こそ天まで貫つらぬきそうな気合いの声をあげ、上段から剣けんを振ふり下ろす。


　刃がヒエンの頭を断ち割ろうとする寸前で、ヒエンはすっと大太刀を合わせた。


　凄すさまじい斬ざん撃げきが、一瞬にしてぴたりと止まる。


「受けてくれたか……」


　スズリが安あん堵どの息を漏もらした。


「病やみ上がりでもな、おまえの攻せめぐらい造作ないぜ」


「な、なんだと？」


　スズリの顔が怒いかりで赤くなる。


　いったん間合いを取り直すと、もう一度、鋭するどく斬りかかってくる。左右の袈裟けさ斬ぎりを連打で放ち、そのまま胴どうをなぐ。


　ヒエンはそのすべてを身体に触ふれるか触れないかの直前で受けた。


（大太刀でも、瞬は変わらない。しかし、刃が長く重い分、剣のさばきに無む駄だがないようにしねぇとな）


　しかも、これまでより、受ける瞬を遅おくらせている。そこに刹那があると会え得とくしたからだ。不ふ動どうを発動させるには、相手の刃が身体に届く寸前で、受けるしかない。


　スズリの激しい攻めを、ヒエンは大太刀を操あやつり、ひたすら受けた。


　不思議なことに、昨日と比べ、身体がはるかに動く。


　闇やみ雲くもに太刀を振るうより、神しん明めい流りゆうの武ぶ使しにとっては、誰だれかの攻めを受けるのが、最高の稽古ということだ。


　そしてスズリの攻めは鋭く、気き迫はくがみなぎっている。


　その攻めを瞬で受けるたび、ヒエンも徐じよ々じよにたぎってきた。


（不動を放ってみてぇ）


　そんな気にさせられる。


　しかし、


「これまでにしようぜ」


　と、スズリに声をかけた。


　彼女の息があがり、太刀筋すじがわずかだが乱れてきたのを感じたからだ。


　ヒエンの全身も悲鳴をあげ、息も荒い。だが、昨日よりも格段にましだった。


（こんなことなら、もっと早く、スズリを相手に稽古をしておくんだったぜ）


　ヒエンは心のなかでつぶやく。


　そして稽けい古こ着ぎの上半身だけを脱ぬぐと、流れる汗あせを拭ぬぐった。


　スズリもわずかに着物を緩ゆるめ、首から胸むなもとの汗を拭っている。


　見慣れたはずの光景なのに、それが今は妙みように艶なまめかしく感じられた。


　ヒエンの心臓がどくんとなる。


「ど、どこを見ている……」


　スズリが顔を赤らめながら言った。


　ヒエンの視線が彼女の胸もとに釘くぎ付づけになっていたのだろう。


　だが、その声は怒おこっているというより、恥はずかしげだった。


　そんなスズリの反応に、ヒエンの心の底からこみあげてくるものがあったが、それを表現する言葉が見つからない。


（なんか、こう、もやっとするぜ）


　身み悶もだえしたいような気分だった。


　スズリが着物を正してから、ヒエンを振り返る。


　不安そうな顔になっていた。


「ところで、話があるそうだが……」


　恐おそる恐るといった口調で、スズリが訊たずねてきた。


「そうだったな」


　ヒエンがうなずく。


　稽古が充じゆう実じつしていたので忘れていた。


「ヒエンが、わたしを女として見ていないことは、わ、わかっていた。わたしが勝手に好いているだけなのだ。め、迷めい惑わくだとは思わないでくれ」


　スズリが声を震ふるわせながら言った。


「い、いや、そのことじゃねぇんだ」


　ヒエンは、あわてて首を横に振る。


「たしかに、女としては見てなかったが、べつに迷惑ってわけじゃねぇし……」


　顔が熱くなってくるのを覚えながら、ヒエンは言った。


「そうなのか……」


　スズリが胸に手を置き、安堵の表情を浮かべる。


「オレが話したかったのは、東とう荒こうへは、おまえを連れてゆかないってことなんだ」


「なんだと？」


　ヒエンの一言で、スズリの表情が一変する。


　女の顔だったのが、武使の顔になっていた。


「なぜだ？」


　スズリがヒエンを睨みつけてくる。


「今のおまえじゃ、生きて帰れねぇからな……」


　ヒエンは答えた。


「弱いってわけじゃねぇ。いや、正直言えば、おまえの武術はかなりのもんだ。だが、今度の遠えん征せいは稽古でも仕合でもなく、戦いくさだ。戦で大切なのは、気力と体力が続くってことだ。おまえには、それが足らねぇ」


「なっ……」


　スズリが言葉を失う。


　ヒエンが指し摘てきしたことは自覚しているのだ。


「たしかに、わたしは気力が続かない。体力も劣おとる。鬼おにとの戦では、生きては帰れないかもしれない。だが、そのときはそのときのことだ」


「死ぬとわかりきってて、行かせられるかよ。戦なんざ武使の本分じゃねぇんだ。いったん実家にもどって、戦が終わるのを待つんだな。生きて帰ったら、また鍛きたえてやるから」


「断る！」


　スズリが今度こそ怒りをあらわにした。


「なんだと？」


　ヒエンもかっとなる。


「師し匠しようの言葉が聞けねぇというのなら、破門だぞ？」


「都合のいいときだけ、弟で子し扱あつかいするな。破門したければ破門するがいい。ならば、ヒエンの言葉に従わなくてすむ。わたしは勝手に遠征に参加するだけだ」


「わからねぇヤツだな……」


　ヒエンはいらいらと右手で髪かみをかきむしる。


「わかっていないのはヒエンのほうだ。おまえが東荒に行っているあいだ、わたしに実家で待っていろだと？　よくもそんなことが言えたものだ」


「おまえが未熟だからだろうが！　怪我が治ったばかりのオレにも、まったくかなわねぇんだからな」


　ヒエンは怒ど鳴なった。


「くっ……」


　スズリが言葉につまり、きつく唇くちびるを嚙かむ。


　本当のところ、余よ裕ゆうはまったくなかったのだが、それを言うわけにはゆかない。


　稽けい古こを止めたのも、スズリの息があがりはじめたこともあったが、自分のほうもきつかったからである。


「つまり、ヒエンに勝てばよいということだな？」


　スズリがしばらくの沈ちん黙もくのあと、そう声をかけてくる。


「あ、ああ……」


　ヒエンは反射的にうなずいた。


「その条件、受けてたとう」


　スズリがそう言って、くるりと背を向けると、さっさと屋や敷しきにもどりはじめる。


（まずったかな？）


　ヒエンは一いつ瞬しゆん、後こう悔かいしたが、すぐに思い直した。


（こいつに、負けなきゃいいだけだ）


　今日の稽古で調子ももどったはずだし、明日からはもっと身体からだも動くだろう。


　とにかく、スズリをあきらめさせるには、それしか方法はなさそうだ。


「おまえがいかに足りないか、教えてやるぜ」


　ヒエンはスズリの背中に向かって声をかけた。
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　乾かわいた風にのって、砂さ塵じんと笛の音が流れている。


　赤と緑の苔こけが張りついた岩に腰こしを下ろし、白装束に身を包んだ小こ柄がらな鬼が、右手のみで横笛を吹ふいているのだ。


　童どう子じである。


　そこへ、ひとりの男が近づいてゆく。金糸、銀糸を織りこんだ派手な衣装をまとっていた。


「不思議な音だと思ったが、まさか片手で吹いていようとは！」


　男は大おお仰ぎように驚おどろいてみせる。


「婆ば娑さ羅ら鬼きか……」


　童子が、男を見つめた。


「婆娑羅鬼かと問われれば、いかにもと答えよう」


　婆娑羅鬼ザオウが一礼する。


「おまえ、人に負けたんだって？」


　童子はあざけるように鼻を鳴らすと、岩の上で立ち上がり、婆娑羅鬼を見下ろす。


「もののみごとに……」


　婆娑羅鬼は悪びれることなく答えた。


「無我の境地より繰くり出される天地人一体の剣けんの凄すさまじさ。童子よ、人を侮あなどるなかれ」


「オレが生まれるまでは、鬼の王にもっとも近いのは、おまえだと言われていたのにな」


「我には野望なし。ただこのアーシアに存在するのみ」


「神代から生き続けて、よく飽あきないもんだな」


　童子はあきれたように言う。


「飽きぬ。むしろ、このアーシアがますます愛いとしくなってゆく……」


　婆娑羅鬼が天を仰あおぎ、地を眺ながめ、そしてふたたび童子に視線をもどした。


「だが、それ以上に、鬼と人との戦いが愉たのしみでならぬ。この地に近この衛えがまもなく攻せめ入ってくる。そしてアーシア各地より、名だたる鬼が集つどいつつある。西せい荒こうの見み越こし鬼おに、南なん砂さの長ちよう鼻び鬼き、そして北ほく氷ひようの氷ひよう雪せつ鬼き。すでに鬼き神しん石せきを囲みて、宴うたげがはじまっている。なにゆえ、そなたは加わらぬ」


「興がのらないんだ……」


　童子はつまらなそうに答えた。


「シスイで会った妖あやかしのことが忘れられぬゆえか？」


「おまえ、悟ったな」


　童子は婆娑羅鬼を睨にらみつけた。


「それが、我が能力なれば……」


　婆娑羅鬼が笑いながらうなずく。


　婆娑羅鬼のまたの名は天あまの邪じや鬼く。悟りの能力を持っており、他人の心を見み透すかすことができるのだ。


「笛の音に感じた不思議さは片手で吹いてたゆえではなく、誰だれかを想おもう切なさゆえであったか」


「オレが、妖のことを想っている？」


「出会った女のことが頭から離はなれぬは、俗ぞくに恋こいという」


「恋……だって？」


　童子が嫌けん悪お感かんもあらわに顔をひきつらせる。


「オレにそんな感情があるものか。オレはおまえらとは違ちがい、人として生まれ、鬼になったわけじゃない。生まれたときから、鬼なんだぞ？」


「そなたは、ある武ぶ使しの魂たましいの奥底に巣くっていた鬼を切り離し、胎たい児じのなかに移して生まれたと聞く。鬼のみを切り離したとはいえ、もとは人。鬼のなかに人の想いが混じっていたとしてもおかしくはない」


「オレに、人の心が……」


　童子は顔をゆがめた。


　だが、婆娑羅鬼に悟られたように、童子はあのシスイであった妖の姿が頭から離れない。


　犯おかしたいのか、喰くらいたいのかと思ったが、どうにも違う。


　あの妖を自らの側そばに置き、その姿をずっと眺めていたいというのが近いという気がした。


「それこそが恋」


　婆娑羅鬼が断じるように言う。


「ふん……」


　童子はふたたび鼻を鳴らしたが、しばらくのあいだ考えこんだ。


「会いにゆかれよ……」


　婆娑羅鬼が笑いかける。


「近衛は妖よう精せい討とう伐ばつのため、霊れい国こくゴコウへと遠征したとのこと。しかしながら、両者は戦うことなく、和解したとの布告がなされた」


「人との戦いに、妖も加わるということか？」


　そう問うと、婆娑羅鬼がゆっくりとうなずいた。


　童子にとって、それは望むところだった。


　いずれ、妖精も滅ほろぼさねばならない。妖精のなかにも、ウツヒミの魂が宿っているからだ。


（やってくるのを待つか？）


　童子は自問する。


「会いにゆかれよ」


　婆娑羅鬼がふたたび声をかけてきた。


「いちいち悟るな」


　童子は婆娑羅鬼を睨みつける。


　殺してやろうかと思った瞬しゆん間かん、婆娑羅鬼が大おお袈裟げさに飛び退のいた。


「ここで汝なんじと戦うも一興なれど、いずれが勝とうと、より大きな愉しみが見られなくなるゆえ」


「だったら、オレの目の前から今すぐいなくなれ」


「御ぎよ意い、御意……」


　婆娑羅鬼が戯おどけながら一礼する。


「されば、されば、婆娑羅がさらば」


　そして高笑いを残しながら、童子のもとから去っていった。


　童子はその後ろ姿を憎にく々にくしげに睨みつづけた。


「霊国ゴコウ……」


　婆娑羅鬼の姿が消えてから、童子はつぶやく。


　帝てい都とシスイで見た妖精の姿が脳のう裏りに浮うかんだ。


　その瞬間、童子は高く跳ちよう躍やくしていた。
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　スズリと約束をした翌日から、ヒエンは朝夕に稽けい古こではなく仕合を挑いどまれることになった。


　仕合といっても、やることは同じである。


　スズリがひたすら攻め、ヒエンは受ける。


　彼女の息があがり、動けなくなるまで、ヒエンは受け続けなければならなかった。


「くっ、くそっ！」


　スズリががくりと膝ひざを折り、荒い息とともに悪態をつく。


　ヒエンはそんな彼女を複雑な表情で見下ろしていた。


　仕合を挑まれた最初の数日は、何度も負けると思ったほどだ。だが、一日、一日と身体が動くようになり、息も続くようになっている。


　ここ数日は、かなり余よ裕ゆうがでてきた。


　体調は万ばん全ぜんになったといっていい。


（こいつのおかげだな……）


　スズリはヒエンに仕合で勝ち、鬼おにとの戦いに同行したいと思っているのだ。


　武ぶ使しとして軽かろんじられたのが、よほど悔くやしかったのだろう。


　スズリは今、見るも哀あわれなほど気落ちしていた。


　なにか声をかけてやらねばと思うのだが、彼女が落らく胆たんしている原因は自分にある。下手に声をかけると、さらに彼女を傷つけそうな気がした。


（とにかく、東荒へ行くのは、あきらめてもらわねぇとな）


　それがスズリのためなのだと、ヒエンは自らに言い聞かせる。


（それよりも……）


　ヒエンは、まだ抜ぬいたままの大おお太刀たちを見つめた。


　黒金の芯しん金だけで、刃やいばが打たれていない。


　稽古ならこれでもいいが、実戦ではそうはゆかない。なにより、刃がなければ術が使えない。武術とは武使の気と共鳴する刃があってこそ、発動できるものだからだ。


　ヒエンはその場にどっかりと腰こしをおろし、大太刀の切っ先から柄つかまで、何度も視線を往復させる。


　しばらくすると息がもどったらしく、スズリがやってきた。


「いよいよ、その大太刀に刃を？」


　スズリがためらいながら声をかけてくる。


　いつもは怒おこりながら帰るのだが、ヒエンがなにを考えているのかわかったのだ。


「ああ、打とうと思う」


　ヒエンは刀を見つめたまま、うなずく。


「どういう刃を打つつもりだ？」


「それなんだが……」


　ヒエンが大太刀を鞘さやに収め、肩かたをすくめた。


「まるで思いつかねぇんだ」


「はあ？」


　スズリが啞あ然ぜんとする。


「神しん明めい流りゆうには秘伝の刃はないのか？」


「親父おやじからはなにも聞いてねぇな。芯金のみの大太刀を渡わたされたのは、自分で考えろということらしい」


　各流派にはそれぞれ秘伝の刃の製法があるものだ。武術を使うには、適した刃が必要だからである。


「おまえは、その大太刀、どうやって手に入れた？」


　ヒエンがスズリを振ふり返った。


「紅こう冠かんは、最初に師事した武術の師し範はんから譲ゆずり受けた。流派に代々伝わる銘めい刀とうとのことだったが……」


　スズリが不安そうに大太刀を抜き、刃を確かめる。


　ヒエンもその赤い刃を一いち瞥べつした。


　火行の術を得意とする元げん流りゆうらしく、表に赤金を打ってある。他ほかの鋼はがねも重ねてあるかもしれないが、そこまではわからない。スズリも免めん状じようの皆かい伝でんを受けるまでその道場にはいなかったから、刃の製法は知らないだろう。


「悪い刀じゃないが、そこまでの銘刀には見えねぇな。おそらく、その師範は自分で鍛きたえた刀を売りつけたんだろ」


「刀を変えれば、もっと強くなれるだろうか？」


　スズリが期待の表情をわずかにのぞかせた。


「術の威い力りよくは増すかもしれないが、おまえの場合、問題はそこじゃねぇからな」


　ヒエンは首を横に振る。


「くっ……」


　スズリが顔をしかめた。


「ヒエンが使っていた小こ太刀だちの刃は、どうだったのだ？」


　不ふ機き嫌げんに訊たずねてくる。


「鳳ほう翼よくと凰おう翼よくは、黒金に青金を重ねてある。木こ霊だまも不ふ動どうも、木行の術だからな」


　木行の術は、青金と共鳴しやすい。だが、青金だけでは硬かたい刃にならないので、黒金を重ねるのだ。黒金はほとんどの刀に使われている。


　もっとも、刃に十分、気が乗っていれば、硬くない刃でも欠けたり、折れたり、曲がったりすることはない。不動にて光こう刃じんを止めたとき、鳳翼、凰翼の刃が砕くだけたのは、ヒエンの気が完全には刃に乗っていなかったということなのだ。


「同じ刃ではいけないのか？」


「悪くはねぇ。だが、不動を放つためだけなら、青金だけで刃を打つというのも考えられる」


　ヒエンは大太刀を地面におき、腕うで組ぐみをする。


「なにを悩なやんでいるのか、わたしにはわからない！」


　スズリが怒おこって言うと、大おお股またで立ち去っていった。


「そりゃあ、そうだろうよ。オレにもわからねぇんだから」


　彼女の背中を見ながら、ヒエンはため息をつく。


　父から与あたえられたものではなく、自分で鍛える刃だ。


　ヒエンはゆっくりと目を閉じ、瞑めい想そうする。


　物心ついた頃ころから、父から神明流を叩たたきこまれてきた。総そう受じゆ一いつ攻こうを流りゆう儀ぎとし、相手の攻せめをただ受けるのみ。術は木霊で返し、奥義は不動で止める。極きわめれば無敵というが、敵を倒たおすためだけなら、正直、攻めたほうが早い。近この衛えでは神明流は稽古台と蔑さげすまれ、嚙かませ犬と揶や揄ゆされていた。


（もっとも、ツツイの爺じいさんは、喜んで若い武使たちの稽古台になっていた。悪あしき剣けんはすべて受け、良き剣には崩くずされて……）


　そうすることで、近この衛え神しん明めい流りゆう当主ツツイは、若い武使たちを鍛えてきたのだ。


（オレにはそんな真似まねはできねぇ）


　相手が良き剣を使おうが、悪しき剣であろうが、ヒエンはすべてを受けたい。いつかはツツイの心境に至るのかもしれないが、今の自分にそれは無理だ。


（すべての攻めを受ける。それが総受。だが、オレには倒さねばならない敵がいる……）


　その敵、童どう子じは父クオンの分ぶん霊れいであり、神明流の奥義を極めているのだ。


　下手に攻めれば、木霊で返されるなり、不動で止められるなりして終わる。


　しかし、無む尽じん蔵ぞうの体力を持つ鬼に対し、永遠に受け続けることなど不可能だ。


　敵を倒すためには、やはり攻めも要いる。父クオンも、魂たましいを斬きる霊れい刃じんともいうべき奥義を編みだしていた。だが、その奥義は父の分霊である童子に受け継つがれている。


（親父が編みだしたような攻めの奥義が、オレにも使えれば……）


　それで、ようやく童子と対等といえた。


　だが、奥義など、そう簡単に編み出せるものではない。


「どうやれば、童子に勝てる？」


　ヒエンは声に出し、自らに問いかけた。


　だが、その答えは未いまだヒエンのなかにはなかった。





　　　　２




　妖よう風ふうの窓から、薄うす明あかりが部屋に差し込んでいる。


　寝しん台だいに正座しながら、セラは神じん代だい樹じゆの森の木々の合間に浮うかぶ半月を見上げていた。


　月明かりに揺ゆり起こされるように、目が覚めたのである。


「美しいのう……」


　セラは声に出して、つぶやいた。


　夜空に輝かがやく星々には、すべて天上神が宿っているという。


　太陽も月も、そうだ。あるいは、アーシアに降臨したウツヒミ、リトラのいずれかであるかもしれない。


　奇き妙みような胸騒ぎがした。


　セラは寝ね直なおす気になれず、寝台から降りる。


　寒くはないので、裸足はだしのまま、夜着のうえになにもかけず、廊ろう下かから外へと出た。


　そして乾かわいた落ち葉が重なる細い小道を歩く。


　そのときには、自分がなにかに誘さそわれているのだという予感めいたものがあった。


　足が自然に速くなる。


　しばらくすると、誰だれも住んでいない屋や敷しきの庭へと出る。


　石や煉れん瓦がで区画が作られ、草木が巧たくみに配置されていた。手入れはされていないが、草木は豊かに茂しげり、石いし畳だたみの回かい廊ろうや赤煉瓦の壁かべまで覆おおいつつある。


　セラは庭の回廊を巡めぐり、屋敷の塀へいと壁とのあいだの細い道を抜けた。


　先刻の予感はすでに確信に変わりつつある。


　その先は、深い芝生しばふで覆われた中庭になっていた。


　そして、そこに小こ柄がらな人ひと影かげがひとつ、立っている。


「おぬしは……」


　セラの目が大きく見開かれ、月明かりに煌きらめいた。


　帝てい都とシスイのユウキ御ご殿てんで、一度、見まみえた子供の姿をした鬼が、セラを振り返る。


　童どう子じと呼ばれていると聞いた。


　鬼の王にならんとする最強の戦鬼である。


　セラは瞬しゆん時じ、息を呑のんだ。


「やはり、来たな」


　童子がにやりとする。


「おぬしが、わしを呼んだのじゃな？」


　そして静かに声をかける。


「呼んでなんかいない。ただ、気配を消さなかっただけだ……」


　童子が不機嫌に答えた。


「やはり、敏びん感かんだな、妖あやかしは」


「敏感にもなろう。わしがおぬしと暮らして、二十余年。おぬしの息づかいまで、覚えておるからのう」


「オレは生まれて間もない。おまえとは帝都で初めて会った」


「話は聞いておる。おぬしは我が夫クオンの分霊なのじゃ。クオンの心の奥底に眠ねむっていた鬼おにを抜ぬき出し、生み出されたもの。その鬼とは子供の頃のクオンに他ならぬ。孤こ独どくに苦しみ、この世の滅めつ亡ぼうを望んでいた幼き頃のな。それゆえ、おぬしはその姿となった」


　クオンの心のなかにそういう闇やみがあることは、セラは出会ったときから、なんとなく感じていた。ちょうどセラも愛していた人々から見捨てられ、孤独であったからだろう。


　孤独なふたりが惹ひかれあったということだ。


　しかし、中ちゆう海かいの孤こ島とうで暮らしているあいだ、ふたりが孤独を感じることは一度もなかった。


　ヒエンが生まれてからは、孤独はさらに遠いものとなった。


「あのくたばりぞこないの武ぶ使しのことか……」


　童子が面おも白しろくなさそうに鼻を鳴らす。


　鬼き神しん石せきにつながれ、術と薬によって生死の境に置かれている男の姿が脳のう裏りに浮かんだ。


　羅ら刹せつ鬼きトキノが、ときどき愛いとおしそうにすり寄っていたものだ。


「あいつがおまえと夫婦だったから、オレはおまえのことが気にかかるのか？」


「わしのことが気になるか？　さすれば、おまえのなかにも、わずかながらクオンの心が混じっているということじゃな」


　セラが満足そうに微笑ほほえむ。


「クオンは、わしのことが愛おしくてしかたないのじゃ」


「なんだ、そういうことか……」


　童子がつまらなそうにつぶやく。


「おまえが気にかかるのは、あの男の想おもいの残ざん滓しということだ。だったら、おまえを斬れば、オレの心に混じるあの武使の想いは消え去るな」


　そして童子は手にしていた太刀たちをひと振りし、鞘さやを飛ばす。


「その太刀は、クオンのもの」


　セラが懐なつかしそうに目を細めた。


「その太刀で、わしを斬るか？　おぬしになら、斬られてもよいがのう……」


　そして静かに童子を見つめた。


「クオンはもともとわしを斬るため、近この衛えから遣つかわされてきたのじゃ。しかし、クオンはわしを斬ることができず、共に逃にげることを選んでくれた。そして一生をかけて守ると誓ちかってくれたのじゃ」


　剣聖と謳うたわれ、次代の皇こう帝ていと目されていた最強の武使は、セラを守るため、帝都から遠く離はなれた中海の小島で隠いん棲せいせざるをえなくなったのだ。


「おまえに心を奪うばわれたというわけか？」


　童子が笑う。


「だから、オレにもおまえが可か憐れんに見える。心が奪われそうになる」


「面と向かって言われると照れるのう」


　しかし、セラは表情を変えることなく、童子を見つめていた。


「だからこそ、斬る価値がある」


　童子の目が赤く光る。


「おまえを斬れば、オレはきっと大きく先へ進める」


　童子が刀を軽々と回してから、セラに切っ先を向けてきた。


「おぬしが行く先にあるのは、この世の終わりじゃ。魂を宿すものすべてを斬り、高こう祖そ神しんウツヒミとなりて、鬼き母ぼ神しんリトラとともに天上界に帰るそうじゃな？　このアーシアは神代より以前にもどる。美しいが、その美しさに心打たれる者は誰もいない。なにゆえ、ウツヒミは御み魂たま分けを行ったか？　なにゆえ、精せい霊れい神しんダイダラは二柱の天上神を招いたか、考えてみい？」


「美しさに打たれるその心は、欲よく得とくにまみれているじゃないか？　母者が人を鬼に変えるのは、人の本質が邪じや悪あくだからさ。暴食に溺おぼれれば牛ご頭ず鬼きと化し、色しき欲よくに溺れれば馬め頭ず鬼きと成る。嫉しつ妬とに狂くるえば般若はんにやと化し、怒いかりに狂えば羅ら刹せつと成る。生き血を啜すすりて血吸いと化し、人肉を喰くらいて人喰いと成る……」


　童子が高々と笑う。


「それはどうかのう？　人の本質が邪悪であるなら、この世は早々に鬼のみが棲すむ獄ごくとなっていよう。人はたしかに善悪を併あわせ持った生き物じゃ。だが、それをふたつに分けていることこそ、人が善くあろうとし、悪くなるまいと自らを戒いましめていることに他ほかならぬ。自らの邪悪さを肥大化させ異形となるより、自らの邪悪さを封ふうじ人であり続けるほうが、わしには強いと思えるがのう」


「言葉が巧みだな、妖は。だが、強いかどうかは言葉じゃなく、戦ってどちらが生き残るかで決まるのさ。そして、それはもうすぐわかる。人と妖が、はたして鬼に勝てるかな？　負ければ、この世はそこまでだ」


「さて、どうなるかのう……」


　セラは微笑する。


「おぬしがその姿で鬼となっているのはなぜじゃ？　我が夫が、鬼とならなかったゆえではないか？　おぬしはクオンの分霊にすぎぬ。クオンは常々、言っておった。ヒエンは自分より強い武使になるであろうとな。それが楽しみでもあり、悔くやしくもあると……」


「さっきも言ったよな？　強さを決めるのは言葉じゃないと」


　童子が言って、太刀を振ふりかぶった。


　徐じよ々じよにだが、殺気が高まってゆく。しかし、なかなか太刀を振るえない。


　童子の顔には、当とう惑わくの表情が浮かんでいた。


　そのときである。


「母さん！」


　背後から唐とう突とつに声が響ひびいた。


　セラが振り返ると、ヒエンが駆かけこんできて、セラを自分の後ろに隠かくす。


　スズリ、アモン、トウイの姿もあった。


「やはり、おめぇか？」


　ヒエンは童子を鋭するどく睨にらみつける。


　セラが外に出る気配と物音がし、しばらくすると鬼の気配を強く感じたのだ。


　スズリたちも同じ気配を感じたらしく、皆みな、部屋から出てきた。そして気配を追って、ここまでやってきたのだ。


「久しぶりだな」


　童子がまるで遊び友達に再会したように笑いかけてくる。


「こんなところにまで、やってくるとはな」


　ヒエンは童子を睨みつけた。


「そこの妖に会いにな」


　童子が答える。


「母さんを斬きるためか？」


「母さん？」


　童子が顔を歪ゆがめた。


「おまえは、その妖の子なのか？」


「オレは神しん明めい流りゆうクオンが一子、ヒエンだ。セラはオレの母親だ。斬らせはしねぇぞ」


「斬るつもりで来たんじゃないんだけどな。この妖を斬らないと、オレが先に進めないとわかったんだ」


「させるかよっ！　おまえをここで倒たおせば、東とう荒こうでの戦いが楽になるってもんだ」


　ヒエンはそう言うと、大太刀を抜いた。


　だが、そこに刃やいばはない。


（そうだった！）


　気が焦あせってすっかり失念していた。


　受けるだけならできても、これでは術は使えない。


「その刃のない太刀でオレと戦うつもりかよ？」


　童子が大笑いした。


「ヒエン、これを使え」


　そう言って、アモンが自分の佩はい刀とう、野の分わきを鞘のまま投げてよこす。


「青金が使われているから、木こ霊だま、不ふ動どうは使えよう……」


　草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうも、木行の術を得意としている。


　草薙神刀流の受けの型から発展したのが神明流であり、やや遠いが同系の流派ともいえる。


「ありがてぇ……」


　ヒエンは野分を受け取ると、大太刀を足あし下もとに落とし、ゆっくりと刃を抜いた。


　月明かりを反射し、白金の刃が輝かがやきを放つ。神刀流は、人が初めて武術を見み出いだした流派である。自らの気を刃と共鳴させ、術として放つ。神刀流によれば、気とは霊れい魂こんから発せられるもので、霊れい力りよくが顕けん現げんするひとつの形とされる。


　そのため、霊力と共鳴しやすい白金が刃に使われているのだ。それゆえ神刀流の刀は、霊れいをも斬ることができる。


　野分は幅はば広びろで反りのない神刀流の直刀だ。


　全身全ぜん霊れいをこめて断たち斬るために鍛きたえられたものである。軽く振るうと、この刀を神体とするかつての神刀流の武使の思念のようなものが伝わってきた。


　野分は俗ぞくに言うところの霊刀なのだ。


　刀自身にも霊力が宿っており、強力な術を発動させることができる。


（これなら、童子のあの奥義も止められる）


　ヒエンはそう確信した。


「どうやら、強くなったみたいだな……」


　童子が太刀の切っ先をヒエンに向けながら言う。


「あのとき、生かしておいた甲か斐いがあったというものだ。おまえを斬れば、オレはいよいよ先へ進める。どうやら、オレはクオンとやらの分霊らしいからな。おまえがクオンの子なら、いわば子殺し。修しゆ羅ら道を極きわめるにはもってこいだ」


　親や子を殺すのは、業ごうの深い行いだ。


　強い鬼になるためには、そういった業を重ねる必要があると聞く。ヒエンが倒した人ひと喰くい鬼おには女を犯おかし、子を産ませ、その子を喰らうことで強力な鬼になろうとした。


（そうだ、こいつは親父おやじの分霊なんだ。こいつを斬れば、親父も死ぬかもしれねぇ……）


　羅刹鬼が童子の正体を明かしたとき、そう言っていたのを思い出す。


　鬼き道どう衆しゆうが神しん域いきへと攻せめこんできたおり、彼女はツツイと戦っている。そして近衛の武使であった頃ころの気持ちを、すこし取り戻もどしたらしい。


　だが、彼女の業は深く、完全に人にもどることはできなかった。


　人として死ねなかったゆえ、彼女は鬼として生きる道を選び、最強の戦鬼の座をかけ、童子に挑いどんだのである。


（こいつがここにいるってことは、やはり、負けたんだな）


　そして童子の左ひだり腕うでが、手首のあたりからなくなっているのにも気づいた。


「その手は羅刹鬼──トキノに持っていかれたのかよ？」


「ああ、この腕か……」


　童子が不ふ機き嫌げんに左腕を持ちあげる。


　袖そでが下がり、肘ひじのあたりまでがあらわになった。よく見ると肘の下から先は、肌はだの色が違ちがっている。再生しつつあるのだ。


「あいつ、奥の手を隠していやがったんだ」


　童子が自分の腕を一いち瞥べつしながら、吐はき捨てる。


「それで、彼女は？」


「無論、殺したさ。食しよく屍し鬼きどもが、喜んで喰らい尽つくした」


「そうかよっ！」


　ヒエンの心のなかに怒りがふつふつとこみあがる。


（こいつを生かしておくわけにはいかねぇ……）


　童子は、この世を滅ほろぼす鬼の王になろうとしているのだ。


　ヒエンは自らにそういい聞かせ、野分を正眼に構える。


（片かた腕うでの今なら……）


　トキノが命を代だい償しようとして与あたえてくれた好機なのだ。


（たとえ親父の分霊でも、いや、だからこそ！）


　ヒエンはしかけようとした。


　だが、その瞬しゆん間かん──


「ならぬ！」


　セラがこれまで聞いたこともないほど切せつ迫ぱくした声で、ヒエンに呼びかけてきた。


「ならぬって、なぜだよ？」


　ヒエンはちらりと視線を向ける。


「あの鬼を殺せば、クオンが死ぬかもしれんのじゃぞ？　それは、ならぬ」


　セラが激しく首を横に振った。


「オレだって、それはわかっている。だが、あいつを殺さないかぎり、この世が滅ぶかもしれねぇんだぜ？　親父だって、鬼に利用されるぐらいなら、死んだほうがましだと思うはずだ」


「ならぬと言ったらならぬ」


　セラはヒエンの前に回り、大きく横に手を広げた。
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「どういうつもりなんだよ？」


　ヒエンは呆ぼう然ぜんとなる。セラの意図がまるでわからなかった。


「どうもこうもない。クオンが死ぬかもしれぬ以上、あの鬼を斬ることは許さぬ。おまえが考えるべきは、父を助けることじゃ」


「どうやれば、助けられるんだよ？」


「おまえが考えよと言ったであろう」


「無茶言うなよ……」


　無論、できるものなら、父を助けたい。


　だが、なにも考えつかないし、そもそも助ける術すべがあるとも思えなかった。


「無茶は、いつものことじゃ。そこをなんとかするのが、おまえの務めじゃろう」


　セラがヒエンに指をつきつける。


「自覚あったのかよ……」


　全身の力が抜ぬけてゆきそうだった。


　始末に負えないとは、まさにこのことである。


「なにをためらうことがある。ここでその戦鬼を討うてば、東荒での戦いくさは容易になろう。相手が手負いであろうと、こちらの人数が多かろうと、鬼を相手に尋じん常じようの勝負にこだわる必要はない」


　トウイが苛いら立だったように声をかけてきた。


　すでに〝叢むら雨さめ〟を抜き放ち、その刃には霧きりがまとわりついている。


　刀をヒエンに預けたアモンは腕うで組ぐみをしたまま無言であり、スズリは判断がつかない様子で周囲の人々をうかがっている。


「そこの妖あやかしがどういうつもりか知らないが、オレのほうはかまわないぞ。おまえらぐらいまとめて相手して勝てないようじゃ、オレは先に行く資格はないからな」


　童子が不敵に言った。


「あの鬼もそう言っている。遠えん慮りよすることはない」


　トウイがいらいらと声をかけてくる。


「ちっ！」


　ヒエンは舌打ちすると、野分を鞘さやにもどす。


「どうした？　やらないのか？」


　童子がからかうように声をかけてくる。


「オレはあくまで人として、武使として、おまえと戦って勝つ。そのためには、尋常の勝負にこだわらせてもらうぜ」


　ヒエンはそう言うと、トウイを振ふり返った。


「おまえは本当に愚おろかだな。ここで、こいつを生かしておいて、もし、東荒での戦で我らが負けたら、どう責任を取る？」


「責任なんか取れるわけねぇ。だが、片腕のこいつを倒したら、それこそオレたちは先へと進めなくなる。おまえも、皇こう帝ていを目指してるんだろ？」


「無論だ……」


　トウイが憮ぶ然ぜんとする。


　そしてしばらく迷ったあと、刀を鞘にもどした。


「どうなっても知らんぞ」


「ああ、こいつとの決着は、オレが東荒でつける」


　ヒエンはうなずく。


「なんだ、やらないのか……」


　童子がつまらなそうな顔をする。


「まあ、オレも今はそんな気分じゃない。この妖のことを考えると、どうも調子が狂くるう。その理由がなぜかわかっただけでも、ここまで来た収しゆう穫かくはあった」


「おぬし、帰るのか？」


　セラが童子に問いかける。


「ああ、帰るさ。東荒は荒こう国こくイワイの鬼神石にて、おまえたちが来るのを楽しみに待つ。必ず、オレのところまでたどりつくんだぞ。そのときこそ、まとめて相手してやる……」


「そうか……」


　セラが思案の表情でうなずく。


　それから、しばらく沈ちん黙もくし、


「ならば、わしも連れてゆけ」


　と童子に言った。


「なんだと？」


　童子がセラの顔を覗のぞくように見る。


「わしを鬼の根城に連れてゆけと言ったのじゃ」


　セラが答えた。


「な、なにを言い出すんだ！」


　あまりの驚おどろきに、ヒエンの声は裏返っている。


「そこに、クオンがおるのじゃろう？」


「ああ、いるぞ。生死の境にあるけどな」


「ならば、側そばにいるのが、妻というものじゃ」


　セラは当然のように言った。


「クオンを殺せば、オレが死ぬとでも考えてるんじゃないだろうな？」


「そう思うなら、ヒエンを止めたりせんわ。わしの命はクオンあってこそなのじゃ。行方ゆくえ知れずになったと聞いたとき、海に身を投げようかとも思った。だが、まだ死んだと決まったわけではないと、自らに言い聞かせてきた。まだ生きているのなら、今すぐ会いたい。わしの願いはそれだけじゃ」


「海に……」


　その言葉に、ヒエンは全身が総毛立つ。


（母さんは、そんなことを考えていたのか？）


　セラが自分の母ではなく、父の伴はん侶りよであるという当たり前の事実を意識させられた。


　子供から見ても呆あきれるほど仲のいい夫婦に見えたが、父は一生をかけて母を守るとの誓ちかいをたて、母もそれに命をかけて応こたえる覚かく悟ごであったのだ。


「東荒には今、アーシア各地から百鬼が集つどっている。奴やつらに食われるぞ？」


　童子があきれたように言う。


「それぐらい覚悟のうえじゃ。だが、おぬしは、それをさせるまい。おぬしは、わしを自らの手で殺さねば先に進めんそうじゃからな。だが、それは我が子ヒエンを倒たおしてからでも遅おそくあるまい？　そのときには、わしは妖よう精せいの女王となり、おぬしと戦おう」


「おまえが、オレの最後の一歩になるということか？」


　童子がしげしげとセラの全身を見つめる。


「おもしろいな、妖。おまえの望み、かなえてやるぞ」


「正気かよ！　そんなこと、絶対させねぇからな」


　ヒエンは我に返り、セラの肩かたを摑つかんで引き寄せようとした。


「なにを聞いておった？　おまえは、もうすぐ東荒へ向かうのじゃろう？　わしは一足先に行っておるだけじゃ。この鬼は、わしを殺しはせん。わしを救いたいなら、この鬼に勝つことじゃ。だが、救うのは、わしだけではない、クオンもじゃぞ」


　セラがヒエンを振りほどいて言う。


　彼女の表情には、強い決意がうかがえた。


　一度、言い出したことは、頑がんとして譲ゆずらない性格なのもわかっている。


「か、勝手にしやがれ！」


　ヒエンはそう言い放つと、セラに背を向けた。


　すると、心配そうなスズリと目が合う。


「いいのか？」


「好きにさせるしかねぇだろ。まったく、オレがいつも必死になって守っているのに、こいつはいつも自分から危険なところに飛び込んでゆきやがる」


　ヒエンは吐はき捨てるように答えた。


「苦労をかけるのう……」


　セラが声をかけてくる。


「家族というものは選べぬものゆえ、これも定めと受け入れよ」


　ヒエンはセラを振り返ることなく、歩きはじめた。


　背後で、童子が高く跳ちよう躍やくする気配がする。


　一いつ瞬しゆんだけ視線を向けると、そこには童子も母の姿もなかった。


「どこまで、自分勝手なんだ……」


　ヒエンはぽつりとつぶやいた。


　そして野分をアモンに返す。


「こんなことになっちまって申し訳ない……」


　ヒエンは頭をさげた。


「いや、これで正しかったのだろう」


　アモンが静かにうなずく。


「おそらく、セラ殿どのはおまえに迷いがあるのを見み抜ぬいたのだ。あのまま片かた腕うでの童子を斬きり、クオン殿が死ぬようなことがあれば、おまえは父殺しの業ごうを背負って、生きてゆかねばならなかっただろう。おまえが言ったとおり、我ら武使はあくまで尋常の勝負にこだわったほうがよい」


「鬼おにどもは平気で卑ひ劣れつな手段をつかいます。それでも、我らは正々堂々と戦わねばならぬのですか？　それでは理に合いません」


　トウイが不満そうにアモンに言う。


「武使として強くなるには、それしかあるまい。羅刹鬼も夜や叉しや鬼きも、もとはすべて武使だったのだ。道を誤ると、そうなるということだ」


「明めい鏡きよう止し水すいの極ごく意いを得ておりますゆえ、わたしが道を誤ることなどありません。この未熟者はどうか知りませんが……」


　トウイがそう言って、ヒエンを一いち瞥べつする。


「おまえの言うとおりさ。オレはまだ未熟なんだ……」


　ヒエンが夜空を見上げ、ぽつりとつぶやく。


「アモン兄が言ったとおり、オレは迷っていた。親父おやじを犠ぎ牲せいにしても、童子を斬るという覚悟が足りなかった。そのくせ、童子が片腕の今を逃のがしたくないとも思った。尋常の勝負から逃にげようとしていたんだ。母さんが、それを見抜いたかどうかはわからないけどな。あの人はただ一刻も早く親父のもとに行きたかったんだろ。夫婦仲がいいのはけっこうだがな。周りの迷めい惑わくも考えてほしいぜ……」


　そしてひとしきり悪態をついた。


「でも、おふたりを救うのだろう？」


　スズリがいつになく優やさしい声をかけてくる。


「なんとかするしかねぇからな。親父を救うには、童子を殺すことなく、あいつのなかの鬼だけを斬るしかねぇ……」


　そしてヒエンは芯しん金だけの大おお太刀たちを抜くと、じっと見つめた。


「こいつには、そのための刃やいばを打たないとな」


「鬼のなかの鬼だけを斬る？　それは、どんな刃なのだ？」


「わからねぇ……」


　ヒエンは首を横に振った。


「だが、手がかりはある」


「手がかり？」


「ああ、親父が見み出いだした人の魂たましいを斬る霊れい刃じん。型は知っているし、この身で受けたこともある。親父は、もしかしたら、人のなかにある精せい霊れいを斬りたかったのかもしれねぇな。母さんを人にもどすために……」


　なんとなくだが、そんな気がした。


「つまり、あの奥義はまだ未完成ということか？」


「いや、完成していたのかもしれない。だが、親父は考えを変えたんだろう。親父が出会ったときから、母さんのなかに精霊はいた。そして妖精の姿をした母さんを、親父は好きになった。だったら、斬れっこねぇだろ？」


「そうだな……」


　スズリがうなずく。


　ふたりの夫婦仲がむつまじいことは、彼女も知っているのだ。


「クオン様の太刀にどのような鋼はがねが使われていたか、聞いていないのか？」


「教えてもらってない。だが、ここは妖精の郷さとだ。鋼のことなら、誰だれよりも詳くわしい妖精がいるからな」


「金きん妖ようのラズリ殿のことか？」


　スズリがはっとなる。


「ああ、金妖こそが、人に鋼の製造を教え、刃に鍛きたえることを伝えたと聞いている。金妖が鍛えた刀は、銘めい刀とうとして今も多く残っているしな」


「行くのだろう？」


「ああ、今すぐな」


　ヒエンはそう答え、走りだした。


　スズリはうなずいて、その後に続く。





　　　　３




　ヒエンはスズリとともに、森のなかの小道を走り、岩の崖がけに穿うがたれた隧すい道どうに入った。


　そして、その行き止まりにある扉とびらを叩たたく。


「頼たのみたいことがある……」


　ヒエンは扉の向こうに呼びかけた。


　誰かが近づく気配があり、扉が開いた。


　姿を現したのは、金と銀の髪かみと瞳ひとみをもった妖精である。


　金きん妖ようのラズリという。


　精せい霊れい樹じゆの実をこの神じん代だい樹じゆの森に運ぶまでのあいだ、一いつ緒しよに旅をした妖精のひとりだ。


「いつかは訪ねてくると思っておったぞ」


　金妖はその美しい容姿や声からは、違い和わ感かんのある老人のような話し方をする。


　神代から生きてきた古い妖精だというから、当然なのかもしれないが。


「もう傷は癒いえたようだの？」


「ああ、完全にな……」


　ヒエンはうなずいた。


「これからは、神しん明めい流りゆうを極きわめるための修しゆ行ぎように入る。それには、やはり刀がねぇとな。この芯金だけの大太刀に刃を打ちたいんだ」


「どんな刃を打つかは決めたのか？」


「ああ、今さっきだがな」


　ヒエンはうなずいた。


「ならば、入るがよい……」


　金妖がそう言って、ヒエンとスズリを奥の部屋へと案内する。


　そこは、なにかの工こう房ぼうのようであった。


　様々な道具が整然とならび、材料が積みあげられている。


　そして、奥には立派な炉ろと金かな床とこが備えられていた。


「さすが、妖精の鍛冶かじ師だな……」


　ヒエンは炉の隣となりにある金棚だなに積みあげられている鋼に目を向けた。


「五ご行ぎよう金きんのすべてが、これほど大量にそろっているとは」


　ヒエンはそれぞれを手にとって、確かめてみる。


　純度が高いのは、表面を見るだけでもわかった。


　五行金と呼ばれる白しろ金がね、黒くろ金がね、赤あか金がね、青あお金がね、黄く金がねをはじめとし、もっと稀き少しような鋼もそろっている。これらの鋼が刃として打たれると、武ぶ使しの気力と共鳴し、術を発動させるのだ。


　ヒエンは手にしていた芯金のみの大太刀を抜ぬくと、金妖に大太刀を差し出す。


　ラズリが無言で受け取った。


「それで、いかなる刃を？」


「それなんだが……」


　ヒエンは金妖をじっと見つめる。


「オレは鬼を斬りてぇんだ。それも、鬼のなかの鬼、人のなかの鬼だけを」


「それはまた難しい注文だの」


「それは承知だ。しかし、オレが欲しい刃はそうなんだ。できないか？」


「難しいとは言ったが、できないとは言っておらん」


　金妖が憮ぶ然ぜんと言い、ヒエンたちに目で、作業台の椅い子すに座るよう合図した。


　意図を悟さとり、ヒエンとスズリが並んで座る。


　金妖は一度、部屋を出ると、お茶を持ってもどってきた。茶葉を発はつ酵こうさせた赤い妖よう風ふうのお茶である。最初は違和感があったが、慣れると美味おいしさがわかった。


「おまえは、この世がいかにして生まれたか知っておるか？」


「この世って、天てん下げ界かいアーシアか？」


「もっと大きく天上界ラーシアまでもの創造だ」


「神代からのことは教わってるが、それより前のことはさすがに……」


　ヒエンはちらりとスズリを見たが、彼女はあわてて首を振ふった。


「そもそも、天地創造なんて、誰が見たんだよ？」


　ヒエンはラズリに訊たずねる。


「見た者などおらぬ。その頃ころには天上神さえ存在しなかったのだ。しかし、この世には様々な理ことわりがあり、それらから推察できることもある」


「その話は、刃を打つために必要なのかよ？」


「必要ではないが、知っておいたほうがよい。理を知って打てば、思いどおりの刃を打つことができるからの」


　金妖がたしなめるように言った。


「そんなもんか……」


　ヒエンは姿勢を正すと、金妖と向かい合う。


　スズリもあわてて倣ならう。


「天地のはじまりは虚きよ無むであったとされる……」


　金妖が詠うたうような口調で語りはじめた。


「虚無は零れいと同じにして、霊れいとも同一とされる。その虚無より世界は誕生し、一様となり無限に広がった。一様はやがて陰いん気きと陽気の二極に分かれ光と闇やみとに収束する。そうして天と地が生まれた。数多あまたの天上神、そしてアーシアを統すべるダイダラもこのときに生まれたとされておる。天地が定まり、次に三位の階層が生じる。上方が天、下方が地、そしてその中心……」


「ちょ、ちょっと待った！」


　金妖が一気に語るのを、ヒエンはあわてて制した。


「今のは算術の話なのかよ？」


「算術も世界の理のひとつだが……」


　金妖がじろりとヒエンを睨にらむ。


「世界がそのような段階を経て、創造されたということだ」


　ヒエンは金妖の言葉を思い返しながら、頭のなかで、世界創造の様子を思い浮うかべようとする。だが、すぐにあきらめた。


　どうやら、覚えるしかなさそうだった。毎日、唱えていれば、漠ばく然ぜんとでも理解できるかもしれない。


「続けてくれ……」


　ヒエンは心を落ち着け、金妖の言葉に備える。


「上方、下方が定まれば、自おのずから四方も定まる。すなわち、前後左右、あるいは東西南北」


「四方を決めるにも、中心が必要なのではないでしょうか？」


　スズリがためらいつつも、金妖に訊ねた。


「そのとおり……」


　金妖がうなずく。


「では、中心とはなんぞや？」


「人……でしょうか？」


　スズリが迷いながら答えた。


「そう、人なのだ」


　金妖が正解を告げると、スズリが胸に手を当て、安あん堵どの息をもらす。


「天地、四方を認にん知ちするもの。それこそが世界の中心なのだ。すなわち、人であり、我ら妖よう精せいも然しかり」


「つまり、人や妖精の数だけ世界の中心があるってことか？」


　ヒエンが言った。


「そう考えても差し支つかえない。天上界ラーシアは無限に広く、天下界アーシアは天上界に浮かぶ巨きよ大だいな球ゆえな」
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「まあ、自分が世界の中心だと思うと、悪くない気分だな」


「世界がかように創造されたゆえ、そこに存在するものも二極、三位、四方などの属性を持つのだ。そして世界はさらに多様なるがゆえ、五行、六道、七曜などの属性を有していると考えられておる」


「やっと五行が出てきたか……」


　ヒエンが大きく息をついた。


　万ばん物ぶつを木火土金水の五つの属性に分けるのが五行であり、陰いん陽ようと並び、武使にとっては馴な染じみの深い概がい念ねんだ。


「鋼も五行の属性で分類されておる。錫すずは青金で木行、銅は赤金で火行、銀は白金で金行、鉄が黒金で水行、そして金きんが黄く金がねで土行……」


「そのあたりのことは、親父おやじに教えてもらっている」


「おまえが斬きりたいのは、人のなかの鬼おに、鬼のなかの鬼だという。浮ふ遊ゆうする霊体を斬るなら、白金でもよいが、人や鬼のなかの鬼だけを斬るとなると五行の刃やいばでは難しい。肉体を傷つけてしまうからな」


　そう言って立ち上がると、金妖が棚たなからひとつの容器を取ってもどってきた。


　その容器には粘ねん性せいの強い液体が満たされている。


「この液体は？」


　顔を近づけると、鼻をつく臭においがある。


「その液体は鋼はがねの錆さびを防ぐ特とく殊しゆな油で意味はない。底をよく見てみろ」


　ヒエンは息を止め、さらに顔を近づけてみた。


　そして液体の底になにやら、透とう明めいなものが沈しずんでいるのに気がつく。水すい晶しようなのか、それとも質のいい硝子ガラスなのか。


「それは陰おん陽みよう鋼こうと呼ばれる極めて稀少な鋼だ」


　金妖が厳おごそかに言った。


「陰陽鋼？　初めて聞く」


「地中深くに鉱石があり、高い温度で精せい錬れんしなければならん。人はその存在すら知らぬし、扱あつかえるはずもない。地下から妖よう術じゆつで鉱石を召しよう喚かんし、特殊な炭で熱し、ようやく精錬がかなう……」


「どういう性質なんだ？」


「究極の鋼だ」


　金妖が液体のなかにゆっくり手を入れ、慎しん重ちように陰陽鋼なる鋼を取り出した。


「軽く、硬かたく、強い。そして陰陽五行すべての気とも共鳴しうる」


「つまり、この鋼で刃を作れば、あらゆる術が使えるわけか？」


「そうだ……」


　金妖はヒエンをじっと見た。


「いかなる鋼を用いるより、強力な術を使えよう。だが、気との共鳴があまりにも強いゆえ、扱いが難しいともいえる」


「どう難しいんだ？」


　ヒエンは訊ねた。


「気に雑念があれば、術が暴発する危険もあるし、術者に反動となり返ってくることもあろう」


　その言葉を聞いて、スズリが息を呑のみ、ヒエンを振り返る。


「危険ではないか？」


「たしかにな。だが、それしかないという気がする。五行の属性に分化した鋼では、オレが使いたい術は放てないと思う……」


　ヒエンは腕うで組ぐみし、熟考する。


「童どう子じがオレたちに放ったのは、肉体を傷つけることなく魂たましいのみを切り裂さく術。霊れい刃じんというしかない無属性の刃を放つ術なんだ」


　それは父クオンが自ら見み出いだした奥義であり、分霊ゆえに童子にも使えるのだ。


「あの術は魂を以もつて魂を斬るものだ。だから、オレのなかにある鬼を以て相手のなかの鬼を斬る霊刃を放てれば……」


　そこで言葉を切ると、ヒエンは金妖ラズリを見つめ、無言で問う。


「五行の鋼を重ね、相そう克こくさせて芯しん金とし、そこに陰陽鋼を刃として打つ。さすれば、陰陽五行の属性を秘ひめながらも無属性の刃となろう。無属性の術も、いかなる属性の術も放つことも自在。だが、おまえが刃に乗せる気が、そのまま反映されるがの」


　金妖が宣言するように言った。


「ただ気を高めるだけじゃ、駄だ目めということか？」


「刃が気の乱れをふるいにかけないからの」


「それは……難しいな……」


　人が発する気にも属性があるとされる。


　武術においては、それも陰陽五行に分けて説くが、不完全だったり、矛む盾じゆんがあったりと完全に解明されているわけではなかった。


　最終的には修しゆ行ぎようによって、各おの々おのが自分に合った気の発し方を覚えるしかない。


　そしてある属性の気だけを発するのは、極きわめて難しい。


　たとえば「嬉うれしい」とき、人は陰陽二極で大別すると陽極、五行で分類すると木行の属性の気が高まる。すなわち「喜」だ。


　だが、同じ「嬉しい」にも「楽」「愉」「歓」「悦えつ」などがあり、それらは異なる属性の気を高める。「嬉しい」からといって陽極木行の属性だけが高まるわけではない。


　武使は雑念を捨て、感情を抑おさえ、術を放つため必要な気のみを高めねばならないのだ。


　アモンが開眼したという「無我の境地」、トウイが会え得とくしている「明めい鏡きよう止し水すい」などは、そのための極ごく意いである。


　だが、その域に達する武使は稀まれだ。それでも術が使えるのは、刃が特定の属性の気にのみ共鳴するからである。刃が気の乱れをふるいにかけるとは、そういうことだ。


「だが、やってみせる」


　ヒエンとて奥義「不ふ動どう」を放てるまでになっている。


　霊刃を放つための気を高めることができるはずだ。


「そうか……」


　ラズリが微び笑しようを浮かべうなずく。


「指導してやるから、おまえが自身で打つがよい」


「オレが？」


「おまえの刀だ。おまえが打たなくてどうする？」


「わかった……」


　ヒエンは決心した。


　父からは刀を打つための知識と技術は伝えられている。


「向こう鎚づちがいるな」


　刀は通常、ふたりで打つ。主鍛冶かじが小鎚を使い、もうひとりが大鎚を振ふるうのだ。それが向こう鎚である。


「アモン殿どのにお願いしてこようか？」


　スズリがヒエンに声をかけた。


　ヒエンは彼女を見つめ返すと、しばらく思案する。


　迷っているのではなく、自分の考えを確かめるための思案だった。


「いや、おまえがいい」


　考えが完全にかたまってから、ヒエンは言った。


「わ、わたしがか？」


　スズリは思いもかけなかったようで、誰だれかを探すように周囲を見回す。


「い、いや、わたしは刀とう匠しようとしての経験がないから……」


　スズリが申し訳なさそうに言った。


「向こう鎚は技量や経験より、気力が大事だ。それに主鎚と気が合うってことだな。散々、稽けい古こしているから、おまえが誰よりもオレの気をわかっているはずだ」


「そういうことなら、わたしが務めさせていただこう」


　スズリが表情を見られまいとするように深々と頭を下げた。


「さっそく準備にかかるとしよう。大おお太刀たちが完成するまで、ふたりともここに泊とまるとよい」


　ラズリが申し出る。


「ありがたい……」


　ヒエンは金妖に頭を下げた。


　一日も早く完成させ、使いこなさねばならないのだ。





　　　　４




　刃を打ちはじめてから五日が過ぎていた。


　炉ろには真っ黒い軽石のような炭が入れられ、青白い高温の炎ほのおがあがっている。


　ふいごから風が送られるたび、その炎はいっそう激しさをました。


　すでに芯金は完成している。


　黒金、黄金、青金、白金、赤金の順に積み、幾いく重えにも折り返したものだ。それぞれの鋼が他ほかの鋼の属性を打ち消し、かぎりなく属性の無い鋼となっている。


　その芯金を陰おん陽みよう鋼こうで覆おおい、刃に伸のばしてゆく段階に入っていた。


　ヒエンは金かな床とこの前に小鎚を握にぎって座っている。


　反対側には長なが柄えの大鎚を握ったスズリが、上着を脱ぬいで立っていた。彼女の白い肌はだにはすでに玉のような汗あせが浮うかび、布が張りついていた。


　ふたりは集中し、十分に気も高まっている。


　陰陽鋼を伸ばしてゆくには高温で熱し、さらに強い気を込めて鎚を打たねばならない。


「はじめるぞ」


　ヒエンはスズリを見上げ、声をかけた。


「承知した！」


　スズリが力強くうなずく。


　ヒエンは小鎚を軽く叩たたき、それに合わせて、スズリが気力を込めて大鎚を振るった。


　熱せられた鋼を大鎚が叩いた瞬しゆん間かん、激しい火花が飛び散り、ヒエンの顔や腕うでを焼く。


　それを繰くり返し、四角い金属の塊かたまりである鋼を長く延ばしてゆくのだ。


「向こう鎚は鋼が偏かたよらぬよう同じ気、同じ力で叩き続けるのだぞ。細かな調整は主鎚が見み極きわめるのだ」


　ラズリの声がかかる。


　ヒエンとスズリは、それぞれ無言でうなずいた。


　ふたりの視線は高温で焚たかれ赤熱する鋼に向けられている。


　ヒエンは鋼の具合を見極め、小こ鎚づちでスズリが叩く場所を示す。次の瞬間、寸すん分ぶん違たがわず、大鎚が振り下ろされてくる。


　熱せられても、陰陽鋼はさほど柔やわらかくならない。スズリが数度、大鎚を打って、わずかに延びるだけだった。


　根気のいる作業である。この工程では、向こう鎚のほうに大きな負ふ担たんがかかる。普ふ通つうの鋼でも、複数で交こう替たいしながら打つほうが普通なのだ。


　だが、それでは入る力と気が乱れ、鋼にむらが生じてしまう。そのむらは刃やいばとなったとき、気が漏もれ、術を弱める。


　スズリの鎚には、乱れがまったくなかった。同じ気、同じ力で正確に振り下ろされてくる。


（不器用だからだな）


　それが良くも悪くもスズリなのだ。


　覚えは悪いが、一度、身に付いたものは絶対にぶれない。そして彼女は思い込んだら、それを成し遂とげるまで一いち途ずに努力をつづける。


　ヒエンは小鎚で合図するだけで、むらを直すために鎚を入れる必要さえなかった。


（これじゃあ、こいつひとりで打ってるようなもんだな）


　ヒエンは一いつ瞬しゆんだけスズリを見上げた。


　彼女は赤い霊れい光こうをほのかに発しながら、真しん剣けんな表情で鎚を振るっていた。


　一いち撃げきごとに豊かな胸が揺ゆれ、汗が飛び散る。


　その姿は、素す直なおに綺き麗れいだと思った。


　スズリの火行の気が送りこまれているためか、鋼はがねはいくら打っても、なかなか冷めない。


　鋼を焚きなおす必要もなく、鋼の酸化もほとんどない。


（こいつは間ま違ちがいなく最高の向こう鎚だぜ）


　ヒエンにも予感めいたものはあったが、それを遥はるかに超こえていた。


（おかげで、いい刃ができそうだ）


　ヒエンは心のなかでスズリに感謝し、小鎚で合図を送りつづける。


　脳のう裏りには、すでに完成された刃の姿が思い描えがかれていた。





　二日かけて、鋼を伸ばす工程が終しゆう了りようした。


　そして刃を形成してゆく段階となる。ここからは基本的にはヒエンひとりの作業だった。


「ありがとうな」


　ヒエンはスズリに握あく手しゆを求めた。


「い、いや、わたしこそ、よい経験になった」


　スズリがわずかに顔を赤らめる。


「わたしも、いつか自分で自分の刀を打ってみたい」


「そうだな、そのときには、オレが向こう鎚を打ってやるぜ」


　ヒエンはスズリにうなずいた。


「鬼おにとの戦いに生きて帰ったらだがな」


　ヒエンのその言葉で、スズリは約束を思い出す。


（そうだ、わたしはこのままでは、鬼との戦いに連れていってもらえないのだ……）


　ヒエンに仕合に勝てばよいのだが、ヒエンは怪け我がも完治し、体調も回復していた。


　それどころか、怪我をする前より、格段に強くなった気がする。最強の武術とされる光こう刃じんを止めたという自信からだろうか。


（とても、わたしの及およぶところではない……）


　スズリは認めるしかなかった。


　だが、ヒエンが戦っているあいだ、自分だけが安全な商しよう都とミナマにいるというのは、とても耐たえられない。


（どうして、わかってくれないのだ）


　スズリは、小鎚を振るい刃を形成しているヒエンを訴うつたえかけるような視線で見つめた。





　ヒエンが刃を打ち終えたのは、それから三日後である。


　刃の荒あら研とぎは、スズリに頼たのんだ。


　ヒエン自身は、鞘さやや鍔つば、柄つかなどを作る。装そう飾しよくにこだわるのは後回しにして、実用だけを考えて作った。


　ヒエンのほうが先に仕事を終え、仕上げの研ぎは自分で行う。


　取りかかってから半月ほどで、ついに大太刀は完成した。


　刃の長さはひと腕と半分ほどで、やや細身である。全体に白いが、それは芯しん金の色が透すけているからで、陰陽鋼の刃は透とう明めいだった。


　しかし、ヒエンが手にした途と端たん、その刃が淡あわく蒼あお色に輝かがやく。それはヒエンが発する霊光の色と同じだった。


「できたぜ……」


　完成した大太刀を見ながら、ヒエンは大きく息をつく。


「よくやったの」


　ラズリが笑え顔がおで労ねぎらいの言葉をかけてくる。


「ありがとうございました」


　ヒエンはあらたまって金きん妖ように一礼した。


　彼の指導があったおかげで、迷いなく刀を作ることができた。


「なんの、良い刀を見せてもらい、わしこそ礼を言いたいほどよ」


　金妖がうなずく。


「その太刀、なんと命名する？」


「〝童どう子じ切ぎり〟……と名づける。銘めいを刻んだりはしないけどな」


　ヒエンは普ふ段だんの口調にもどって答えた。


「これは童どう子じを斬きるために鍛きたえた太刀だから」


「それは間違いなく銘めい刀とうとなろう。だが、ひとつ間違えば、魔ま刀とうとなるやもしれん。それは心しておけよ」


「使いこなしてみせるさ……」


　ヒエンは自分に向かって言う。


「さっそく試ためすか」


　ヒエンは久しぶりに外へと出て、稽けい古こ場ばである広場に向かった。


　金妖ラズリとスズリもついてくる。


　アモンとトウイ、そしてミツルもやってきた。


「見物するのはいいが、術が暴発しても大だい丈じよう夫ぶなように離はなれて見てくれよ」


　ヒエンは彼らに声をかけた。


　見物人たちは顔を見合わせ、森のなかまで下がる。


　ヒエンはただひとり広場の真ん中に進むと、大太刀を正眼に構えた。


　それから瞑めい目もくし、精神を集中させる。ゆっくりと気が高まってきた。


　ヒエンはかっと目を開き、上段に振ふり上げ、振り下ろす。


　それを十度繰り返したあと、童子との戦いを脳裏に思い描きながら、太刀を操あやつった。


　ひと振ふりごとに、陰陽鋼の刃が輝きを増す。


　今や蒼色の閃せん光こうを振るっているようであった。


（この刃は、オレの気そのものだ。気を高めれば高めるだけ、応じてくれる。これなら光刃を受けても絶対に壊こわれることはねぇ）


　思っていた以上に軽く、振るうのも止めるのも自在である。


　小手先の技わざに頼たよることは慎つつしまなければならないが、相手の攻せめに合わせて剣けんを操るのが神しん明めい流りゆうゆえ、扱あつかいやすいにこしたことはないのだ。


　自らが鍛えた太刀たち〝童子切〟の出来に、ヒエンは満足を覚えた。


「さて……」


　ヒエンは声に出してつぶやくと、いったん剣を鞘にもどし、息を整える。


　気を高く保ったまま、ふたたび大太刀を抜き脇わき構がまえにとる。


　彼の脳裏には、いまだ童子がいる。


　十歩の間合いで、対たい峙じしていた。


　ヒエンは童子に向かって、術を放とうとする。人のなかにある鬼を斬る術だ。


（オレの心のなかにある鬼を励れい起きさせ、霊れい刃じんとして放つ）


　ヒエンは心のなかでつぶやく。


（オレのなかにも鬼がいる）


　それを自覚したのは、沼ぬま人びとの娘むすめホノが殺されたのを見たときだ。


　大切な人を失った怒いかりと哀かなしみで、ヒエンは憎ぞう悪おをたぎらせ、アモンを斬り殺そうとしたのである。今、思うとぞっとするが、ヒエンはあのとき、神明流も捨て、ひたすら攻めたてた。


　あのとき発した雄お叫たけびは、はるか東とう荒こうにいた羅ら刹せつ鬼きにも聞こえたという。鬼の咆ほう哮こう、鬼き哭こくだったからだ。


　あのまま、アモンを斬り殺していたら、今いま頃ごろ、ヒエンは夜や叉しや鬼きあたりに変化し、鬼道衆に加わっていたかもしれない。


　強い武ぶ使しほど、強い戦鬼になるとされている。


　すべての武使が己おのれのなかに鬼を育てているのだ。なにかきっかけがあれば、羅刹鬼のようにその鬼に呑のまれてしまう。


　そうならないように、武使は厳しく自分を律する必要があった。武術の修しゆ行ぎようとは、ある意味、自分自身との戦いともいえる。


　ヒエンはふたたび目を閉じた。


　瞼まぶたの裏に、血に染まって死んだホノの姿を思い浮うかべた。


　あのときの怒りと哀しみは、まだ消えていない。


　ヒエンはそれを抑おさえようとはせず、むしろ、かきたててみた。


　なぜ、彼女が死ななければならなかったのか。


　彼女を殺したのは神じん宮ぐうの神官だという。当時、神宮を支配していたのは大だい宮ぐう司じのミロクである。


　ヒエンの瞼の裏に、テマリが斬り殺される光景が浮かんだ。


　それもまだ鮮せん明めいに残っている。


　そしてミロクはどこかでまだ生きているのだ。


（あいつだけは許せねぇ……）


　その瞬しゆん間かん、ヒエンは、自分の心の奥深くでなにかが、もぞりと蠢うごめくのを感じた。


（見つけたぜ！）


　ヒエンは心を強く持とうとする。


　人の心のなかにある憎悪、怨えん恨こん、絶望、強ごう欲よくといった感情こそが、鬼の正体だった。


　それは普段、心の奥底でじっととぐろを巻いている。


　だが、なにかがあると、鎌かま首くびをもたげ、餌えさを求めて這はいだしてくる。餌となるのは、その人の心だ。それらが喰くらい尽つくされたとき、人は鬼となるのだろう。


　ヒエンは童子切にその鬼の気を送りこんでみた。


　その瞬間──


　ヒエンの心のなかで、なにかが爆ばく発はつした。





「大丈夫だろうか？」


　スズリはヒエンを見つめたまま、自問するようにつぶやいた。


　彼は新しい大太刀を脇に構えたまま、ぴくりとも動かなくなっている。


　彼の気が高まっているのはわかった。


　だが、それはいつもの気とは違ちがう。


　うなじの毛が逆立ち、背筋がぞくぞくする。


　神宮との戦いで、憎悪のままに刀を振るっていたときの姿が重なる。


　あのときのヒエンの動きは、常人の動きを超こえているように見えた。


　太刀の柄にかけているスズリの手が、小刻みに震ふるえる。


「神しん域いきの武器庫には、妖よう刀とうも数多く保管されている。そのなかに陰陽鋼を刃やいばに使ったものもあるが、使いこなせる武使はほとんどいなかった。あの透明な刃に心こころ奪うばわれ、道を誤った武使も多いと聞く。あの未熟者がそうならないといいがな」


　トウイがひとりごとのように答えた。


「刀とはそれを手にした者の心を映す鏡。悪あしき心で手にすれば、悪しき心に支配される」


　金妖ラズリがやはりひとりごとのように答えた。


　ふたりともなにかがあればすぐ反応できるよう、ヒエンの様子に集中しているのだ。


　アモンも同様である。


　腕うで組ぐみをしたまま、じっとヒエンに視線を注いでいた。


　そのとき、ヒエンがかすかに動く。


　そして蒼色に輝いていた刃が、唐とう突とつにその色を変えた。暗い紫むらさき色いろの輝きが刃を包み、燃え移ったようにヒエンの全身も同じ色の霊れい光こうに包まれる。


「いけない！」


　その瞬間、スズリは反射的に動いていた。


「スズリ殿どの、危険だ！」


　トウイがあわてて制止するが、そのときには、ヒエンのもとに駆かけ寄っている。


「ヒエン！」


　スズリはヒエンに呼びかけた。


　ヒエンがゆっくりと振り返る。


　その目が血走っていた。口の端はしから涎よだれが垂れている。


「げあっ！」


　獣けもののような声を漏もらし、ヒエンが大太刀を振るった。


　スズリは一度、飛び退のいて、太刀をかわす。


「ヒエン！」


　スズリは紅こう冠かんを抜ぬき様、ヒエンに袈裟けさ斬ぎりを放った。


　ヒエンが太刀を振るい、それを打ち払はらう。


　だが、それは神明流の受けではなかった。力まかせに、防いだだけである。


　刀は弾はじかれたが、刃を弧こを描えがくように回し、逆袈裟に斬りかかった。


　ヒエンがふたたびそれを払う。


「キェーイッ！」


　スズリは気合いの声をあげ、さらに激しく攻めたてる。


　彼女の全身からも赤い霊光が浮かびあがった。


　ヒエンが刀を振り回し、それを防ぐ。神速の、いや鬼き神しんのごとき力と速さだった。


　しかし、いつもなら攻めているスズリのほうが崩くずされるのだが、今はそうならない。あらためて神明流の凄すさまじさがわかる。


（ヒエンは我を失っているのだ。童子切の刃に増ぞう幅ふくされた鬼おにの気に呑まれたのだろう……）


　スズリはヒエンに反はん撃げきの隙すきを与あたえることなく攻め続ける。


　彼が我に返るのを待つしかなかった。


　そのためには、彼に神明流を使わせるしかないと本能的に思う。


　力と速さに任せた守りでは防ぐことができないように攻めればいいだけのことだ。


　スズリは気合いの声を発しながら真しん紅くの刃を振るい続ける。


　目を覚ましてくれと、心のなかでヒエンに呼びかけながら。
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「やはり、こうなったか……」


　トウイが腰こしの叢むら雨さめを抜き、スズリを助けるため駆けだそうとした。


「待てっ！」


　だが、アモンは鞘さやに収めたままの野の分わきでトウイの行く手を遮さえぎる。


「どういうおつもりですか、アモン殿！」


　トウイがアモンを睨にらんだ。


「このままではあの男が、鬼と化しますぞ？　いや、あの醜みにくい戦いは、すでに鬼そのもの。このままでは、スズリ殿が殺されてしまう」


「あの娘むすめは、ヒエンを救えないなら死ぬ覚かく悟ごでいよう。我らは彼女にもしものことがあったとき、動けばよい」


「わたしには、あの未熟者よりスズリ殿のほうが大事です。わたしひとりでも、行かせていただく」


　トウイが野分を叢雨で払いのけて、先へ行こうとする。


　鞘が割れ、野分の刃があらわになる。


「邪じや魔まをすれば、あの娘に恨うらまれることになるぞ。どうやら、彼女のヒエンに対する想おもいは本物のようだ。気がつくのは遅おそかったが、迷いはないと見える」


　アモンはそう言うと、野分の切っ先をスズリに向けた。


「見られよ。彼女の発する霊れい気きが、いつになく優やさしい色に見えはしないか？」


　アモンの指し摘てきに、トウイがあらためてスズリを振ふり返った。


　そして目を見張る。


　火行の術を得意とする元げん流りゆうの使い手にふさわしく、スズリはいつも炎ほのおのごとき真紅の霊気を発する。しかし、彼女の霊気は今、同じ赤でも、花のように柔やわらかな色に見えた。


「くっ……」


　トウイが顔を歪ゆがめる。


「スズリ殿はなぜ、あの未熟者のことを……」


「色いろ恋こいに理ことわりなどないからな。だが、案じることはない。娘が十人いたら、九人までがあなたを選ぶだろう」


「その九人のなかに自分の想い人がいないなら、なんの意味もありません」


　トウイがうなだれながら、叢雨を鞘にもどした。


（慰なぐさめで言ったのを、正論で返してどうする？）


　アモンはため息をついた。





　アモンとトウイ、ラズリ、そしてミツルが見守るなか、スズリは普ふ段だんの稽けい古このまま、ヒエンに打ちかかっている。


　ヒエンは、スズリの鋭するどい攻せめに追いつめられ、手負いの獣のように荒あれ狂くるっていた。身体からだには数カ所、浅手をおっている。


　スズリは加減などしていなかった。ヒエンを斬きるつもりで攻めている。


（だが、そうはならない）


　ヒエンは幼い頃ころから、神明流で鍛きたえられているのだ。理性を失っていても、本能に近いところまでしみついているはずだ。


（わたしが足りていないだけだ）


　スズリは自らを叱しつ咤たし、さらに鋭く攻めたてる。


　ひと太刀たちごとにヒエンは崩れ、手傷はさらに増えた。


　ヒエンに反撃する余力はなく、生存本能だけで、スズリの刃が致ち命めい傷しようになるのを避さけているだけだった。


　スズリはそれでも追つい撃げきの手を緩ゆるめない。


　いったい、どれだけのあいだ太刀を振るい続けただろう。


　スズリの放った渾こん身しんの一いち撃げきが、ついにヒエンの額を両断した──


（そんな……）


　覚悟していたことではあるが、スズリは絶望のあまり意識が遠くなりかける。


　しかし、彼女の真紅の刃は額に届く寸前で、蒼あお色の光に遮られていた。


　刃がなにかに触ふれたという感覚すらなかった。


「ああ……」


　スズリは思わず声を漏らした。


　それこそが、神明流の受けである。


　スズリはさらに数太刀、攻めた。


　どれも、ヒエンの身体に届くかと思った瞬間、受けられる。


「好き勝手にやってくれやがって……」


　ヒエンが苦しげにつぶやいた。


「正気にもどったか？」


「ああ……おかげでな……」


　ヒエンが切れ切れに答える。


「世話かけたな」


「まったくだ」


　スズリは涙なみだを滲にじませながら微笑ほほえんだ。


「もう……大だい丈じよう夫ぶだぜ。そしてオレは摑つかんだ。見てな……」


　ヒエンがそう言うと、スズリから離はなれる。


　なにをする気だと、スズリは刀を構えたまま、ヒエンを見つめた。


　ヒエンは大太刀を右手ひとつで持つと、左手は刃の峰みねに当てる。そしてゆっくりと身体をひねり、太刀を後方へ向けた。


　そして舞まいのように身体をくるりと一回転させつつ、刃を真横に払う。


　スズリはその型を知っていた。


　神域で童子が使った術である。


　見えざる刃やいばに斬られ、スズリは不覚にも気を失った。


　ヒエンは同じ術を使おうとしているのだ。


　そして、次の瞬しゆん間かん、なにかがスズリの身体を通り抜けた。


　スズリは身体を硬かたくする。


　なにかに斬られたのだとわかった。


　だが、痛みはないし、精神状態にも変化はない。むしろ、心が温かく満たされた気がする。


　不思議になって、ヒエンを見ると、彼は地面に片かた膝ひざをつき荒あらく息をしていた。


「なにを斬ったのだ？」


　スズリはあわててヒエンに駆け寄る。


　自分自身を斬ったのではないかと、不安になったのだ。


「心配するな。オレのなかで、暴れていた鬼を斬っただけだ……」


　ヒエンが苦しげに答える。


「オレの心のなかの鬼を見つけるまではよかった。その鬼の気を刃に乗せた途と端たん、刃から強きよう烈れつな鬼の気が返ってきた。鬼の気に呑のまれたのだとわかったが、どうしようもなかった。憎ぞう悪おと激げき怒どで我を忘れ、この世のすべてを滅ほろぼしたい衝しよう動どうにかられた。そこへ、おまえが飛び込んできたってわけさ」


「ヒエンを止めるには、神明流を使わせるしかないと思ったのだ……」


「正解だったな。オレのほうが、心の奥底に沈しずみ、まるで自分がしていることを他人のように眺ながめていた。だが、おまえの鋭い斬ざん撃げきを躱かわせないと思ったとき、本能のように神明流を使っていた。そしてオレが心の表層へと出ることができた」


　ヒエンは頭を振りながら立ち上がると、大太刀〝童子切〟を白木の鞘に収めた。


「そして、人の心のなかの鬼を斬るには、オレ自身の鬼を制する心と同じだと悟さとったんだ。オレは、その心を気として刃に送った……」


「わたしも、なにかに斬られたぞ？」


「大丈夫ってことは成功なんだ。オレが放った霊れい刃じんは、人の魂たましいを傷つけることはない」


「人のなかの鬼のみを斬る霊刃……」


　スズリはぽつりと漏もらした。


「そうとも……」


　ヒエンがうなずく。


「童子を斬れば、クオン様を救うことが？」


「できるはずだ」


　そう言って、ヒエンが東の方角に遠い視線を向ける。


「それより……」


　ヒエンがそう言いかけて、スズリを振り返った。


「なんだ？」


「おまえ、ずいぶん、長く戦っていたよな？」


「言われてみれば！」


　集中していたのでわからなかったが、普段の稽古より遥はるかに長く剣けんを振るっていた。


「なぜなんだ？」


「なぜと言われても……」


　スズリは一いつ瞬しゆん、うろたえる。


　だが、すぐに表情を輝かがやかせた。


「戦うあいだ、おまえのことを、ずっと想っていた。それで気力を高く保っていられたのかも……」


　そこまで言って、スズリは恥はずかしそうに顔を伏ふせる。


　ヒエンはなにも言えなくなり、ついそっぽを向く。


　言われてみれば、戦っているあいだ、スズリの気が伝わっていたのを思いだした。いつもと違ちがい、激しいだけではなく温かな気だったように思う。


「そういえば向こう鎚づちを打ってくれていたあいだも……」


　彼女は同じ気を鎚に乗せていたような気がする。そして長時間、大鎚を振るいつづけても音をあげることはなかった。


（気が変わったんだな……）


　ヒエンが見たところ、スズリは怒いかりで気を高めていたところがある。「怒り」は火行の属性をもつとされる感情だからだ。


（そういえば、こいつはすぐ怒おこるが、機き嫌げんが直るのも早かったな）


　そのせいで気が長く保てなかったかはわからないが符ふ合ごうはしている。


　そして「愛」もまた火行に属するとされていた。


（オレのために、彼女は向こう鎚を打ち続けてくれた。そして今も……）


　ヒエンはあらためてスズリを見つめる。


「これで遠えん征せいに同行しても、足手まといにはならない！」


　彼女は嬉うれしそうに言った。


「だ、駄だ目めだ！」


　ヒエンはあわてて首を横に振った。


「なっ……」


　スズリの表情が一瞬にして、険しくなる。


「オレに勝ったら連れてゆくという約束だっただろ？　おまえは、オレに勝ってないじゃねぇか？」


「さっき崩くずしたではないか？」


「だが、あれはほとんどオレじゃねぇし、ぎりぎりでかわしていたし、防いでいたし……」


　ヒエンが子供じみた口調で返した。


「まだ、わかってくれないのか？」


「わかってないのは、おまえのほうだ。オレはおまえを失いたくないんだよ。だから、東荒には連れてゆきたくない。オレはホノもテマリも守れなかった。おまえだって、守れないかもしれない。オレはもう二度と、大切な人を亡なくしたくないんだよ！」


「ヒエン……」


　スズリが囁ささやくように言うと、そっとヒエンを抱だきしめる。


「わたしのことを心配してくれるのは嬉しい。でも、わたしはヒエンに守ってほしいんじゃない。ヒエンと一いつ緒しよに戦いたいの……」


　スズリがヒエンの耳元に口を寄せて囁く。


「わたしは女だ。だから、ヒエンを好きになった。だけど、わたしは武使なのだ。稽けい古こや仕合、そして戦いくさで命を失う覚かく悟ごもある。それはヒエンも同じだろう？　だから、わたしはヒエンを失うことも覚悟している。でも、それでヒエンを好きであることをためらったりはしない。ただ……」


「ただ……なんだ？」


「ヒエンが死ぬとき、側そばにいられないのは嫌いやなのだ。わたしがいないところで、なにもできないときに、ヒエンに死んでほしくはない」


　スズリがヒエンの肩かたのうえでわずかに首を横に振ふる。


「つまり、オレにも覚悟をしろってか？」


　ヒエンはうめくような声で言った。


　スズリがこくりとうなずく。


　彼女の黒くろ髪かみが、ヒエンの頰ほおをふわりとなでた。


「武使だが女、女だが武使か……」


　ヒエンはつぶやく。


　これまでスズリのことを武使としてしか見てこなかった。


　だが、先日のことで、彼女を女として意識してしまった。


　だから、武使をやめさせたいと思ったのである。


　だが、できるはずがないのだ。


　スズリは女であり、武使なのだから……


「しかたねぇな……」


　ヒエンは大きくため息をついた。


「覚悟はしといてやる。東荒への遠征にも連れてゆく。だが、死ぬんじゃねぇぞ。オレも絶対に死なねぇから。オレが武術を極きわめるには、おまえはどうやら最高の稽古相手のようだからな」


「ヒエン！」


　スズリがヒエンを抱だく手に力をこめる。


「おい、やめろって！」


　ヒエンはアモンたちがいたことを思い出し、あわててスズリを引き離そうとした。


　しかし、彼らがいた場所には、すでに人ひと影かげはなくなっている。


「そりゃあ、呆あきれて帰るよな……」


　ヒエンは深々とため息をついた。





　　　　５




　新しい太刀たち〝童どう子じ切ぎり〟が完成してから、三日が過ぎた。


　そのあいだも、ヒエンはスズリを相手に連日、激しい稽古を重ねている。


　スズリの気力、体力が保もつようになったため、稽古の厳しさは尋じん常じようではなかった。


　おかげで身体からだはへとへとだが、新しい太刀、童子切も自在に操あやつれるようになっている。


　あとは気を乱すことなく、術を放つだけだった。


　明日からは、スズリの術を木こ霊だま、不ふ動どうで受ける稽古をはじめるつもりである。


　夕食を終えたあと、ヒエンは自室にもどり、太刀のこしらえに手を加えていた。


　柄つかには鮫さめ皮がわを張り、その上から紐ひもを巻いて滑すべり止めとする。白木の鞘さやには漆うるしを一層だけ塗ぬり、金具をはめ、それに紐を通して、腰こしに下げられるようにした。


　専門の職人に頼たのめば、見み栄ばえはよくなるだろう。だが、他人に任せるつもりはない。


（こいつとは、一生の付き合いになるからな）


　ヒエンは鞘に収めた太刀を見ながら、心のなかでつぶやいた。


　無論、童どう子じに勝てなければそれまでである。そして勝てるかどうかは、依い然ぜん、定さだかではない。童子は神しん明めい流りゆうを極めており、木霊、不動を使う。そして父が編みだした人の魂を斬きる霊刃も放つ。そして身体能力は、人を遥かに超こえているのだ。


（だが、童子は親父おやじが鬼おにになったわけじゃない。分ぶん霊れいにすぎないからな）


　ヒエンが目標としてきたのは、父クオンを超えることなのである。


　分霊ごときに負けるわけにはゆかない。


　そのとき、誰だれかが廊ろう下かを歩いてくる気配があった。


　ヒエンは五感を研とぎ澄すまし、気をうかがってみる。


「なんだ、トウイか……」


　ヒエンは苦く笑しようを漏らした。


　気配の感じから、ヒエンの部屋に向かってきている。


「入るぞ」


　しばらくして、声がしたかと思うと、返事を待とうともせず、扉とびらが開いた。


「どうした？」


　ヒエンは床ゆかに胡座あぐらをかいたまま、トウイに声をかけた。


「先刻、神しん域いきより使者が到とう着ちやくした。東とう荒こうへの遠征の準備が、整ったそうだ」


「いよいよか！」


　ヒエンは心がたぎってくるのを覚えた。


「わたしは神域に帰り、一軍を指揮することになる」


　トウイが淡たん々たんとヒエンに告げる。


「オレたちは？」


「妖よう精せいとともに東荒に向かってくれ。途と中ちゆうで合流しよう」


「わかった」


　ヒエンはうなずいた。


「そっちは、いつ発たつんだ？」


「明日の朝には港から船で発つ。だが、それまでに決着をつけておきたいことがあってな」


　トウイが答えて、ヒエンをじっと見つめる。


　その表情からいっさいの感情が消えていた。


　明めい鏡きよう止し水すいの境地に入ろうとしているのだ。


　彼がなにを望んでいるか、それで理解した。


「望むところだぜ」


　ヒエンは大太刀を摑つかむと、勢いよく立ち上がる。


「いつもの場所でいいか？」


「場所は問わない」


　トウイがゆっくりと答えた。


「よしっ」


　ヒエンは童子切を腰こし帯おびに下げ、先に部屋を出る。


　トウイがその後に続いた。


「何事なのだ？」


　廊下へ出ると、近くにある彼女の部屋から、スズリが姿を見せた。


　ふたりが発する異様な気配を感じたのだろう。


「ちょっとな……」


　ヒエンはごまかそうとしたが、すぐ思い直した。


「こいつに仕合を挑いどまれたんだ。ちょうどいいから、立会人になってくれないか？」


　スズリのいないところで死んだりしたら、いろいろ面めん倒どうな気がしたのだ。


「仕合を？　これからか？」


　スズリが驚おどろいて、トウイを見つめる。


「なぜ、今なのです？　鬼との戦いが終わってからでよいではありませんか？」


「今でなければならないのです……」


　トウイが静かに答えた。


「わたしは確かめたいのです。この男が、どこまで強くなったのかを。陛下の光こう刃じんを止めたように我が水刃も止められるかどうかを」


「しかし、もし仕合でどちらかが死ぬようなことがあれば……」


「無論、わたしはこの男を斬るつもりでいきます」


　トウイがスズリの言葉を遮さえぎる。


「仕合ゆえ、それはしかたありませんが……」


　スズリが当とう惑わくしながらヒエンに視線を向けた。


「オレのほうも、こいつで不動が放てるか、試ためしたいところだったんだ」


　ヒエンは腰に下げた童子切をかるく叩たたきながら、スズリにうなずく。


「わかった……」


　スズリが顔を強こわ張ばらせながらも、うなずきかえした。


「ふたりの仕合、わたしが見届けさせていただこう」


　そして三人は屋や敷しきを出て、いつも稽古している広場へと場所を移した。


　すでに夜だが、空は晴れており、武ぶ使しである彼らには星明かりだけで十分である。


　ヒエンとトウイが二十歩の間合いで向かいあい、刀を構えた。


　スズリはその中間に立ち、仕合の開始を宣言する。そして邪じや魔まにならない場所まで下がった。


　仕合とはいえ、双そう方ほう、小細工などない。


　トウイはすでに明鏡止水の境地にあり、下段に構えた〝叢むら雨さめ〟の刃やいばには夜よ霧ぎりが集まり、足あし下もとの草は夜よ露つゆに濡ぬれていた。


　ヒエンのほうも、童子切を正眼に構え、気を高めつつある。陰おん陽みよう鋼こうの透とう明めいな刃は、淡あわく蒼あお色に輝かがやいていた。


　おそらく仕合は一いつ瞬しゆんにして決するだろう。ヒエンがもし、不動に失敗すれば、トウイの水刃で身体をまっぷたつに両断されることになる。


　当然、不安だった。


　だが、ヒエンにも言ったとおり、スズリは彼を失う覚悟もしている。


（でも、大だい丈じよう夫ぶ……）


　童子切を手にしてからの、ヒエンの強さは誰よりもわかっていた。


　スズリの攻せめを受けるヒエンの太刀筋すじには微み塵じんの乱れもない。童子との戦いに向けて心身ともに研ぎ澄まされているのだ。


　父と母を救うという目的があるからだと、スズリは思っている。


　なにかを守るために剣けんを握にぎったとき、ヒエンは無類の強さを発揮する。


　スズリは胸が温かくなるのを覚えた。


（ヒエンと一いつ緒しよにずっと武術を続けたい……）


　彼がどこまで強くなるのか見てみたい。そして自分も強くなりたい。


　武術の至高を目指し、ふたりでともに登りつづけたいのだ。


　それは一生をかけても到とう達たつすることはないとされる。だが、修しゆ行ぎようを続けるかぎり、近づくことはできるのだ。


　そのとき、トウイの気が最大に達するのを、スズリは感じた。


　そして夜露に濡れた草の上を、トウイが一気に滑る。


　下段に構えた切っ先から滴したたる水が、水刃と化して見る見る伸のびていった。


「セアーッ！」


　トウイが気合いの声をあげ、叢雨を跳はねあげる。水刃が奔はしり、ヒエンの股こ間かんから脳天までを切り裂さこうとした。


　ヒエンはそこに童子切を鋭するどく振ふり下ろす。


　蒼色の閃せん光こうと水刃とが、一直線に重なったように見えた。


　次の瞬しゆん間かん、水刃は霧む散さんしていた。


　周囲の草からは水蒸気が立ち上る。


　そしてトウイは叢雨を振り上げた姿勢のまま、彫ちよう像ぞうのように硬こう直ちよくしていた。ヒエンから三歩の間合いである。


　スズリは胸に手を当てて、溜たまっていた息をついた。


　ヒエンがこの神明流の奥義を放つのを見るのは四度目である。


　これまでの三度は、成功したとはいえなかった。


　だが、今回は完全に発動したに違ちがいない。


　それも、彼自身が鍛きたえた新しい太刀を使ってだ。


「お見事……」


　スズリはヒエンに駆かけ寄り、声をかけた。


「ありがとうよ」


　ヒエンが笑え顔がおになる。


　そしてふたりはトウイを振り返った。


　近この衛え北ほく斗と流りゆうの使い手は、自らの敗北をかみしめていた。


　言葉を発しようとしたが、口さえも動かない。


（これが神明流奥義〝不動〟か……）


　トウイは心のなかでうめく。


　まるで水刃とともに、自分自身が霧きりと化して消しよう滅めつしたかと思ったほどであった。


「北斗流奥義〝登とう龍りゆう〟受けさせてもらった……」


　ヒエンが童子切を鞘さやに収めながら、声をかけてくる。


「わたしの……負けだ……」


　ようやく口だけが動き、トウイはうめくように言った。


「今日のところはな。だが、これで終わりじゃねぇだろ？　おまえの剣は、さらに高みへとゆけるよな？」


「無論だ……」


　トウイは顔をしかめた。


　ヒエンの強さは認めるしかない。


　だが、トウイとてまだ修行の途中なのだ。


　最強の武使になることを、あきらめるつもりはない。


「今回は、おまえを試したにすぎない。本当の仕合なら、最初から登龍を使ったりはしないからな。北斗流の神しん髄ずいは合理を追求した剣の流れにこそある。それに北斗流の奥義がひとつだけとは思うなよ」


　トウイはそこまでを言うと、その場にくずおれた。


「やっと動けるようになったと思ったら、身体からだに力がまったく入らないとは……」


「トウイ殿どの、お手を……」


　スズリがためらいながら手を差し出してくる。


　しかし、トウイはその手を取らなかった。


　そのまま草の上に仰あお向むけに転がると、満天の星空を見上げる。


　北の方角には柄ひ杓しやくの形をした七つの明るい星があった。


（遠いな……）


　トウイは心のなかでつぶやくと、静かに目を閉じる。


　天の星々は、すべて無限の彼方かなたにあるという。


「無様なところをお見せしました。動けるようになるまで、わたしはこうしています。このまま港に向かいますゆえ、次にお会いするのは、東荒への遠えん征せいの途中となりましょう」


　トウイの言葉に、スズリが息を呑のむのがわかった。


　そして、ヒエンが彼女をうながし、屋敷へともどってゆく。


「これまでは、他人を追い抜ぬくことしか知らなかった……」


　ヒエンとスズリの姿が消えてから、トウイは声に出してつぶやいた。


　生まれて初めて、他人に追い抜かれたことになる。


「だが、おまえはあの星々ほどには遠くあるまい。いずれふたたび抜き返す。そのときまで、誰だれにも負けるなよ」


　そしてトウイは夜空に向かって、ゆっくりと手を伸ばした。


　無限の彼方にある星を摑つかもうとするかのように。
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　　　　１




　トウイが帝てい都とへと発たって五日後、ヒエンは妖よう精せいたちとともに数すう艘そうの船に分乗し、霊れい国こくゴコウの港を出航した。


　東とう荒こう遠えん征せいに協力する妖精は五十人ほどで、金きん妖ようラズリが率いている。


　土ど妖ようのタンナはトウイに同行し、先に帝都へと向かっていた。トウイが滞たい在ざいしているおりに取り決めたことを、正式に調印するためである。


　妖精の長おさである樹じゆ妖ようヤクシは神じん代だい樹じゆの森に残り、精せい霊れい樹じゆの復活に専従するとのことだった。


　ヒエンらは霊国ゴコウとふたつの半島に囲まれた内ない湾わんを北上し、散さん国こくシュメに入る。ここは数多くの河か川せんが流れている国で、河口付近は複雑な水路が走る湿しつ地ちとなっていた。


　そのまま船で川を上り、川底が浅くなったところで船から下り、その先は徒歩で蟲こ国こくザザを目指した。


　ザザは東荒に属している。


　だが、居城と城下町をなんとか治めているだけだが国主家も存続しており、国内には神しん霊れいの加護も行き渡わたっていた。


　ザザの現国主は皇こう帝ていと執しつ政せいの名において発せられた今回の東荒遠征に協力を申し出ているそうだ。


　兵ひよう糧ろうを用意し、御お家いえ流りゆうの武ぶ使し団を遠征に参加させるとのことである。


　ザザは鬼おにの脅きよう威いをもっとも強く感じている国であるし、帝てい国こくの威い光こうで国内を平定したいとの思いもあるのだろう。


　ヒエンらは、ザザ国主家の城下町に入ると、湖こ国こくハクサを越こえてやってくる遠征軍を待つことにした。


　待つこと七日で、皇帝タイガ率いる帝国軍が到とう着ちやくした。


　近この衛えのほぼ全軍、帝国各地から集まった地方領主の武使団、近衛流以外の諸流派に属する武使も加わっている。その数は武使だけでも三千を超え、さらにその十倍を上回る兵士や雑ざつ役えきの者が従軍していた。


　皇帝と主だった者たちは、国主家の城に入る。残った者は、城下町で分宿することとなった。それでも入りきれなかった者たちは、近くの河原で野宿するしかなかった。


　ヒエンは、金妖のラズリだけを伴ともない、皇帝に面会を申し出る。


　すぐに許され、ザザ国主家の城内の広間で、皇帝タイガと再会した。


「よく生きていたな」


　タイガは厚あつ畳だたみに片かた膝ひざを立てて座っていた。


　その隣となりには、皇こう妃ひとなったシオンが正座で控ひかえている。


　左右には近衛流の各当主が並び、トウイとタンナの姿もあった。キリハも末席ながらもこの広間にいて、ヒエンにこっそりと手を振ふってくる。


「ありがとうございます……」


　ヒエンは板いた敷じきに座り、身体からだを折るように平へい伏ふくした。


　礼を言うのもおかしい気がしたが、他ほかに適当な言葉が思い浮うかばなかったのだ。


「トウイから聞いたが、新しい刀を鍛きたえたそうだな。陰おん陽みよう鋼こうを使った妖刀だとか？　そこにいる妖精が鍛えたのか？」


「指導はしたが、鍛えたのはこの男だ。作りは荒いが、なかなかの刀だ。おぬしの光こう刃じん剣けんに匹ひつ敵てきするかもしれんぞ」


　金妖ラズリが、立ったまま答えた。


「ほう？　このなまくらに？」


　タイガが、脇わきに置いてあった大たい剣けんをかるく叩たたく。


「おぬしの剣は陰陽五行すべての属性の気力に共鳴し、光こう刃じんを放つ。この男が鍛えた剣は無属性の気力に共鳴し、霊れい刃じんを放つのだ」


「霊刃？　それで、おめぇはなにを斬きる？」


　タイガがヒエンに視線を向けた。


「人のなかの鬼、鬼のなかの鬼を斬りたいと思っています……」


　ヒエンは顔をあげてから、答える。


「それゆれ、この新しい刀は童どう子じ切ぎりと名づけました」


「あの子供の姿の鬼か……」


　タイガが舌打ちをする。


「そういえば、あの童どう子じとかいう鬼は、おめぇの親父おやじ、剣けん聖せいクオンの分霊らしいな。まったく神しん明めい流りゆうというのは、恐おそろしい流派だぜぇ。極きわめれば、光さえも止められるのだからな」


　タイガが声をあげて笑った。


「光を止めたわけではありません。光刃も、刃やいばの延長。わたしが止めたのは刃であり、陛下の気です」


「ああ、見事に止められた。あの仕合は、おまえの勝ちだったからな。本来、皇帝となるべきは、おまえかもしれん。だが、今しばらく、玉座は預かるぜ。アーシアはオレが平定してやるから、おまえは好きなときに玉座を取りにこい。いつでも譲ゆずってやる」


「い、いえ、わたしは……」


　ヒエンはあわてて首を横に振る。


　皇帝になど、頼たのまれてもなりたくない。


「もし、鬼との戦いに勝利し、命があれば、父が若い頃ころにしたように、アーシア全土を巡めぐり、武術の修しゆ行ぎようを続けたいと思っています」


「皇帝ではなく、剣聖を目指すということかい？」


「呼び名は他人がつけるものですから。ただ、父に追いつきたいとは思っています」


　無論、いつかは追い越こすつもりだった。


「だとよ……」


　タイガが笑いながら、シオンを振り返る。


「ユウキの一族としては、志が低いというしかありません。ですが、武使としては、あるべき姿かと存じます……」


　シオンは無表情に答え、静かに立ち上がった。


「始し皇こう帝ていミズホの即そく位いより千年、帝国は乱れ、今まさに滅ほろびようとしています。鬼を討とう伐ばつし、各地の戦乱を鎮しずめても、帝国の統治を一新しなければ、いずれ同じ運命を迎むかえましょう。武使は修行こそが使命。ですが、戦せん役えきに備え、治安を守るためにも力を貸していただきたい。領主たちには武使として生きるか、政まつりごとを司つかさどるかを選んでもらいます。我がユウキ家は率そつ先せんし、執政位の世せ襲しゆうを返上します。無論、皇帝位も世襲にはしません。皇帝は武使の最高位であり、執政は政の最高位です。それぞれの地位にふさわしい者が就つく限り、国が乱れることはありません。ただ、それをどう選ぶかがもっとも難しく、おそらく永遠の課題となりましょう」


　シオンが広場に並ぶ一同を見み渡わたしながら呼びかける。


　彼女の脳のう裏りには、帝国をどう治めるかの方策がすでに固まりつつあるようだ。


「此こ度たびは新たなる千年の平和のため、方々には戦っていただきます。ですが、迷うこと、ためらうことはないはずです。この戦いに敗れれば、人が滅びるのですから。これまでの修行の成果を存分に発揮してください」


　そう言って、シオンが土妖のタンナを振り返る。


「妖精との和解が成立し、この戦いにも協力いただけること、心から嬉うれしく思います。不幸な過去を忘れることは難しいでしょう。ですが、ともに未来を築くことで、互たがいの信しん頼らいを深めてゆけるものと信じております」


「遥かな昔、今と同じく鬼どもが争鳴していたとき、我ら妖精は精せい霊れい神しんダイダラの命で、人を救うため覚かく醒せいしました。ですが、この世が平和になり、いつしか我々は人を支配することを当然だと思うようになったのです。その過あやまちを繰くり返すつもりはありません。人と妖精のあるべき関係を取り戻もどすため、この鬼との戦いから、もう一度、始めたいと考えます」


　タンナが一礼してから、シオンに答えた。


　シオンが微び笑しようを浮かべ返礼する。


「ここから先は、鬼の領地といっても過言ではありません。いついかなるところでも、襲しゆう撃げきを受ける危険があると思ってください。鬼は恐るべき相手です。決して油断なきように……」


　シオンが一同を見渡し、申し渡した。
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　それから、近この衛え十じゆう流りゆう筆頭応おう仁じん流りゆう当主シラセにうなずきかける。


「この先、東山道を通り、濃のう国こくダッタを抜ぬけ、鬼き神しん石せきのある荒こう国こくイワイへと向かう。ダッタからイワイへと入るには、山を越えねばならないが、その峠とうげに鬼の城じよう塞さいがあるらしい。ここを突とつ破ぱし、山を下れば岩だらけの盆ぼん地ちが広がっている。その中央に鬼神石があり、鬼の本ほん拠きよがあるとのことだ」


　近衛十流筆頭応仁流当主シラセが、軍議をはじめた。


　ヒエンはラズリを促うながし、末席へと下がる。


　軍議もいちおう聞いておこうと思ったのだ。


　すると、近くにいたキリハがつつっと、隣に寄ってきた。


「キリハ姉……」


「もう元気になったのかい？」


　キリハが囁ささやきかけてくる。


「なんとかな」


　ヒエンはうなずいた。


「それより、キリハ姉はなんでここにいるんだ？」


「わたしら中ちゆう海かいの水軍は、荷駄部隊さ。ミナマに集められている兵糧を輸送している。わたしらじゃ、鬼に敵かなうはずがないからね。せめて荷物運びで役に立とうということさ」


「それはそれで、大切な仕事だ。腹が減っては戦いくさができないしな。だが、シオンが言ったように、鬼どもはどこに現れるかわからねぇからな。くれぐれも用心してくれよ」


「ありがとうね」


　キリハがヒエンに抱だきついてくる。


　彼女のこの癖くせは、昔からだ。


　周囲の目が厳しくなったので、ヒエンはそのまま黙だまり、軍議を見守る。


　だが、とくに策といったものはなく、全軍で東山道を通り、鬼の本拠をつくといったものだ。隊列の順番は、あらかじめ決めてあったらしく書状に記されていたものが読み上げられる。


（いったい、どんな戦いになるか……）


　ヒエンにも想像できない。


　しかしどんな戦になろうと、ヒエンは童子のもとへ走るだけだ。


　そして童子を霊刃にて斬る。


（待ってなよ、母さん、そして親父……）


　ヒエンは心のなかでつぶやいた。





　　　　２




　遠征軍は、ザザ国主家の城下町で丸一日の休養を取り、いよいよ山間を抜ける街かい道どうを東へと向かって出発した。


　細い街道ゆえ、縦長の行軍となる。


　山中でも、鬼おにが出現しないともかぎらない。気はまったく抜けなかった。


　もっとも、そこは厳しい修行をつんだ武ぶ使しである。周囲の気配に細心の注意を払はらいつつも、行軍の速度は遅おそくならなかった。


　ヒエンらは隊列の後方、皇こう帝ていタイガとその側近からさほど離はなれていない位置についている。


　この戦いで、ヒエンがひとつの鍵かぎを握にぎっていることは、近この衛えたちも理解しているようだ。童どう子じと戦うまで、前線には出ないように申し渡わたされている。


「なにもするなということだ」


　先せん鋒ぽうを任されることとなったトウイには、わざわざ念を押された。


　癪しやくに障さわるが、言い争ってもしかたがない。


　ヒエンは自分の出番が来るのを待つつもりだった。


　出発して三日後に、ザザの国境を抜け、東の濃のう国こくダッタに入る。


　ここも山に囲まれた国で、わずかな平地に人里が散在し、貧しい土地に小さな田畑が切り拓ひらかれていた。もっとも、そこに育つ作物の育ちは悪く、瘦やせた牛馬が物悲しそうに遠えん征せい軍を見つめていた。


　村人たちは家に閉じこもったきりで、姿を見せようともしない。ヒエンが喉のどの渇かわきをいやそうとして汲くみあげた井い戸ど水みずはひどく濁にごっていて異い臭しゆうを放っていた。


「これが、東とう荒こうか……」


　ヒエンは顔をしかめながら、さびれた集落を見渡した。


「噂うわさには聞いていたが、これほどとは……」


　スズリが声を震ふるわせる。


「ここで暮らすのは、大変な苦労だろうな。おまけに鬼や野盗に、いつ襲おそわれるかもしれない。生きているより、死んだほうが楽だと思えるぐらいだ……」


　ヒエンはむっつりとうなずいた。


「それでも、住人は暮らしている。屋内に隠かくれ、息を潜ひそめているのが、気配でわかる。貧しくとも苦しくとも、生まれてきたからには生きるしかないんだ」


「精せい霊れい樹じゆが復活を遂とげれば、自然の力も回復するはずです。天災も減り、作物は豊かに実ることでしょう。時間はかかるでしょうが……」


　土ど妖ようのタンナが慰なぐさめるように声をかけてくる。


　そして畑の土をひとつかみすると、念じるように胸に当ててから、それを広く撒まいた。


「妖よう術じゆつかい？」


「土に活力を与あたえました。わたしが精霊であった頃には、それが仕事でしたから」


「ありがてぇ」


　ヒエンはタンナに一礼した。


「精霊樹を封ふうじたりするから、こんなことになるんじゃない」


　タンナにまとわりついていた小妖のユルラが責めるように言う。


「まあ、そうなんだがな……」


　人はそれほど妖よう精せいを恐おそれていたということだ。


　精霊の力が弱まった土地には神しん霊れいを祀まつり、なんとか自然の恵めぐみを守ってきた。


　それが帝てい国こく千年の歩みである。


　だが、それは帝てい都とシスイとその周辺のみで、東荒をはじめ、南なん砂さ、西せい荒こう、北ほく氷ひようといった辺境は過か酷こくな環かん境きようとなっていた。


　精霊樹が復活を遂げれば、精霊の力がアーシア全土に行き渡り、自然も改善されるのだろう。


　もしかしたら、本当に美しいアーシアの姿を、生きているあいだに見ることができるのかもしれない。


　だが、それも鬼との戦に勝ったらだ。


「村々に食しよく糧りようの一部を残してゆきましょう……」


　シオンがそういう決定を下したことを、ヒエンはその日の夜営のときに聞くことになる。


「この噂が広まれば、諸国の平定もうまくゆくはずですから」


　そう付け加えたらしいが、それがいかにも彼女らしいと思った。


　キリハはきっと喜んで、食糧を残していったことだろう。





　遠征がはじまって最初の戦は、ダッタとイワイの国境にある城じよう砦さいだった。


　そこには、西の護ご鬼きと呼ばれる女の鬼とその一党がいるという。


　鬨ときの声があがったとき、ヒエンは砦とりでがかろうじて見える位置にいた。


　砦は峠に、街道を遮さえぎるように建てられている。


　堅けん固ごな砦であり、普ふ通つうに攻せめるのは困難だと思えた。


　だが、先鋒を務めるトウイと近この衛え北ほく斗と流りゆうの武使団は、正面から峠の砦に向かって攻め上ってゆく。


　砦の天てつ辺ぺんには、着物姿の女が立っていた。


「あれが、西の護鬼か？」


　ヒエンは目を凝こらし、つぶやく。


「来たね、近衛の武使ども。あたしはシイナ。この辺りじゃ、ちょっとは知られた山さん賊ぞくだった。人の物なら、なんでも欲しくてねぇ。気がついたら、この通りさ……」


　シイナと名乗った女は、そう言うと、帯から上の着物を脱ぬいだ。


　豊かな胸がたわわに揺ゆれる。胴どうは人と変わりなかった。だが、その両りよう腕うでには丸い眼球のようなものがびっしりとついている。


「気味が悪ぃ……」


　ヒエンは全身に鳥とり肌はだが立つのを覚えた。


「あれは百ど々ど目め鬼きだな……」


　アモンがつぶやく。


「どどめき？」


　変な名だと、ヒエンは思った。


「百目鬼どうめきともいう。その名の通り、両手についているのは目だ。物ぶつ欲よく極きわまりて、鬼と化す。名を百目鬼という──神代記にはそう記されている。ああ見えて、百鬼に列する上鬼だよ」


「他ほかに鬼の姿は見えねぇな。まさか、ひとりであの城砦を？」


「さあ、どうかな？」


　アモンが腕うで組ぐみしながら、視線を砦の上の女に向ける。


「欲しい欲しい。あんたらのなにもかもが欲しい！」


　百々目鬼はそう叫さけぶと、両腕を大きく開き、胸を反らした。そして次の瞬しゆん間かん、翼つばさをはためかせるように腕うでを振ふるい、身体からだの前で腕を交差させる。


　と、その腕から、なにかが飛びだしてきた。


　黒っぽい色の小鳥のように見える。それが何百羽と宙に舞まった。


「なんだ、あれは？」


「鬼術〝夜よ雀すずめ〟です。あの鳥に打たれると、光を奪うばわれます」


　ヒエンの疑問にタンナが答える。


「目が見えなくなるってことか？」


　ヒエンはうめいた。


　視覚が使えなくなれば、いかに他の感覚も鋭えい敏びんな武使とはいえ、戦せん闘とう力は落ちる。


　夜雀は、砦に攻めあがるトウイたち近衛北斗流の武使たちに襲いかかった。


「近衛北斗流奥義〝五月雨さみだれ〟！」


　トウイが気合いの声とともに叢むら雨さめの刃やいばを縦横に振るった。すると、無数の細かな水すい刃じんが飛び、襲いかかってくる鳥の群れに降り注ぐ。


　刃を受けた鳥は、黒い霧きりとなって、溶とけるように消えた。


「続けっ！」


　トウイが一門の武使に檄げきを飛ばす。


「さすがだな……」


　ヒエンは感かん嘆たんの声をもらす。


「なるほど、登とう龍りゆうだけが奥義じゃないと言っただけのことはある」


「北斗流は七奥義と聞くからな。まあ、秘術や奥義といっても、流派が勝手に決めているだけだ。比ひ較かく的てき覚えやすいのもあれば、覚えるのは不可能といえるものまで、いろいろある」


　アモンが言った。


「あの無数の水刃、どう受ければいいか……」


　ヒエンは思案する。


　一点に収束しない術は、不ふ動どうで受けるのは難しいのだ。


（木こ霊だまで返せるか？　あるいは風ふう刃じんを合わせるか？）


　いずれ、トウイとは今度は申し合わせのない本物の仕合をすることになるだろう。そのときには、すべての奥義を繰くり出してくるに違ちがいない。


（楽しみだぜ……）


　ヒエンは心のなかでつぶやいた。


　夜雀に打たれ、何人かの北斗流の武使が顔を押さえて苦く悶もんしているが、多くは砦の門に取りついた。


「北斗流奥義〝登龍〟！」


　トウイが下段から水刃を放つ。


　その名のとおり、凄すさまじい勢いで水刃が奔はしり、両開きの門のうちの左側が、半分ほどで切断され、向こう側に倒たおれた。


　見れば、扉とびらの向こうの太い閂かんぬきまで両断されている。


　凄まじい水刃の威い力りよくだった。


「あんた、やるねぇ。腕も立つし、顔もいい。欲しい欲しい、あんたが欲しいねぇ。あんたのすべてが、命もさ」


　百々目鬼が笑い声をあげながら、砦から跳とび、トウイの前に降りたった。


「いざ、勝負！」


　トウイが鬼き女じよに呼びかける。


「さあ、今だよ！」


　百々目鬼がそう叫ぶと、甲かん高だかく口笛を鳴らした。


　その瞬間、ヒエンは嫌いやな気配を感じ、身体を硬かたくした。


「なにか、くるな……」


　ヒエンが立つ街かい道どうの両側は、苦悶するように曲がりくねり、いくつもの瘤こぶが浮うきあがった不気味な樹木が生おい茂しげる森だった。地面は鋭するどい棘とげの生えた藪やぶ草くさに覆おおわれている。


　鬼女の口笛は樹木に反はん響きようし、森の奥へ響ひびいていった。


　やがて藪草が揺れるがさがさという音が、四方から聞こえてきた。


　ヒエンはゆっくりと童どう子じ切ぎりを抜ぬく。


　しばらくすると、獣けものの臭においが強く漂ただよってきた。


　そして、藪のなかから、巨きよ大だいな山やま狗いぬが次々と飛び出してくる。


「ただの山狗ではありません。おそらく獣じゆう鬼きです」


　タンナが警告した。


「獣も鬼になるっていうからな……」


　ヒエンはうなずいた。


　中ちゆう海かいでは牛うし鬼おにという巨大な獣鬼と戦ったことがある。


　だが、あれは神代にもその名を残す伝説の獣鬼だった。


「こいつらは、それほどの大物には見えねぇなっ！」


　ヒエンは飛びかかってきた一頭の大きく開いた口に切っ先を突つき刺さす。


　刃はさほど手て応ごたえもなく後頭部まで貫かん通つうし、山狗は即そく死しした。


「恐ろしい切れ味だぜ……」


　陰おん陽みよう鋼こうの刃の鋭さに、ヒエンは驚きよう嘆たんを覚える。


　刃全体に自分の気が満ちているという確かな手応えがあった。


　いかなる物でも斬きれそうであり、斬りたくなる衝しよう動どうを覚える。


（なるほど陰陽鋼の刃に魅み入いられ、道を外した武使もいるわけだぜ）


　ヒエンは続いて襲おそいかかってきた山狗の首を下段から刎はねあげ、屠ほふった。


　スズリは上段からの一刀で打ち倒し、アモンは剣けんを抜くことすらなく手刀の一いつ閃せんで山狗の首をへし折る。


　それだけで、山狗の気配は近くから消えた。


　周囲を見回すと、そこかしこで山狗と武使たちとが戦っている。


　不意をつかれはしたが、武使たちはさほど苦もなく、山狗を打ち倒していた。だが、武術の心得のない者たちにとっては恐ろしい相手だろう。実際、何人もの兵士、雑ざつ役えきの者が命を落としていた。


　そしてその頃ころ、トウイら近衛北斗流の武使たちは、山狗とは異なる敵と戦っていた。


　狗く頭とう鬼きである。狗の頭を持つ鬼たちだった。


　百々目鬼の術によって姿を変えられたかつての手下だと、シイナが嗤わらう。


「人は裏切るけど、狗は違う。狗が鬼になっても、人が狗になってもねぇ」


　そしてシイナは自ら薙刀なぎなたを取り、トウイに襲いかかった。


　我が流りゆうに見えたが、なかなかに使う。


　しかしトウイは数太刀たち、刀を合わせただけで、この鬼女の実力をほぼ見切った。


　彼の脳のう裏りに、この鬼女を斬る光景がはっきりと浮かぶ。


「おまえは、あと五撃げきで死ぬ」


　トウイは宣言するように言うと、一撃めを袈裟けさに振るった。


「見えてるよ。あたしの目は、いくつもあるからねぇ」


　たしかに、シイナの腕の目は、トウイの動きに合わせ不気味に動いていた。


　そして、薙刀の柄えで、叢雨の刃を弾はじき返す。


「見えているからこそだ」


　トウイは弾かれた刀をそのまま振り降ろしたが、シイナは軽々と飛び退のいて刃を躱かわした。


「当たらないよ」


　百々目鬼が嘲ちよう笑しようする。


「当てなかったのだ」


　トウイは下段から刃を返すと、大きく踏ふみ込み、間合いを一いつ瞬しゆんで詰つめた。


　気がつくと、足あし下もとの地面に水が浮きあがっている。


　運足術〝渡わたら瀬せ〟を使い、滑すべったのだ。


「もらった！」


　シイナがトウイの脛すねを狙ねらい、薙刀で払はらう。


　トウイは脛に当たる寸前で、叢雨の刃を合わせた。


「受けられた？」


　シイナが驚きよう愕がくする。


「受けが得意なのは、神しん明めい流りゆうだけではない」


　トウイは答えると、下段から弧こを描えがくように刃を閃ひらめかせた。


　そして、百々目鬼の左ひだり腕うでを一刀で切り落とす。


「お、おのれ！」


　鬼女が睨にらみつけてくるが、トウイは無表情に刃を返し、残る右腕も切り落とした。


　両りよう腕うでを失った百々目鬼が、呆ぼう然ぜんとトウイを見つめる。


「水すい刃じんの使い手、そうか、おまえが東荒で鬼殺しを続けていたという？」


「近衛北斗流トウイだ。次が五撃めだぞ！」


　そしてトウイは叢雨の刃を一閃させた。


　刃に付いていた水が薄はく膜まくとなってその軌き跡せきを残す。


「あ……」


　大きく目を開いたまま、鬼女の首がすとんと落ちた。


　一瞬、遅おくれて青黒い血ち飛沫しぶきが噴ふきあがる。そして身体がくたくたと崩くずれた。


　トウイは叢雨をひと振りし、鞘さやに収める。


　そのときには、狗頭鬼もすべて近衛北斗流の武使団に倒されていた。


「お見事です」


　一門の武使たちが声をかけてくる。


　トウイは静かにうなずいた。


「勝ち鬨どきをあげ、陛下に知らせるぞ」


　そしてトウイは右腕を天に向かって突きあげる。


　近衛北斗流の武使たちの喚かん声せいは、山々に高々とこだました。
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「西の護鬼が抜かれたようです……」


　白びやく老ろう鬼きが目をわずかに開いて告げた。


　それを聞いて、周囲にいた者が、わずかにざわめく。


「欲よくは深くとも、業ごうが浅かったということだ……」


　ひとりの男が憤ふん然ぜんと言う。


　彼の名はフガク。


　帝てい国こくから鎮ちん西ぜい将軍の称しよう号ごうを与あたえられた西せい荒こうの太守であった。


　かつては何人もの執しつ政せいを出したこともある名門オンガ家の現当主であるが、五代前の当主が、中央での政争に敗れ、西荒へと左さ遷せんされた。


　荒あれ果てた辺境で、オンガ一族は執政ユウキ家と帝国に対し、復ふく讐しゆう心を募つのらせていたのである。そして数年前、羅ら刹せつ鬼きトキノが訪たずねてきて、フガクは鬼の力に目覚めたのだ。


　オンガ家御お家いえ流りゆうの武ぶ使しであり、強い復讐心と権力欲を抱かかえていたフガクは、百鬼に列する上鬼となった。


「帝国の遠えん征せい軍は、まもなくこの国に入ってきますが、いかがいたしますかな？　率いているのは始し皇こう帝ていミズホの再来とも呼ばれる皇こう帝ていタイガ、そしてその皇こう妃ひは先の執政代理ユウキ・シオン……」


　白老鬼が白はく濁だくした目で、フガクを見つめる。


「オレを煽あおるつもりか？」


　フガクが白老鬼を睨みかえした。


「これは失礼いたしました……」


　白老鬼は深々と頭を下げる。


「まあ、よいわ。一族累るい代だいの恨うらみ、今こそ晴らしてくれる。だが、オレはアーシアを滅ほろぼすつもりなどないぞ。アーシアを地じ獄ごくに変え、それを治める永遠絶対の存在となる」


「神代にも〝閻えん魔ま〟と呼ばれる上鬼があり、あなたと同じ望みを抱いだいておられました。それを目指されるのもよいでしょう」


「神代の鬼は、どうなった？」


「土ど妖ようの妖よう術じゆつにて、地中深く埋うめられました。今でも生きており、地上に出ようと登り続けているやもしれません」


　白老鬼が嗤いながら答えた。


「オレはそうはならん。まあ、見ているがよい……」


　フガクはそう言うと、その場からゆっくりと去る。


　一歩ごとに地じ響ひびきが起こり、それは次し第だいに大きくなった。


　そればかりではない。フガクの身体からだもそれとともに巨大化していた。


　その高さは、樹木を遥はるかに超こえている。


「しばらく見ぬうちに、また大きくなったようですな」


　白老鬼が満足そうにうなずいた。


「図ずう体たいばかりでかくなってもな……」


　鬼き神しん石せきにもたれて話を聞いていた童どう子じは鼻を鳴らす。


「まあ、生きて帰ってきたら、オレが相手してやる。オレはあいつと違ちがい、この世を終わらせたいからな」


「わたしもです、童子……」


　白老鬼が一礼した。


「しかし、この戦い、油断なりませんぞ。武使どもは侮あなどれませんし、妖あやかしも味方しています」


「だから、楽しいんじゃないか？」


　童子は嗤う。


　皇帝タイガと彼が放った光こう刃じんを思い出していた。


　だが、次は受けられるという自信はある。


（むしろ、警けい戒かいすべきは、あの男だな）


　童子はヒエンという名の若者を思い浮うかべた。


　その若者の父親は、クオンという武使である。


　そのクオンは羅刹鬼トキノが虜とりこにし、戦せん鬼きに変へん化げさせようと試みた。だが、あらゆる手段を尽つくしても、クオンが鬼になることはなかったのである。


　それゆえ、白老鬼は薬と術を用い、クオンを生死の狭はざ間まに置いた。そしてその魂たましいの奥底に封ふうじられていた鬼を切り取り、胎たい内ないにあった赤子に移した。


　そうして生まれたのが童子である。童子はいわばクオンという武使の分ぶん霊れいなのだ。


　ヒエンは童子にとって、ある意味、我が子のようなものだ。鬼王〝阿あ修しゆ羅ら〟にならんと、修しゆ羅ら道どうを極きわめようとしている童子にとって、子を斬り、愛する女を斬ることこそ、最後の一歩にふさわしい。


　クオンの妻である妖は、今、童子の掌しよう中ちゆうにある。そしてクオンの息子むすこは間ま違ちがいなく、ここへと向かっているはずだ。


　童子は、鬼神石を振ふり返った。


「もうすぐだぞ、母者。このアーシアから人を滅ぼし、天上界へ帰らせてやるからな」


　鬼神石に封じられている鬼き母ぼ神しんリトラに呼びかけると、童子は近くにある屋や敷しきに向かう。


　その屋敷の一室に、妖よう精せいの女王セラが幽ゆう閉へいされていた。


　幽閉といっても、牢ろう屋やに閉じ込めているわけでも、見張りを置いているわけでもない。


　彼女がその部屋から出るわけがないのだ。


　その部屋には、彼女の夫であるクオンがいるからである。


　童子がその部屋の襖ふすまを開けると、セラは静かに顔をあげた。


　彼女はクオンが寝ねている布ふ団とんの枕まくら元もとに正座をしている。


　そこから、彼女はほとんど動かないのだ。


「よく飽あきないもんだな」


　童子は鼻を鳴らす。


「他ほかにすることも、ないからのう」


　セラが不ふ機き嫌げんに答えた。


　クオンは伸のび放題だった髪かみも整えられ、汚よごれ放題だった身体も綺き麗れいになっている。


　気のせいか、穏おだやかな表情で眠ねむりについていた。


　だが、その顔に血の気はなく、呼吸も浅い。脈もひどくゆっくりしていて、今にも止まりそうだ。


　クオンは白老鬼が煎せんじる薬のみで、かろうじて生かされている。だが、その薬を飲み続けるかぎり、目を覚ますこともない。


　セラは、この状じよう況きようを受け入れているようだった。


　息子が救ってくれると確信しているらしい。


「近この衛えの武使どもがイワイにやってきた」


　童子は畳たたみに胡座あぐらをかくと、頰ほお杖づえをついた。


「ようやくか……」


　セラがつぶやく。


　そしてクオンに視線をもどし、その頰を手で撫なでる。


「もうすぐじゃぞ」


「もうすぐ？　もうすぐなんだ？　オレがおまえの息子に敗れ、その男が甦よみがえるとでも？」


「わしはそう信じておる。だが、そうならずとも、決着はつく。おぬしがヒエンを討うち、わしを殺すのだからな」


　セラはクオンを見つめたまま答えた。


「もちろん、そうなる……」


　童子はセラを見つめながら言う。


「そのときが、楽しみでしかたがない。美しいおまえを、どうしようもなく心こころ惹ひかれるおまえの命を奪うばう。そしてオレは鬼の王となるんだ」


「さあ、どうかのう……」


　セラが顔をあげ、童子を振り返った。


　そして手招きをする。


　童子は顔をしかめながらも、それに抗あらがえなかった。


「ここへ……」


　セラは童子に自らの膝ひざを示した。


　童子はそこに頭を載のせる。


　セラの手が童子の頰を撫でた。


「おぬしは子供の頃ころのクオンじゃ。肉親に裏切られ、このアーシアのどこにも居場所がなく、心の奥底でこの世と人を憎にくみ、滅びを望んでおった頃の。だが、クオンは他人との交わりを断たとうとはしなかった、他人を好きでいようとした。それがクオンの本当の強さじゃ。おまえがいたからこそ、クオンは強くなれた。心に鬼を抱えていることを知り、その鬼を封じつづけるのが、人の本当の強さじゃ」


「オレが弱いとでも？」


　童子はセラを見上げる。


「そうは言っておらん。おまえは術と薬により、クオンから分霊された鬼。人が鬼に変化したのではなく、鬼として生まれてきた。鬼道を歩みつづけるのは自然なことじゃ」


「歩むだけじゃない、極めるのさ……」


「おぬしの好きにするがよい……」


　セラはうなずいた。


　童子は目を閉じる。


　こんなことで、充じゆう足そく感を覚える自分が不思議だった。


　この姿をしているせいか、童子は他の鬼とは異なり、女を抱いたり、殺して喰くいたいという衝しよう動どうを覚えたことはない。


　だが、女の肌はだに触ふれるのは、嫌きらいではなかった。


　羅刹鬼はよく童子を胸にかき抱いたものである。


　トキノが求めていたのが、クオンだということはわかっていた。


　彼女はこの武使のことを愛していたのだ。だが、クオンを殺したい、あるいは殺されたいとも思っていた。その葛かつ藤とうのあげく狂くるい、鬼となった。


　トキノが完全な鬼となれなかったのは、鬼としての心に迷いがあったせいである。それさえなければ、あるいは彼女こそが鬼の王となれたかもしれない。だが、彼女はあくまでクオンにこだわり、彼を鬼の王にするため生け捕どりにしたのだ。


（トキノにとって、オレは身代わりにすぎなかった。この妖にとっても、そうだ……）


　童子の心のなかに、憎ぞう悪おがわきあがってくる。


　この妖も、この武使も、今すぐ殺してやりたかった。


　だが、その瞬しゆん間かん、セラの手がぴしゃりと童子の頰を叩たたく。


「女の膝に頭を預けているときには、なにも考えないことじゃ」


　まるで、童子の心を見み透すかしたように、声をかけてきた。


　不思議なことに、激しい衝動がそれで消える。


（この女は、オレを手て懐なずけようとしているのか？）


　疑問がふとよぎった。


　童子には人の心は、ほとんどない。


　だが、その欠片かけらのような人の心が、この妖を求めているのだ。


（婆ば娑さ羅ら鬼きは、恋こいといったな）


　童子は思いだす。


　妖とこの武使は、それほどに互たがいを愛していたのだ。


（それこそが、オレの斬きるべきものだ）


　童子は思う。


　そう思うと、今しばらく、こうしているのも意味がある。


　斬るべきものを見定めるためなのだから。
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　遠えん征せい軍は、国境の砦とりでを抜ぬいた翌日、鬼の本国ともいえる荒こう国こくイワイへと進入した。


　今は赤くごつごつとした大小の岩が無数に転がる不毛の荒こう野やを進んでいる。


　道などはなく、荷駄隊は山を下ったところで待機させ、各おの々おのが必要最小限の水、食しよく糧りようだけを持った。鬼き神しん石せきは、この荒野を進んだ先にある。


　何事もなければ、夕刻には着くはずだった。


　だが、鬼どもはきっと襲おそってくると、ヒエンは確信していた。


　徐じよ々じよにだが、邪じや気きが満ちているのが感じられる。姿こそ見せないが、鬼は確実に近くに潜ひそんでいるはずだった。


「霧きりが……」


　スズリが周囲を見回し、ぽつりとつぶやいた。


「ああ、出てきたな……」


　ヒエンはうなずく。


　視界が徐々にだが、白く霞かすみはじめていた。


「嫌いやな感じだぜ」


　霧は急速に深くなっていった。


　日はまだ高いのに、視界は数歩ほどとなる。まるで真綿にくるまれたようであった。


「このまま進むのは、危険だな」


　アモンがぽつりという。


「止まっても、安全とは思えないけどな」


　ヒエンは苦く笑しようした。


　すでに隊列は乱れてしまっただろう。


　伝令が走る間もないほど、霧がたちこめるのが早かった。しかも、武ぶ使しは視覚を遮さえぎられてもある程度、行動できる。


　その場で止まった者もいれば、そのまま進んだ者もいただろう。


　あちらこちらで、仲間を呼び合う声が響ひびいているが、岩に反はん響きようし、どこから聞こえてくるのかも定さだかではない。


「この霧は鬼おにの術じぇねぇのかな？」


　ヒエンはアモンに訊たずねた。


「わからん。だが、鬼にとって好都合なのは確かだ……」


　アモンが答える。


「とにかく、我々だけでも、かたまっていたほうがよい」


「そうだな」


　ヒエンは近くにあった岩の上に立つと、荷物から松明たいまつを取り出し、火をつけた。それを高く掲かかげ、左右に振る。


　その明かりを見て、近くにいた者たちが集まってきた。


　ヒエンは岩の上に腰こしを下ろすと、目を閉じて、他の感覚を鋭えい敏びんにさせる。


　とりあえず、この霧が晴れるのを待つことにした。


「いい休きゆう憩けいだと思うしかねぇな」


　ヒエンはその場を和なごませようと、皆みなに笑いかける。


　だが、その瞬間、尻しりの下の岩がかすかに震しん動どうした。


（なんだ、これは？）


　ヒエンは岩に掌てのひらをつけ、その震動を正確に感じ取ろうとする。


　ずぅーん、ずぅーんとその震動は周期的に繰くり返された。


　地じ震しんなどではない。大地に巨きよ大だいな杭くいを打ちつけているような感じだった。


　そしてその震動は、次し第だいに大きくなっている。


「なんだ、これは？」


　ヒエンは思わず声をあげた。


　そのときには、近くにいた者も、その震動を感じたようである。


「これは、足音だな……」


　アモンがつぶやく。


「足音って、これがか？」


　ヒエンは驚おどろいてアモンを振ふり返った。


「いったい、どれだけ大きいんだよ」


　ヒエンの脳のう裏りに中ちゆう海かいで見た牛うし鬼おにの姿がよぎる。


　だが、あの獣じゆう鬼きや神じん亀きが歩いても、これほどまでに地面が揺ゆれることはあるまい。


「神代には、雲を睥へい睨げいするほどに巨大な鬼がいたとされている」


「見み越こし鬼おに……だったか？」


　ヒエンも神代記の一節を思い出した。


　真実かどうかは知らないが、山と山とをひとまたぎしたとある。だが、そのぐらい大きければ、この足音にも納なつ得とくがゆく。


「見越鬼は、その大きさに怯おびえれば、さらに大きく見えると聞きました」


　土ど妖ようのタンナが言葉を挟はさんだ。


　彼女も神代の頃から生きている妖よう精せいの古老のひとりなのである。もっとも、その姿は若い娘むすめのままだ。


「山より大きい鬼を、どうやったら倒たおせるんだ？」


　ヒエンは土妖に訊ねる。


「見越鬼の大きさに惑まどわされないことです。怯えなければ、見越鬼は大きく見えることはなく、むしろ小さくなってゆくそうです。もともとの姿は、小鬼とも言われてますから」


「虚こ仮け威おどしってことかよ」


　ヒエンが悪態をつく。


「今の話を聞けば、恐おそれることはないかもしれないが、巨大な姿を見れば、たとえ武使であっても平静でいるのは難しいだろうな」


　アモンが言った。


「たしかに、そうかもな……」


「この霧も、見越鬼が空から雲を降ろしてきたのでしょう」


　タンナが白く閉とざされた空を不安そうに見上げる。


「とにかく、見越鬼に近づくことだ。見越鬼の姿に恐れる者は遠ざけて、本来の姿にもどせばなんとかなろう」


　アモンがヒエンにうなずきかける。


「そうだな……」


　ヒエンにもそれしかないような気がした。


　そしてそれは自分たちの役割である。


「なにもするなと言われているが、そういう場合じゃないよな」


　ヒエンは腰に下げた大おお太刀たちを確かめると、岩から飛び降りた。


「走るぜ。遅おくれるなよ」


　ヒエンはスズリに声をかける。


「無論だ」


　スズリがうなずく。


「ミツルはここに残るか？」


「いえ、わたしも参ります」


　ミツルが首を横に振った。


「なら、アモン兄に負おぶってもらってくれ。もしかしたら、神しん霊れいの力が必要になるかもしれねぇから」


「わかりました」


　ミツルは嫌な顔もせず、アモンに背負われる。


「妖精はいったん散って、見越鬼のことを味方に知らせてくれ。どうやら、味方に不安と動どう揺ようが広がりはじめているようだぜ」


「そうですね……」


　タンナはラズリや他ほかの妖精たちと視線をかわし、思い思いの方向へと散っていった。


　そしてヒエンも足音がする方に向かって、走りはじめる。


　そのあいだにも、足あし下もとは地じ響ひびきとなり、霧の向こうに巨大な黒い影かげが見えた。


「いったい何事なのだ？」


　ヒエンたちの姿を見つけると、武使たちは決まって声をかけてくる。


「鬼がやってくる。見越鬼という巨大な鬼だ。だが、その大きさに惑わされると、ますます大きくなるらしい。本当の正体は、小鬼なんだ。姿を見ても、絶対に怯えないでくれ。怖こわいと思ったら下がってくれ」


「怖いだと？」


　武使たちが憤ふん然ぜんとした。


「我らが、そのような鬼を恐れるはずがない」


「その調子で頼たのむぜ」


　ヒエンは武使たちに笑いかけると、先を急ぐ。


　その途と中ちゆうで、突とつ如じよとして霧が晴れた。


　そして行く手にとてつもなく巨大な鬼が姿を現す。


　しばらくして、前方から激しい怒ど号ごうが聞こえてきた。


「はじまったか……」


　ヒエンは舌打ちをすると、さらに先を急いだ。





　つい先刻まで、辺りを包んでいた霧が突如として晴れた。


「なんだ、あれは？」


　近この衛え天てん元げん流りゆう当主ミクマは霧のなかから姿を現したものを見つめ、呆ぼう然ぜんとなった。


　先刻から地響きが起こり、次第に大きくなっていたから、異常な状じよう況きようだとはわかっていた。


　鬼の気配が近づいているのも感じていた。


　それゆえ、一門の武使団に戦せん闘とうの準備をさせ、待機させていたのである。


　だが、姿を現したものは、予想もしないものだった。


　巨大な鬼である。


　神しん域いきにある精せい霊れい樹じゆほどではないが、並の大木は遥はるかに超こえていた。


「虫けらどもめ」


　天頂から雷らい鳴めいのような声が轟とどろく。


「ミクマ様……」


　門人たちが不安そうに集まってくる。


「あれほど相手が巨大では、我らの刀など針のようなもの。ここはいったん引いて、対策を講じたほうが……」


　ひとりがそう進言した。


「ひと太刀も浴びせることなく下がっては、他流派の笑い者になろう。この戦い、我らは名めい誉よある先せん鋒ぽうを承うけたまわったのだ。相手が大きかろうが、大軍だろうが、前に進み、斬きり込むのみだ」


　ミクマは門人たちを見回し、叱しつ咤たする。


　昨日の先鋒は近この衛え北ほく斗と流りゆうに譲ゆずったが、もともとは近衛天元流こそが、近この衛えにおいて先鋒の流派なのだ。


　ミクマも勝てると思っているわけではなかったが、戦わず退ひくというのは近衛の武使としての誇ほこりが許さない。


「かたまっていては、まとめて踏ふみ潰つぶされよう。各おの々おの、散って、四方から攻せめよう。刃やいばを埋うめ込み、火か鳥ちよう撃げきを放てば、巨きよ人じんとて倒れるやもしれん」


「はっ」


　当主の言葉に、門人たちも覚かく悟ごを決め、その場から散った。


「ほほう、余に刃は向むかうつもりか？」


　ふたたび声が轟く。


　その姿は最初に見たよりも、大きくなっている気がした。


「我が名はミクマ、近衛天元流当主にて、この戦いくさの先鋒を命じられている」


　そう声を限りに応じると、刀を上段に構えた。


「参る！」


　そして気合いの声とともに、地面を走る。


（大きい……）


　近づくにつれ、鬼おにの大きさがさらに増して感じられた。


　まさに山のようである。


　ミクマは敵を見上げることなく、正面に見える足にのみ、意識を集中した。


（オレ自身が、撒まき菱びしとなればよい）


　自らにそう言い聞かせる。


　この巨きよ大だいな鬼を足止めできれば、味方の犠ぎ牲せいは少なくて済むはずだった。


「我が名は鎮ちん西ぜい将軍フガク。西せい荒こうの太守にして、皇こう帝ていも執しつ政せいも輩はい出しゆつしたオンガ家の当主なるぞ。今日より余が、新しい皇帝となり、帝てい国こくを支配する。余に従いたくば、鬼となれ。汝なんじらなら、良い戦鬼となろう」


　フガクと名乗った大鬼が吠ほえた。


　その声で、ミクマの足が一いつ瞬しゆん、止まる。


「西荒太守だと？　なぜ、それほどの地位にある者が鬼となった？　しかも、そのような巨大な鬼に？」


「ユウキの一族が執政位を独どく占せんし、我がオンガ一族を西荒へと追放した。その恨うらみの大きさゆえ、この姿となったのだ。それはまた、余の偉い大だいさの現れでもある。余を畏おそれよ、余を崇あがめよ。余が支配する新しい帝国の獄ごく卒そつとなるのなら、命ばかりは助けよう」


　フガクは両りよう腕うでを高く振ふり上げ、哄こう笑しようした。


「笑しよう止し……」


　ミクマはつぶやく。


「政争に敗れたゆえ鬼になるとはな。大きいのは図ずう体たいだけで、器量は小さいのだな！」


　そう声を張りあげると、ふたたび走った。


　気は高まり、全身から赤い霊れい光こうが浮うかびあがる。


　上段に振りかぶった刀からは、本物の炎ほのおが噴ふきあがっていた。


「チェーイッ」


　目の前に大鬼の足が迫せまり、ミクマは気合いの声をあげる。


　高く跳ちよう躍やくし、全身全ぜん霊れいを込め、刀を振り下ろした。


　それでも膝ひざまでにも届かない。


　脛すねのあたりを刃が切り裂さいた。


　だが、予想したよりも肌はだが硬かたく、肉にすら届かなかった。


「近衛の武使の一いち撃げきはその程度か？　痒かゆくもないわ」


　頭上からフガクの嘲ちよう笑しようが降りかかる。


「くっ……」


　ミクマは唇くちびるを嚙かんだ。


　このような巨大な相手と戦うことを想定した武術などはない。


　フガクが足を高くあげた。


　思わず、ミクマは見上げる。


　その頭は上空に浮かぶ雲を突つき抜ぬけていた。


「ありえん……」


　ミクマはうめく。


　大鬼の両眼が、ミクマを捉とらえていた。


　足が振り下ろされようとする。


　今なら避よけることはできた。


　だが、身体からだが硬こう直ちよくしたように動かない。


　恐きよう怖ふで身体がすくんでいるのか、それとも鬼の術にかけられたのか。


　ミクマは死を覚悟した。


（ならば……）


　全身に力を込め、最後の気力を振り絞しぼり、刀の切っ先をまっすぐ頭上に向けた。


　そして影が迫ってくる。


　次の瞬しゆん間かん、近衛天元流当主ミクマがいた場所に、巨大な足が着地した。


　同時に、轟ごう音おんとともに真っ赤な炎が爆ばく発はつした。





「近衛天元流武使団全ぜん滅めつ、ミクマ殿どの討うち死に！」


　前線から走ってきた伝令が悲痛な声で告げた。


「ミクマが死んだか」


　皇帝タイガはぼそりと言うと、遠くに見える巨大な鬼の姿を見つめる。


　不思議な霧きりが辺りを包み、それが晴れたと思った瞬間、その巨大な鬼が姿を現したのである。
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　同時に鬼の軍勢が四方から襲おそいかかってきた。


　霧のため隊列が乱れていた遠えん征せい軍は今、各個に戦っている。


　もっとも、乱戦でも不利ということはなかった。一対一の戦闘力では、武使は鬼に勝まさる。百鬼に列するほどの上鬼は、さほど多くはない。そこまで業ごうが深くなれるのは、人としても特別だということだ。


「問題は、あの見越鬼とかいう大鬼をどうするかだな……」


　タイガは鞘さやに収めたままの光こう刃じん剣けんの先を遠くに見える巨大な鬼に向ける。


　見越鬼の名は、ヒエンの許もとから知らせにやってきた土妖のタンナから聞いたのだ。


　その大きさに怯おびえるなという伝令を走らせているが、この乱戦ではどこまで伝わるか知れたものではない。


「最悪、あいつひとりで遠征軍は全滅するぜぇ」


　タイガはまるで他人ひと事ごとのように言った。


「あの大鬼は、オンガ家当主フガクと名乗っておりました」


　伝令が報告を続ける。


「鎮西将軍フガクか？」


　タイガの傍かたわらにいたシオンが驚おどろいたような声をあげた。


「誰だれだ、そいつは？」


　タイガがシオンにちらりと視線を向ける。


「西荒の太守です。帝国初期から何人もの皇帝、執政を送りだした名家でしたが、百五十年ほど前に、我が先祖と執政の地位を争い、敗れて西荒へと国くに替がえされました。ですが、鎮西将軍は征せい東とう将軍と並ぶ帝国辺境統治の要職。そんな要職にありながら、鬼に変へん化げするとは……」


「見越鬼は権力欲、支配欲が高じて、変化した鬼だと聞きますから。あの巨きよ体たいは他人を見下し、他人から見上げられるゆえのものです。鬼の術ですが、それを破るにはここにいる全員が、あの大鬼を〝見み越こす〟必要があります」


　近くに控ひかえていたタンナが説明した。


「見越鬼を〝見越す〟か……。この状況では、そう簡単じゃねぇだろうな。霧を呼び、突とつ然ぜん、姿を現したのも、計算ずくだろうよ。人心を操あやつる術すべを心得てやがる」


　タイガがにたりと嗤わらう。


　唇の端はしが大きくつりあがっていた。


「そのなまくら、抜きたくなりましたか？」


　シオンが、タイガを見つめる。


「ああ、あの大鬼に、オレの光こう刃じんがどこまで通じるか、試ためしてみてぇ。だが、ユウキの無礼者が向かっているんだろ？　あいつがどこまでやるかも見てぇんだよな」


「いかに神しん明めい流りゆうとて、あの巨人が相手では……」


　シオンが見越鬼のほうを振り返って、つぶやく。


「心配かい？　あいつが？」


「血の繫つながった従弟いとこですから」


　シオンが表情を変えることなく答えた。


「肉親の情かい？　そんなもの、おまえなら容よう赦しやなく切り捨てられるだろうに」


「必要があれば、そうします……」


　シオンが微び笑しようする。


「だからこそ、その必要がないことを、いつも願っております」


　その答えを聞いて、タイガは大声で笑った。


「可笑おかしいですか？」


　シオンがさすがに憮ぶ然ぜんとする。


「いや、可笑しくはねぇ。おめぇはいい女だと、あらためて思っただけだ」


「当然です。わたしは陛下の妃きさきなのですから。そのぐらいでなければ、すぐ飽あきられてしまいます……」


　シオンが答え、周囲に視線を走らせた。


　周囲には各流派の見習い武使たちが〝小こ姓しよう〟として控えている。


「何用でしょう？」


　ひとりの少年が、シオンの前に進みでて畏かしこまる。


　ユウキ家の御お家いえ流りゆうである真しん影えい流りゆうの見習い武使ヤハギだった。


　シオンに仕える直属だけあって、さすがに察しがいい。


「あの大おお鬼おには陛下が光刃にて成敗する。巻き添ぞえになるゆえ、各隊は大鬼から離はなれること。そして下鬼どもの掃そう討とうに専念するよう伝令をお願いします」


「承知いたしました」


　ヤハギが一礼し、背後を振り返った。


　すると近この衛え応おう仁じん流りゆうの見習い武使アリマと目が合う。


　アリマがヤハギにうなずくと、見習い武使たちのなかから十人ばかりを選んだ。


「失礼いたします」


　恭うやうやしく一礼し、アリマとヤハギ、そして選ばれた見習い武使たちが、戦場へと散っていった。


「気をつけて……」


　シオンは少年たちを見送る。


「オレが倒たおすと聞けば、見越鬼に怯えずにすむ。光刃の巻き添えになると聞けば、あの大鬼と戦おうとする武使はいなくなる。犠ぎ牲せいも減るし、下鬼どもとの戦いに専念できるわけか。あいかわらず、よく頭が働くな」


「使えるものを使っているだけです……」


　シオンが苦く笑しようする。


「今のわたしの本当の望みは、陛下とふたりで怠たい惰だな暮らしを送ることなのですよ」


「それはまた、ずいぶん志が低いことだな」


「そうでしょうか？　その望みをかなえるには、アーシアを平定し、政まつりごとを安定させ、正しい後こう継けい者しやを選ばなければならないのですよ？」


「なるほど、遠大な話だな。だが、気に入った。おまえの望みのため、オレもすこしは働くとしよう」


　そう言うと、タイガは黒光りする革かわ製の鞘から光刃剣を抜き放った。


　あらゆる鋼はがねを寄せ木細工のように組みあげ、軽く焼き締しめただけの刃やいばである。そのままではあまりにも脆もろく、なにかを斬きろうものなら、たちまちに砕くだけ散る。だが、ひとたび気力が満ちれば、すべての鋼が共鳴し、光を発する。その万色の輝かがやきが混ざり、白色の光となって放たれるのだ。


　それが光刃だった。


　始し皇こう帝ていミズホが編みだし、以後、千年のあいだ誰も使う者がいなかった究極の武術である。タイガが始皇帝の再来と呼ばれているのは、その光刃を放てるからだ。


　タイガは光刃剣を肩かたの高さに持ち上げ、刃を水平にし、切っ先を前方に向ける。


〝光刃・突とつ〟の構えだ。


　だが、光刃剣の刃は、まだ光っていない。


　シオンが不安そうに刃を見つめた。


「心配するな……」


　タイガは切っ先を見越鬼に向けながらつぶやく。


「こいつを光らせるのは、まだ早ぇってだけだ。光るべきときに光らせてやるからよ」





　　　　５




　ヒエンは岩だらけの荒こう野やを走りぬけ、なんとか見み越こし鬼おにの近くにやってきた。


　濃のう霧むが突とつ如じよとして晴れ、見越鬼の姿を見た者は、大きな衝しよう撃げきを受けたらしい。その瞬間、見越鬼がさらに巨きよ大だいさを増したのを、ヒエンは目にしている。


　しかも、その衝撃が醒さめやらぬうちに、鬼の軍勢が四方から襲しゆう撃げきしてきた。


　食しよく人じん鬼き、食しよく屍し鬼きといった下鬼ばかりだが、完全な奇き襲しゆうであり、ひどい乱戦となっている。


　スズリが先頭に立ち、行く手を塞ふさごうとする鬼を斬り、道を切り開いた。


　だが、思ったよりも時間がかかり、到とう着ちやくしたときには、先せん鋒ぽうを務めていた近この衛え天てん元げん流りゆうの武ぶ使し団がすでに全滅していた。


　当主のミクマをはじめ、大半が討ち死にを遂とげていた。


　鬼き道どう衆しゆうが神しん域いきに攻せめこんできたとき、ヒエンとスズリは、ミクマの指揮下で戦ったことがある。顔見知りの武使が多かったこともあり、ヒエンは怒いかりと哀かなしみを覚えた。


　だが、その感情を抑おさえ、ヒエンは見越鬼を睨にらみつける。


「オレは神しん明めい流りゆうクオンが一子ヒエン。貴様に勝負を挑いどむぜ」


　ヒエンは見越鬼の正面に立つと、大声で呼びかけた。


　何度か呼びかけるうち、見越鬼がヒエンを振ふり返る。


「見越鬼は巨大なままだぞ、勝てるのか？」


　スズリが声をかけてきた。


「霧きりが晴れ、大勢があいつを目もく撃げきし、怖おそれを抱いだいた。おかげで見込みははずれたな。だが、こうなった以上、やるしかねぇだろ」


　ヒエンはスズリに答える。


「それに、あいつは片足を引きずっている。どうやら、足の裏を怪け我がしているらしい。近衛天元流当主が自らを犠牲にして負わせたと誰かが言っていた。それはつまり、大きくても不死身じゃねぇってことだ。だが、ここはオレひとりで戦わせてもらうぜ。側そばにいてもらっても、正直、邪じや魔まなだけだからな」


「なっ……」


　スズリが顔色を変えたが、すぐに考えなおしたらしく、むっつりとうなずいた。


「覚かく悟ごはしているが、死んだら許さないからな」


「ああ、死ぬつもりはない。今のオレは、気力も体力も絶好調だ。あいつの巨体は術、それも奥義のようなものだからな。不ふ動どうで止めてみせるさ」


「不動でか……」


　スズリがひとりごとのようにつぶやく。


　そしてヒエンを励はげますようにその腕うでを叩たたくと、すこし離れた岩いわ陰かげまで下がった。


「女との名残なごりはいいか？　だが、心配するな。すぐその女も、おまえと同じ場所に送ってやる」


「できるものならなっ！」


　ヒエンは言い返した。


　この鬼に、霊れい刃じんを使うつもりはない。この鬼は、改心などしないだろう。そして、見越鬼を人に戻もどしても、近この衛えが許すはずはない。


（ならば、オレが手をくだす）


　ヒエンは自らに気合いを入れると、童どう子じ切ぎりを抜ぬき放った。


　陰おん陽みよう鋼こうの刃が、蒼あお色に輝いている。


　ヒエンは気を高めながら、見越鬼の動きに注意を払はらう。


「握にぎりつぶしてくれるっ！」


　見越鬼が名乗りをあげ、ヒエンに摑つかみかかろうとした。


　ヒエンはその動きを見ながら、ぎりぎりで身体からだを沈しずめてかわす。


　敵の攻めをかわすことは、本来なら神明流を捨てたことだ。だが、この巨きよ人じんの攻こう撃げきを受けるには不動しかない。だが、気力も十分ではないし、見越鬼の動きを見切ったわけでもない。


　しばらくは、こうしているしかない。


　見越鬼の動きは武使のそれだが、幸いなことに巨きよ体たいを持て余している感があった。


　見越鬼はヒエンを摑もうと、腰こしを落とし、両りよう腕うでを振り回す。


　ヒエンはその動きをぎりぎりまで目で追い、寸前で跳ちよう躍やくしてかわす。もしも捕とらえられたら、見越鬼の言うとおり、握り潰つぶされてしまうだろう。


　一いつ瞬しゆんの油断もできなかった。


「くっ、素す早ばやいだけの虫けらが！」


　見越鬼が苛いら立だったように吠ほえる。


　そして業ごうを煮にやしたように、拳こぶしでヒエンを叩き潰そうとした。


　巨大な鎚つちのようなふたつの拳が、地面を叩く。


　そのたびに地面が激しく揺ゆれ、立っているのもやっとだ。だが、止まっていると、拳で叩き潰される。


　ヒエンは拳の動きを見み極きわめながら、左右に飛んで逃のがれた。


　その頃ころには、ヒエンの気も十分に高まっている。


　ヒエンは拳の一いち撃げきをかわし様、指に斬りつけた。


　まるで金属を斬ったような硬かたい感かん触しよくと音がする。だが、陰陽鋼の刃は、その硬い皮ひ膚ふを切り裂さいていた。


　指の皮がざっくりと裂け、赤黒い血が滲にじみでてくる。


　予想もしていなかったのか、大おお袈裟げさに傷口を押さえ、苦痛に呻うめいた。


「人並みに痛みってものを感じるんだな」


　ヒエンは嘲あざけりの言葉をかける。


　その言葉に、もともと赤い見越鬼の肌はだがどす黒く見えるほどにその色を増した。


「余は西せい荒こう太守、鎮ちん西ぜい将軍フガクなるぞ！」


　天を震ふるわすほどの大声で、見越鬼が叫さけぶ。


「それがどうした？　オレの親父おやじは皇こう帝てい候補と呼ばれていたし、母は執しつ政せい家の姫ひめだぜ。皇こう妃ひシオン、現執政ハイマはオレの従姉弟いとこだ」


　ヒエンが大笑いした。


「貴様、ユウキの縁えん者じやか！」


「そういうことだ。皇帝と執政の名のもとに、帝てい国こくを裏切ったおまえを成敗してやるぜ」


　ヒエンは挑ちよう発はつの言葉を投げかける。


　見越鬼は自尊心と他人を見下すのが術の源なのだ。それを〝返した〟のである。


　フガクが動どう揺ようしたのが、ありありと感じられた。心なしか大きさも縮んだように感じる。


　しかし、ヒエン自身は心を冷静に保ち、高まっていた気を練りあげていた。


　いつでも不動を出せる。


「ほざくなっ！」


　見越鬼が両手を組んで、頭上に振りあげた。


　そして狙ねらいすますようにヒエンを見つめている。


　気がつくと、額に三眼めが開いていた。


　その眼めからは逃れられないと、本能的に思う。


（受けるしかねぇ）


　ヒエンは両足を踏ふん張り、太刀たちを下段に構えた。


　迷いはいっさいない。


　不動ならばかならず止められると確信していた。タイガの光こう刃じんを、トウイの水刃を止めたのである。この程度の鬼の一撃を止められないわけがない。


　ヒエンが逃にげないと見て、見越鬼が勝ち誇ほこった表情を浮うかべた。


　そして渾こん身しんの力を込め、巨きよ岩がんのような両拳を振り下ろす。


　ヒエンは大鬼の動きから刹せつ那なを見極め、止めるべき一点も見み出いだした。がっしりと組まれた左の小指の関節である。


「神明流奥義！　不動!!」


　自然と声が出た。


　ヒエンは童子切の刃やいばをすりあげ、狙っていた一点に刃を合わせる。


　陰陽鋼の刃が、強く蒼く輝かがやいた。


　そして次の瞬しゆん間かん──


　見越鬼の拳はヒエンの頭上すれすれのところで、ぴたりと静止していた。まるで刻ときが止まったかのように見える。


　フガクは勝ち誇った表情のまま、彫ちよう像ぞうとなったように動かない。


「見み越こしたぜっ！」


　ヒエンは快かい哉さいを叫んだ。


　だが、そこではたと気がつく。


「どうやったら、こいつにとどめをさせるんだ？」


　ヒエンはアモンとスズリを振り返った。


「考えてなかったのか？」


　スズリがあわてて走り寄ってくる。


「アモン兄なら、なんとかできねぇかな？」


「足の指一本ぐらいならな」


　アモンがむっつりと首を横に振った。


「それでも動きは鈍にぶるだろうが……」


　とどめをさすには、ほど遠い。


「ヒエンの霊刃はどうなのだ？　鬼おにの気を断たてば、人の姿にもどるのではないか？」


　スズリが言った。


「斬きるために人にもどすってのは、あまり気は進まねぇんだが……」


「そんなことを言っている場合か？」


　スズリが眉まゆをつりあげる。


「しかたねぇな……」


　それしかないと、ヒエンも覚悟を決めた。


　童子切を脇わき構がまえにとり、ふたたび気を高めてゆく。自らのなかの鬼を抑えたあの感覚を思いだし、無属性の気を練りあげるのだ。


　だが、今し方、不動を使ったばかりである。


　不動の効果が切れるまでに、霊刃を放てるかどうかは微び妙みようなところだ。


　焦あせると気が乱れるので、ヒエンは心を落ち着け、雑念を振り払う。


「な、なにが起こった？」


　そのとき、見越鬼の声が響ひびいた。


　不動の効果が切れはじめたのである。


（間に合わねぇ……）


　ヒエンがそう思ったときだった。


　純白の光が、ヒエンの頭上を走り抜ける。


「えっ？」


　ヒエンは一瞬、なにが起こったのかわからなかった。


　見越鬼にもわからなかっただろう。


　だが、その首が胴どうから離はなれ、ごろりと落ちた。次いで、血ち飛沫しぶきが噴ふきあがる。


　ヒエンはあわててその場から離れ、血を浴びるのを避けた。


　そして見越鬼を振ふり返ると、首のない胴が仰あお向むけにゆっくりと倒たおれる。


　ひときわ大きな地じ響ひびきが起こった。


　その震しん動どうが止まったとき、見越鬼の姿は消え失うせていた。


　ヒエンは怪け訝げんに思いながら、見越鬼が倒れたところへ走る。


　そこには、首のない小こ柄がらな鬼の死体があった。そして首は離れたところに転がっている。


　ヒエンは恐おそる恐る背後を振り返った。


　そちらには、遠えん征せい軍の本ほん陣じんがある。


「光刃かよ……」


　ヒエンはかすれる声でつぶやいた。





「お見事です……」


　タイガが光こう刃じん剣けんを鞘さやに収めるのを待ってから、シオンは一礼した。


「見事なのはオレより、おまえの従弟いとこのほうだぜ……」


　タイガがシオンに笑いかえす。


「あの大鬼の拳を、本当に不動で止めやがった」


「陛下は、それを待っておられたのですか？」


　シオンは、ふかくため息をつく。


「そうなると思っていたからな」


　タイガがにやりとする。


「さ、オレは仕事を果たしたぜ」


「はい……」


　シオンは微笑ほほえんだ。


　この戦いにおいて、ふたたび光刃が必要となる状じよう況きようにはなってほしくない。


　そして彼女が望んでいるのは、光刃剣が抜ぬかれる必要のない世を創ることなのだ。





　　　　６




「見み越こし鬼おにフガク殿どの討うち死に」


「西せい荒こう衆一党も全ぜん滅めついたしました」


　金きん角かく鬼きと銀ぎん角かく鬼きが白びやく老ろう鬼きに向かって報告した。


「あれが始し皇こう帝ていミズホが編みだしたとされる至高の武術〝光こう刃じん〟か……」


　白老鬼がつぶやく。


　白はく濁だくした彼の目は、普ふ通つうの光は映らない。だが、それよりも遥はるかに多くの物事を視ることができる。


「さすが妖あやかしの王国を滅ほろぼしただけのことはある。人が発するあらゆる属性の気を光として放つとはな。人は神代より、遥かに強くなっておる。それゆえ最強の武ぶ使しを、鬼に変へん化げさせたかったのだが……」


「童どう子じ様では足りませんか？」


　銀角鬼が白老鬼を見つめた。


　白老鬼は答えなかった。


　これからなにが起こるかは、彼にも見えていないのだ。


　だが、あきらかなことはある。


「人がいるかぎり、鬼は生まれる……」


　白老鬼は言った。


「鬼が生まれるかぎり、この世はいつか滅ぶ」


　金角鬼と銀角鬼が声をそろえて応じる。


　白老鬼はゆっくりと背後を振り返った。


　そこには天に向かって伸びる鬼き神しん石せきがあり、周囲には異形の鬼どもが群れている。


「鬼き母ぼ神しんがもとに集つどいし方々よ、今こそ我らは争鳴しましょうぞ」


　白老鬼はそう呼びかけると、両りよう腕うでを高く突つきあげた。


　その瞬間、稲いな妻ずまが走り、鬼神石に落ちた。一いつ瞬しゆん、遅おくれて、雷らい鳴めいが轟とどろく。


　暗雲がどこからともなく集まり空を覆おおいつくし、辺りが薄うす暗ぐらくなった。


　鬼たちが地の底から響くような雄お叫たけびをあげる。


　そして異形の群れは、一いつ斉せいに動きはじめた。


「爺じじ様、我らも参ります」


　金角鬼、銀角鬼が恭うやうやしく一礼する。


　白老鬼は静かにうなずいた。


「我はここで鬼母神に祈き禱とうを行う。この先、この一帯には鬼の波動が充みち満ちる。鬼の力は増ぞう幅ふくし、妖の力は抑おさえられる。そして武使どもは自らのなかに蠢うごめく鬼を自覚することになろう。いずれそれが目を覚まし、戦鬼となり、この地に帰ってくるのだ」


「では、爺様、しばしおさらば」


　金角鬼、銀角鬼はそう言うと、鬼の列に加わった。


　そして、子供の姿をしたふたりの鬼は、金毛の獅し子しと銀毛の虎とらにそれぞれ変化する。


　鬼の行列は尽つきることなく、荒こう野やを埋うめ尽くすほどとなっていた。


　白老鬼の術〝百ひやつ鬼き夜や行こう〟である。


　鬼神石から漏もれでる波動を実体化させ、様々な異形の鬼を生みだしているのだ。その鬼はほとんど幻まぼろしも同然である。だが、人を殺せるぐらいの力はあるのだ。


　そしてその鬼のなかに、本物の百鬼が加わっている。


「さあ、人間よ、ここまでたどりつけるか？」


　白老鬼は低く嗤わらい、祈禱を続けた。





「なんだ、あれは？」


　見越鬼と戦い、一息ついていたヒエンは、突とつ如じよとして轟いた雷鳴に緊きん張ちようを覚えた。


　遠くに鬼神石が見え、その周囲に稲妻が走っている。


　暗雲が見る見る広がり、あたりが闇やみに包まれた。そのせいか、絶え間なく閃ひらめく雷らい光こうがひときわ明るく感じられる。


　そして鬼神石のほうから、なにやら奇き妙みようなものが荒野を埋め尽くすように向かってきた。


「来るな……」


　鬼神石のほうを見つめながら、アモンがつぶやく。


「いや、すでに十分、来てただろう」


　ヒエンが顔をしかめた。


　見越鬼ひとりだけで近この衛え天てん元げん流りゆう一門が全滅している。


　下鬼の襲しゆう撃げきでも、それなりに被ひ害がいは出ているのだ。


　だが、アモンの言うように鬼の邪じや気きが、肌はだにびりびりと伝わってくる。


　心も震ふるえるようだ。


　ヒエンの心の奥底で、もぞりと蠢くものがある。


　心のなかの鬼は完全に消えるものではないということだ。おそらく魂たましいのなかに、鬼の波動に共鳴するところが本質的にあるからだろう。


　だが、それをどう抑えるか、ヒエンはすでに心得ていた。


　ヒエンはスズリを振り返る。


　スズリも緊張していた。


　だが、怯おびえもないし、気負いもないように見える。


　彼女の覚かく悟ごに、ぶれはないようだ。


（かなわねぇな）


　ヒエンは心底、思った。


「どうした？」


　ヒエンの視線を感じ、スズリが訊たずねてきた。


「あの群れを突とつ破ぱし、童子のもとまで、オレを連れていってくれねぇか？」


「承知した」


　スズリはうなずくと、紅こう冠かんを抜いた。


　そして太刀たちを八相に構える。


　一瞬にして気が高まり、彼女の全身が温かな赤い霊れい光こうに包まれた。


「いくぞっ！」


　ヒエンは声をかける。


「おうっ！」


　スズリが応じ、走りだした。





　アモンはふたりを先に行かせると、近くの岩いわ陰かげに身を潜ひそめているミツルのもとへもどった。


　今のところ、自分の出番はないし、ミツルが神しん霊れい術を使う機会もない。


　それに越こしたことはないのだ。


　アモンはここ三日、完全に食を断たち、一いつ睡すいもしていない。


　五感は研とぎ澄すまされ、魂が肉体から遊ゆう離りし、天地と一体になった感覚が甦よみがえっていた。


　このまま肉体という衣ころもを脱ぬぎ捨て、自由に天地を駆かけたいような衝しよう動どうがある。


　この戦いで命を燃やし尽くしたとしても本意であった。


　だが、無む駄だに死ぬつもりはない。


（ただ、このままでは終わるまい……）


　そんな予感もあった。


　これまでは勝っている。だが、最後の勝利を得られなければ、意味はないのだ。


「我らも参りましょう」


　アモンは岩陰から姿を現したミツルに声をかける。


　だが、すぐナノハが憑かかっていることに気づいた。


　アモンは表情を硬かたくし、ひざまずいて一礼する。


「鬼母神リトラの霊れい力りよくを強く感じます。世界に散さん華げするのがウツヒミの御み魂たまではなく、まるでリトラの思念に変わったかのよう……」


　ナノハが言った。


　それは、アモンも感じている。


「このまま思念を浴びていれば、鬼に変化する者も現れましょう。リトラの霊力を操あやつる神職がいます。一刻も早く、それを除かなければ」


「承知しました。では、わたしの背中へ」


「世話になる……」


　ナノハがうなずく。


「それでは、参ります」


　ナノハに声をかけてから、アモンは走りはじめた。


　ヒエンらは、すでにかなり先に行っているが、追いつく気もなかった。


　今のふたりなら、きっと童子のもとまでたどり着けるだろう。そして、リトラの神職を斬きることが自分の使命だと定めたからである。


「鬼どもは幻げん影えいのようなもの。わたしが近寄らせないから無視して進んで」


　ナノハがそう声をかけてきた。


「ならば、全速で駆けます」





　暗雲が垂れこめ、雷鳴が轟くなか、近この衛え北ほく斗と流りゆうの武使団を率いるトウイは、荒野を埋め尽くすほどの悪あつ鬼きの群れが迫せまってくるのを見ても、顔色ひとつ変えていなかった。


　すでに明めい鏡きよう止し水すいの境地にある。


「あれほど数がいては、勝てるはずがありません」


　門人のひとりが血の気の失うせた顔で言った。


「ならば、我らが負けるということだ」


　トウイはその門人に表情ひとつ変えずに答えた。


　それが理ことわりというものである。


「仕合にせよ戦いくさにせよ、いったん始まれば、勝敗のことなど気にするな。己おのれの力量を出し切ることだけを考えればいい。それができれば、たとえ命を落としても後こう悔かいすることはない」


　トウイは門人たちを見回し、静かに呼びかけた。


「はっ！」


　トウイの言葉に、門人たちがうなずく。


　そのとき、空から雨あま粒つぶが落ちてきた。


「鬼が降らせたものかもしれんが、我ら北斗流には絶好の舞ぶ台たいだ」


　トウイはそうつぶやきながら、迫りくる鬼の群れに向かって進んでいった。


「五列に並べ！　先頭は正面の敵だけを狙ねらい、後の者は側面と後方から回り込んでくる鬼どもを切り伏ふせよ」


　トウイが命じると、北斗流の武使たちがすぐ隊列を組んだ。


　渓けい谷こくの急流も、ひとつの岩があれば左右に分かれる。そして岩の後方では流れは澱よどむのだ。


「構え！」


　鬼どもの群れが十歩まで近づいたとき、トウイは命じる。


　無論、彼は先頭の中央にあった。


　そして最後の距きよ離りが縮まり、北斗流の武使団は、鬼どもの群れに飲み込まれた。





　鬼の群れは、遠えん征せい軍をすべて飲みこみ、戦場はさながら地下深くにあるとされる鬼の国〝地じ獄ごく〟と化した。


　その地獄のなかで、武使たちはいつ果てるともしれない戦いを強しいられている。


「近この衛え青せい嵐らん流りゆう当主マキビ殿どの、討うち死に。ザザ国の武使団壊かい滅めついたしました……」


　前線よりもどってきたアリマが悲痛な表情で報告を行った。


「鬼の群れは、まさに大地を埋め尽くすほど。まさか、これほどの大軍を擁ようしていたとは……」


「最初は幻影かと思いましたが、実体はあるようです。ただ、斬れば瞬しゆん時じにして、黒い霧きりと化しました。おそらく、鬼の術かと思われます」


　ヤハギが冷静に意見を加えた。


　左ひだり腕うでには浅い傷を負っている。幻影かどうか、身をもって確かめたのだ。すくなくとも、あの異形の鬼は、人を殺すこともできる。


「しかも、群れのなかにはとてつもなく強い鬼も混じっております。マキビ殿は赤い目をした青い肌の鬼き女じよの術にかかり、金かな縛しばりになったところを首筋を嚙かみ破られたとのこと。ザザ国の武使団は、鼻の長い赤あか肌はだの鬼が放った無数の礫つぶてにて壊滅したとのことです。また金色の獅し子しと銀色の猛もう虎こが荒あれ狂くるっているとの報告も受けています。近この衛え応おう仁じん流りゆうの武使団が食い止めてはおりますが……」


「そうですか……」


　シオンは重々しくうなずいた。


　そしてタイガに視線を向けたが、彼は床しよう机ぎに腰こしを下ろし、目を閉じている。


　乱戦では光刃は使えないし、そもそも光こう刃じん剣けんが輝かがやくのは彼が最高に興が乗ったときなのだ。


「どうした、策がねぇのかい？」


　タイガが目を開いて、シオンに声をかける。


「思いつきません……」


　シオンはため息まじりに首を横に振ふった。


「今、仲間たちが散っています。リトラの思念に抑おさえられ、どこまで我らの妖よう術じゆつが使えるかはわかりませんが……」


　土ど妖ようのタンナがシオンを励はげますように言った。


「助かります」


　シオンはタンナに一礼した。


「我らも戦場に出てよいでしょうか？」


　アリマが意を決したように申し出た。


「いけません」


　シオンは首を横に振った。


「あなたがたは、まだ見習いです。そして将来の近この衛えを支える役割があります」


「わたしからもお願いいたします。このままでは、味方は全ぜん滅めつです」


　ヤハギもシオンの前に両手をついて懇こん願がんする。


「駄だ目めです……」


　シオンは当とう惑わくしながらも、考えを変えなかった。


「いいんじゃねぇか？　ここで負けたら、近衛もなにもあったもんじゃねぇ。おまえら見習いが、武使たちを鬼の群れから守る。そして上鬼が現れたら、武使たちに集団でかからせればいい。とにかく、ばらばらになっている武使を集めてゆくことだ」


　タイガが横から口を挟はさんだ。


「しかし……」


　シオンはタイガを振り返り、反論しようとしたが、思い直した。


「そうですね。この戦いはどれほどの犠ぎ牲せいを払はらおうと、絶対に勝たねばなりません。いいでしょう。あなたがたにも、戦ってもらいます。ただ、あなたがたに守られるのをよしと思わない武使もいましょう。わたしも共に行きます。いいですね、陛下？」


　アリマとヤハギのふたりに答えてから、シオンはもう一度、タイガを見つめる。


「かまわねぇぜ。もしも、おまえが死ぬようなことがあれば、オレが必ず仇かたきはとってやる。心置きなく行ってこい」


「はい」


　シオンが少女のような笑え顔がおを見せてから、アリマとヤハギの肩かたを叩たたいた。


「さ、行きましょう……」


「よろしいのですか？」


　アリマは不安になった。


　シオンにもしものことがあれば、今度こそ死んで償つぐなうよりほかない。


「わたしとて、ユウキの御お家いえ流りゆうは習っています。あまり筋はよくないけれど……」


　シオンはそう言うなり、腰に帯びていた細身の刀を居合いで抜ぬき、一いつ閃せんさせて鞘さやにもどした。その剣けんの走ったあとに、わずかに遅おくれて黒い影かげが続く。


「失礼しました……」


　アリマはそれを見て頭を下げた。


　今のひと太刀たちだけで、シオンがそれなりの使い手だとわかったのである。


　ただの居合いかと思ったが、影かげ刃ばが重なっていた。


　刃やいばをかわしたと思い飛び込めば、影刃に斬られる。わかっていないと術中にはまるし、警けい戒かいすると踏ふみ込めなくなるのだ。


　真しん影えい流りゆうの手て強ごわさは、ヤハギとの稽けい古こでよくわかっている。


　そのヤハギは見習い武使たちに声をかけて回っていた。


　見習い武使たちは緊きん張ちようしつつも覚かく悟ごの表情で集まってくる。


「わたしも、ご一いつ緒しよいたします」


　土妖のタンナが申し出た。


「感謝します」


　そしてシオンが率いる見習い武使たちは遠征軍の本ほん陣じんを出て、地獄と化している戦場へと向かったのである。
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　長い鼻をした赤あか鬼おにが、空を自在に飛んでいた。


　長ちよう鼻び鬼きあるいは天てん狗ぐともいうらしい。


　トウイはそれを睨にらみつけながら、刀を構えていた。


　近づけば水刃で斬ろうと思うのだが、天狗は不用意に降りてはこない。


　空の上から風を起こし、地面で炸さく裂れつさせる。すると、礫が四方に飛び散り、それに撃うたれて、何人もが命を落としていた。
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　弓を射ても、やはり風を起こして矢をそらす。


　手の出しようがなかった。


　ザザ国の武ぶ使し団が、この赤鬼ひとりによって壊滅させられたが、それも無理はない。このままでは、近この衛え北ほく斗と流りゆうの武使団も同じ運命となる。


　鬼の群れを突とつ破ぱしつつ、ここまで進んできたが、完全に足止めされていた。


　しかも、鬼の群れは斬っても斬っても、まだ地を埋うめ尽つくして向かってきている。だが、群れのほうに気を取られていると、天狗の礫をくらう。


「どうすればいい？」


　トウイは自問し、打開策を見み出いだそうとするが、妙みよう案あんは浮うかばなかった。


　赤鬼は高笑いを浮かべながら、礫を繰くり出しつづける。


「トウイ殿……」


　聞き慣れない声がして、トウイは何者かと視線を向ける。


　すると、そこに金、銀の髪かみと瞳ひとみを持つ長身の男が立っていた。耳が長く尖とがっており、肌はだも金属質の光こう沢たくがある。


　金きん妖ようのラズリだった。


　湖こ国こくハクサで出会い、霊れい国こくゴコウまで一緒に旅をしている。


「何用でしょう？」


「手伝いに来たのだ」


　ラズリが金属を鳴らしたような声こわ音ねを響ひびかせた。


　トウイは一いつ瞬しゆん、思案したが、それが合理であることは明らかである。


「お願いいたします」


　一礼して、答えた。


「しかし、あの赤鬼は空の上。手の出しようがありません」


「ならば、こちらも空を飛ぶまで……」


　ラズリが振り返ると、明るい青色の髪をした女性の妖よう精せいが進みでてくる。妖精にしては小こ柄がらで細身だった。


「彼女は風ふう妖ようのアズミという」


「風妖？　五行に風はないが？」


「五行ならば、風は木行に属する。樹妖、草妖と同じよ。あらゆる自然現象は精せい霊れい神しんダイダラが司つかさどり、精霊が働く……」


　ラズリが答えた。


「あの赤鬼を地上に叩き落としてくれぬか？　わしは、鬼の群れを防ぐ」


　ラズリが風妖に向かって言う。


「わかった……」


　風妖が答えて、ふわりと宙に浮く。


　その背に、ほとんど透とう明めいだが、羽根のようなものが生じていた。


　術が発動しているのだろう。


「わたしは、もともと山やま颪おろしの精霊だから、激しくゆくよ」


　アズミがそう言うと、まるで撃ち出されたように空に飛びあがった。


　予想とかけ離はなれていたので、トウイはあっけにとられた。


「さて、まずは鬼の群れを止めるとしよう……」


　ラズリがひとりごとのように言うと、奔ほん流りゆうのごとき鬼を必死に食い止めている武使たちの後ろに立つ。


　そして、数本の懐かい剣けんを取り出すと、鞘を抜き、宙に放つ。


　懐剣は地面に落ちなかった。


　ラズリは合計五本の懐剣を宙に浮かべると、ゆっくりと手を差し出す。


「さあ、舞まうがよい……」


　その言葉とともに、五本の懐剣が、高速で回転しながら宙を走った。


　そして群がってくる異形の鬼どもを貫つらぬいてゆく。鬼の姿が消え、あとには黒い霧きりだけが残る。


「おおっ！」


　鬼の群れと戦っていた北斗流の武使たちが歓かん声せいをあげる。


「鬼の群れは、わしが引き受ける。おまえたちは地上に落ちてくる赤鬼にとどめを」


　ラズリが武使たちに呼びかけた。


「なんと？」


　武使たちが空を見上げると、風妖が長鼻鬼を相手に空中で戦っていた。


　長鼻鬼──天狗は風ふう刃じんを放ち、対たい抗こうしようとしているが、風妖にそれが効くはずもない。


　風妖は天狗の周囲を高速で飛ひ翔しようし、完全に翻ほん弄ろうしていた。


　そして天狗の背後を取ると、両手で抱だきついた。


「捕つかまえた……」


　アズミがくすくすと笑う。


「さあ、どこに落ちようか？」


　風妖は天狗を抱きすくめたまま、真っ逆さまに錐きり揉もみに回転しながら降下する。


　そしてそのまま地面に激げき突とつした。


　だが、その直前、風妖の姿は消えている。


　一方、天狗のほうは激突の衝しよう撃げきで、頭が割れていた。赤黒い血を流しながら、それでもふらふらと立ち上がる。


　しかし、その周囲を北斗流の武使たちが取り巻いている。


「わしが負けるだと？　あり得ぬわっ！」


　天狗は手にしていた扇おうぎを振ふりあげた。


　だが、その瞬しゆん間かん、周囲の武使たちが刀を突つき出す。


　長鼻鬼は無数の刃で串くし刺ざしとなり、そのまま息絶えた。


「御ご助じよ力りよく、感謝する」


　トウイがふたたび姿を現した風妖に礼を言う。


「感謝なんかしないで。調子にのって、また、あなたがたを支配したくなるから」


　風妖はそう微笑ほほえむと、静かに地上に降り立った。


「ラズリ、こちらは片付いたわよ」


「こちらはきりがないの。とにかく、妖力の続くかぎり、進んでゆくしかあるまい」


「じゃ、手伝うね」


　風妖が金妖の隣となりに並ぶ。


「鎌かま風かぜっ！」


　風妖が命じると、両手が鎌になった三体の獣けものが姿を現す。細長いその姿は、鼬いたちを連想させた。


　そしてその獣は金妖が操あやつる懐剣と同じく、鬼の群れを切り裂さいてゆく。


「さあ、続くぞ」


　トウイは静まりかえっている一門の武使を叱しつ咤たした。


「トウイ様……」


　ひとりがそっと声をかけてくる。


「やはり妖精は、人にとって、危険なのではありませんか？」


　トウイはその武使をじっと見つめた。


「我らが、もっと強くなればいいだけのことだ」


「そ、そうですね。始し皇こう帝ていミズホが、妖精の王国を滅ほろぼしたように……」


「それは違ちがう……」


　トウイは静かに首を横に振った。


「強くなるのは、妖精を滅ぼすためではない。妖精を恐おそれぬためだ」
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　近この衛え十じゆう流りゆう筆頭応おう仁じん流りゆう当主シラセは、二頭の獣じゆう鬼きを相手に激しい戦いを繰り広げていた。


　金色をした獅し子しに銀毛の虎とらである。


　二頭は鬼の群れのなかから突とつ如じよ、飛び出し、応仁流の武ぶ使し団の近くで戦っていた西国の武使団のひとつを瞬しゆん時じに壊かい滅めつさせた。


　シラセはそれを見た瞬間、二頭に向かって走り、相手をしている。


　二頭は俊しゆん敏びんで、その連係は見事なものだった。


　シラセに続いた応仁流の武使のうち、七人が命を落としている。


　今はシラセがひとりで二頭を相手にしている。


　他ほかの武使たちには、鬼の群れを防がせているのだ。


　シラセは応仁流の守りの型に入っている。


　入れ替かわり立ち替わり襲おそいかかってくる獅子と虎の爪つめや牙きばを、崩くずされることなく凌しのいでいた。


「さすが、近衛十流筆頭……」


「皇こう帝ていに次ぐ実力というだけはある」


　獅子と虎が人語で話した。


　ともに獣鬼である。驚おどろくことではなかった。


「だが、いつまで耐たえられるかな？」


　獅子と虎は声をそろえ、ふたたび襲いかかってくる。


「そう易やす々やすと崩されはせぬよ」


　シラセは応じた。


　崩される気はしない。だが、今のままでは反はん撃げきにも出られない。


　一方を攻せめようとすると、もう一方がその隙すきを逃のがさないのだ。二頭をなんとか引き離さないかぎり、勝機はこない。


　シラセの気力も体力も、限界に達していた。


　だが、獣鬼のほうには、まだまだ余力があると見える。その動きは鈍にぶっていなかった。


　門人たちにかからせても、無む駄だに犠ぎ牲せいが増えるだけである。


（このままでは全ぜん滅めつだ……）


　応仁流は近この衛え最大の武使団を誇ほこっている。


　近衛の主力なのだ。全滅すれば、近衛の戦力が大きく減じることになる。


　応仁流を預かる者として、それだけは避さけたい。


（一頭と相あい討うちに持ち込み、残り一頭を総そう掛がかりで倒たおさせるか？）


　シラセがそんな覚かく悟ごを決めたときだった。


「シラセ様！」


　後方から声が響いた。


　応仁流の見習い武使アリマの声である。


「伝令か？」


　シラセは金獅子、銀虎と戦い続けながら、大声を出した。


「いえ、お手伝いに参りました。我ら見習いも戦えとの命令を皇帝陛下から賜たまわりました」


「陛下が？」


　シラセは耳を疑った。


「鬼おにの群れは、幻まぼろしも同然。我らでも相手になります。皆みな様さまは、どうかその獣鬼を総掛かりでお倒しください」


「おまえたちが、我らを守るということか？」


　シラセには、それは受け入れがたいことだった。


　一人前ではない武使は、仕合にも戦場にも出さぬのが、近衛の決まりである。


　彼らはまた、各流派の将来を支える使命もあった。


「シラセ殿どの、不本意ではありましょうが、ここは陛下の決定に従っていただきます。ここから先、見習いたちが先頭に立って、鬼の群れを突とつ破ぱします。方々はそれに続き、気力、体力を回復させてください」


　凛りんとした女性の声が響ひびいた。


「シオン様……」


　シラセは驚いた。


「陛下も一いつ緒しよにおいでなのですか？」


「陛下は本ほん陣じんで休んでおられます。光こう刃じんはそうそう放てる術ではないことは、シラセ様がよく御ご存ぞん知じでしょう？」


「そうでした……」


　皇帝タイガが光刃を放つのは、最高に愉しんでいるときなのだ。


　だが、皇帝はもはや仕合にも戦いにも飽あいている。だから、皇帝になったのだ。


　タイガが皇帝となったとき、近衛十流の当主は全員がタイガと仕合をしている。


　そのときは、さすがに興が乗ったらしく、光刃が輝かがやいた。


　すべて、わざと外したが、勝敗はあきらかである。


　光刃が輝いたときには誰だれも勝てないと、そのとき近衛の誰もが思ったものだ。


　それだけに、霊れい国こくゴコウで、ユウキの無礼者が皇帝の光刃を受けたのは衝撃であった。ヒエンという若者は剣けん聖せいクオンの再来かもしれぬと、近衛の武使たちのあいだでは噂うわさになりつつある。


「シラセ様、一頭はわたしがお引き受けします」


　シオンとは別の女性の声がし、誰かが近づいてくる気配があった。


「あなたは……」


　一いつ瞬しゆんだけ視線を向けると、そこには浅黒い肌はだをした妖よう精せいが立っていた。


　土ど妖ようのタンナである。


　穏おだやかな印象の女性だが、妖精の長老のひとりだという。


「あなたの妖よう術じゆつで倒せますか？」


　シラセは訊たずねた。


「やってみます」


　タンナは答え、足あし下もとの地面にいったん手を当て、それを上へとひきあげる。


　すると、土がみるみる盛りあがり、人ひと形がたを取った。


「金きん角かく鬼き、銀ぎん角かく鬼き、久しぶりね」


　タンナは金毛の獅子と銀毛の虎に声をかける。


「ぬしは？」


「土妖のタンナか？」


　金獅子と銀虎が声をそろえた。


　二鬼はいったんシラセから離はなれると、警けい戒かいするように左右に動く。


　そのあいだに、タンナは二体めの土人形を呼びだしていた。


「おゆきなさい……」


　タンナは二体の土人形に顔を近づけ、息を吹ふき込んだ。


　土人形はゆっくりと二鬼に近づいてゆく。


　怯おびえたように二鬼が、離れた。


　タンナはさらに二体の土人形を地面から湧わきあがらせる。


「さあ、シラセ様」


「かたじけない……」


　シラセがタンナに一礼すると、金獅子に向かって、高速で走った。


　銀虎がすかさず呼応しようとしたが、なにかがその動きを阻はばむ。


「妖術〝塗ぬり壁かべ〟……」


　タンナは微笑を浮うかべる。


「あなたは、わたしが相手をするわ」


　タンナは銀虎に宣告すると、土人形たちを操った。


「嚙かみ砕くだいてくれる……」


　銀虎は唸うなり声をあげ、タンナに飛びかかろうとした。


　だが、タンナは土人形の一体の背後に隠かくれる。


「獣鬼となっているあなたと力比べをするつもりはありません」


「ならばこそ」


　銀虎は土人形を破は壊かいしようと、鋭するどい爪を叩たたきつけた。


　だが、土人形は壊こわれなかった。


　そして、銀虎の姿が変へん化げし、子供の姿にもどる。


「術が解けた？」


「妖術〝土ど偶ぐう〟……あなたの術は、封ふうじました」


　タンナは静かに告げる。


　その顔は銀角鬼を哀あわれんでいるように見えた。


　銀角鬼は、その場から離れようとしたが、やはり見えざるなにかに阻まれる。


　やがて、四体の土人形──土偶が、銀角鬼を押し包んだ。


「シラセ様を相手に消しよう耗もうしていたのが命取りでしたね。あなたが棲すむべき場所へ、今、送って差し上げます。本物の地じ獄ごくに……」


　タンナは両りよう腕うでを大きく振ふり上げた。


　そしてそれを地面に着くまで振り下ろす。


　その瞬しゆん間かん、轟ごう音おんが轟とどろいた。


　銀角鬼が立っていた場所に真っ黒な穴が空く。


　そのなかへ銀角鬼は真っ逆さまに落ちていった。


「兄者～っ」


　叫さけび声だけが、いつまでも響く。


「妖術〝奈な落らく〟……」


　タンナは静かにつぶやく。


「銀角？」


　銀ぎん虎こが地面に空いた穴へ落ちてゆくのを見て、金角鬼は怒いかりの咆ほう哮こうをあげた。


　金角鬼と銀角鬼は双ふた子ごであり、神代において人であった頃ころは、高こう祖そ神しんウツヒミを祭さい祀しする神職であった白びやく老ろう鬼きに仕える童わらべだった。


　その頃、ウツヒミの神職は、高祖神の代弁者として神権政治を行っていた。当時、まだ人口の少なかった人を束ねる存在だったのである。


　だが、ある男が神職から権力を奪うばい、自らが人の王になろうとした。そして社を襲しゆう撃げきし、白老鬼の家族をはじめ、社に仕える者を皆みな殺ごろしにする。


　白老鬼はかろうじて難を逃れたが、この世に絶望し、人の滅めつ亡ぼうを祈いのるようになった。


　やがて、ウツヒミを失い、悲ひ嘆たんにくれるリトラに出会い、白老鬼はその神職となったのである。白老鬼はすぐに鬼となり、また多くの人を鬼道に誘いざない、鬼へと変化させた。


　白老鬼に救われ、生き延びることができた金角鬼と銀角鬼も望んで鬼となり、社の守護聖せい獣じゆうとして飼われていた金きん獅じ子しと銀虎の死肉を喰くらい、その姿に変化する力も得た。そして永えい劫ごうの刻ときを白老鬼に仕えてきたのである。


　人は鬼に変化せずとも罪を犯おかす。獣もまた同種族で争い、他種族では弱肉強食の連れん鎖さを生みだす。


　そんな世になったのは、ウツヒミが御み魂たま分けを行ったせいなのだ。


　魂たましいが宿ると自じ我がが生まれる。自我は欲よく望ぼうと感情を生みだす。利己的となった人や獣が暮らすこの世こそが地獄なのだ。


　魂をウツヒミに返し、リトラとともに天上界へ還かえすことが、この世の救済である。


　神代において失敗した。


　此こ度たびも失敗かもしれない。


　しかし──


「人がいるかぎり鬼は生まれ、鬼が生まれるかぎり、この世はいつか滅ほろぶ」


　金角鬼は自分を取り囲む近衛の武使たちに呪のろいをかけるように吠ほえた。


　近衛応仁流当主シラセが斬きり込んでくる。逃のがれようのない一いち撃げきだった。


　獅子の額がふかく割られ、血と脳のう漿しようが飛び散る。


　金角鬼は自らの死を悟さとった。


　そして最後の力を振り絞しぼると、大きく跳ちよう躍やくした。双子の弟、銀角が落ちた奈落へと自らも落ちてゆくためである。


　土偶の隙すき間まを抜ぬけた瞬間、金角鬼は童の姿にもどった。


　赤黒い血を流し、最後は這はいながら、穴へとたどり着く。神代でも名だたる鬼が、この妖術で奈落へと落とされている。


「銀角～ぅ」


　金角鬼は弟に呼びかけながら、無限の深さの穴へと落ちていった。





　　　　９




　鬼き母ぼ神しんリトラが封じられているという赤く透すき通った巨きよ大だいな石の塔とうが、天に向かってそそり立っていた。


　鬼き神しん石せきである。


　それに向かい、長い白はく髪はつを振り乱した鬼が、一心に祈き禱とうしていた。


「あれが神しん霊れい術の使い手、鬼母神に仕える神職のようです」


　ナノハがアモンの背中から降りながら言った。


「神代記で見たことがあります。たしか白びやく老ろう鬼きといい、鬼の長おさとも言われていたそうです」


　アモンは答えた。


　鬼おにが祈禱をあげるたび、鬼神石の周囲から不気味で醜しゆう悪あくな姿をした鬼が現れる。


　だが、その鬼の群れは、アモンらには近づこうとしなかった。


　ナノハの霊れい力りよくが、遠ざけているのである。


「あの鬼を倒たおせば、鬼の群れは消え、鬼の力も弱まるはずです」


　ナノハが淡たん々たんと言った。


「承知……」


　アモンはうなずくと、野の分わきを抜く。


　青金に白金を重ねた刃やいばが、白い霊光を放った。


　その瞬間、白老鬼が振り返る。


「人か？」


「わたしは草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうアモン、おまえを討うつため推参した」


　アモンは答えた。


「結界を張って近づいてくるとは、神霊の加護を受けていたか？」


「ナユタ大だい神じん宮ぐうに祭祀されている神霊にて、天上神への奏者ナノハ様であらせられる」


　アモンは鬼の長に答えた。


「ここにおわすは、天上神にして、天地創造の女め神がみリトラ様なるぞ」


　白老鬼が応じて、鬼神石を指し示す。


「知っておるわ。だが、今は鬼母神にて、この世と人に仇あだなす荒こう神じん。それを慰い撫ぶし、鎮しずめるが、神職たる者の務めであろう？」


「傲ごう慢まんなり」


　白老鬼が嘲ちよう笑しようする。


「神を調ちよう伏ぶくし、利り益やくのみを得ようとするのが正しい祭祀か？　我ら神職は神が望まれることを為なせばよい。鬼母神リトラはこの世と人の滅亡を望んでおられる。ウツヒミとともに天上界へと帰ることを望まれている。我はその意に従うのみ」


「なにがあったかは知らないけど、この世と人の滅亡を望んだのは、あなたでしょ？　そしてそれを叶かなえてくれる神を選んだにすぎないのではなくて？」


　ナノハが辛しん辣らつに言う。


　白老鬼の顔色が変わった。


「十分に祭祀もされていない亡ぼう霊れいのごとき神霊が、偉い大だいなる天上神を前にしてよくも大言を吐はけるものだな」


「わたしは生前、天上神の巫女みこと呼ばれたのよ。天上神を畏おそれるわけがないでしょう？　わたしが新たな天上神を降臨させていれば、あなたがた鬼も鬼母神も、このアーシアから消え去っていたかもしれないのよ」


「天上神の巫女？　おまえがナユタ大神宮の？」


「わたしが憑かかっているこの巫女もね」


　ナノハがかるく両手を広げた。


「おもしろい。ならば、いずれの霊力が高いか、いずれの神霊術が優すぐれているか比べてみることにしようぞ」


　そう言うなり、白老鬼が高らかに祈禱をあげた。


「偉大なる鬼母神リトラよ、我が願いを聞き届け賜たまえ。この地で朽くち果てし、鬼どもの怨おん念ねんをいまふたたびこの世に還し賜え！」


　なにをするつもりだと、アモンは身構える。


　飛び込んで一刀で討ち果たしたいところだが、白老鬼にはそのような隙すきがなかった。


　そして鬼神石が不気味な赤黒い光を明めい滅めつさせ、その光のなかから、腕うでが突つき出てくる。


　巨大な白骨であった。


　次いで、顔が現れる。


　それは兜かぶとをつけた巨大な髑どく髏ろであった。


　そして胴どうが抜け出て、足が大地を踏ふみしめた。その姿は、具足を着けた骸がい骨こつであった。大きさは人の倍ほど。そして髑髏には二本の角が生えている。


　見み越こし鬼おにとは比べるべくもないが、かなりの大きさだった。


「亡霊？」


　アモンはつぶやいた。


「ただの亡霊ではないわ。怨念を残して死んだ鬼の亡霊を集め、鬼母神の霊力であの姿を与あたえたもの」


　ナノハが警告する。


「鬼の武む者しや髑どく髏ろといったところか……」


　堕おち武む者しや、武者髑髏は、ともに武ぶ使しの亡霊であり、戦場で無念の最さい期ごを遂とげたものが怨おん霊りようと化したものだ。堕武者に実体はないが、武者髑髏は死体に怨霊が宿り、動く。


　武者髑髏は生前よりも強くなっていることもあり、祓はらうには手て強ごわい亡霊だ。


　白老鬼が呼び出したのは、鬼の亡霊の集合体である。それに実体を与え、武者髑髏のような魔ま物ものとしたのだ。高い霊力を感じるし、強い邪じや気きを感じる。


「厄やつ介かいなものを……」


　アモンは、大きくため息をついた。


　それから足を横に開き、腰こしを落とす。野分は八相に構え、武者髑髏を睨にらみつけた。


「さて……」


　そしてアモンは瞬しゆん時じの瞑めい想そうで、自我を捨て去る。


　まるで薄うす衣ぎぬ一枚を脱ぬぎ捨てるほどに、それは簡単であった。





「無我の境地に入ったのね……」


　ナノハにはアモンが天地と一体となったことが、すぐにわかった。


　感覚が急激に拡大し、天地と一体となる。この世の森しん羅ら万ばん象しようを俯ふ瞰かんしているようであり、自らの存在もその事象のひとつにすぎなくなるのだ。おそらく御魂分けにより散さん華げしたウツヒミと感覚を共有しているのだろう。


　それは神霊の感覚に似ている。


　ウツヒミという大おお御み魂たまの一部となりながら、生きていた頃の自我も残している。だが、神霊として祭祀されているうち、自我は薄うすれ、祭祀された神格に変わるのだ。


　祟たたり神が祀まつられて、怨念が消えてゆくのは、そういうことなのである。


　ナノハは死んですぐ、ミツルに取り憑ついたので、まだ自我が強く残っている。だが、やがては神格のほうが強くなってゆくはずだ。


　ミツルに憑っているあいだ、ナノハは生きていた頃より自由であり、この世を楽しむことができた。


　ヒエンを見守り、彼が大おお怪け我がをしたとき、神かみ業わざで命を救うこともできた。


　そしてスズリに、ヒエンへの想おもいを気づかせてもいる。


　この世に思い残すことは、もはやなにもない。


（でも、もうひと仕事……）


　ナノハは白老鬼を見つめる。


「あなたに、これ以上の神霊術は使わせない。わたしの全霊力を使って、あなたを止める」


　そしてナノハはミツルから離れた。


　霊れい体たいとなって、白老鬼に向かって飛ぶ。


「わしに取り憑くつもりか？」


　白老鬼が嘲あざ笑わらった。


「そのつもりよ。いかに神代から生きてきた鬼とて、霊力は無限ではないはず。百ひやつ鬼き夜や行こうの妖よう術じゆつを使い、今また武者髑髏を呼びだした。わたしを退けられるほどの霊力が残っているかしら？」


　ナノハは答えると、白老鬼の身体からだに自らの霊体を重ねようとする。


　そのたび、激しい衝しよう撃げきがあり、互たがいの霊力が削けずられてゆくのがわかった。


　ナノハが勝てば、この鬼の長を支配できる。負ければ、ナノハが消え失うせることになる。





　ナノハが離れる感覚があり、ミツルは我に返った。


　そして彼女の目の前で、ふたつの壮そう絶ぜつな戦いが繰くり広げられているのに気がつく。


　アモンが巨大な髑髏を相手に刀を振ふるっていた。


　もうひとつは、ミツルから離れたナノハが、白髪の鬼を相手に霊れい的てきに争っている。


　ミツルにはナノハに代わってからの記き憶おくはなかった。気がつけば、鬼神石が間近にあるこの地に立っていたのである。


　しばらく混乱したが、状じよう況きようは把は握あくした。


　だが、彼女にできることは今のところなさそうだった。


　アモンを助けたくとも武術の心得はないし、ナノハに霊力を送りたくとも繫つながりがきれている。


　ミツルにできるのは、ふたりの勝利を祈いのるぐらいだった。


　だが、この一帯は、鬼母神リトラの思念が満ちている。他ほかの神霊を感じることはできないし、神霊の分霊を封ふうじた鏡、玉なども持ってはいない。


　それでも、ミツルは一心に祈りつづけた。





　武者髑髏は両手それぞれに影かげ刃ばの大おお太刀たちを出現させ、自在に操あやつっていた。


　ただ振り回しているのではなく、あきらかに武術の心得のある太刀筋すじである。


　そして術も使う。鬼おに火びが炸さく裂れつし、粘ねん糸しを吐く。


　だが、無む我がの境地にあるアモンは、気負いもなく、怯ひるむこともなく、ただ自分が為なすべきことを淡々と行っていた。


　髑髏の太刀をかわし、術は祓い、反はん撃げきを入れる。


　髑髏の骨は、なにかの鋼はがねでできているように硬かたかったが、アモンの野分は草を薙なぐようにその骨を具足の上から断たつ。


　武者髑髏の肋ろつ骨こつは何本も砕くだけ、左ひだり腕うでも断たれた。


　だが、武者髑髏の動きは鈍にぶらない。


　新たな腕が二本生え、そこにも影刃の太刀が出現するのだ。


　アモンは今度は、三つの刃を相手に戦わねばならなかった。


　だが、為すべきことに変わりはない。


　アモンは今、全身が白い霊光に包まれていた。それは、まるで自らの霊力を燃やして輝かがやいているかのようでもあった。


　アモンは下段に構えると、ほとんど瞬時に間合い詰つめた。


　影刃が彼の胴をないだようにも見えたが、霊光に触ふれた途と端たん、消しよう滅めつする。


　そして下段から野分の刃やいばを振り上げた。


　風が巻きあがり、旋せん風ぷうとなる。それは、急速に大きくなり竜たつ巻まきのようになった。


　真しん空くう斬ざんである。


　高速で旋せん回かいする風ふう刃じんが、武者髑髏を包みこんだ。


　アモンは野分を振り上げたままの姿勢で微び動どうだにしない。


　そして竜巻が消えることもなかった。


　武者髑髏を包みこんだまま、さらに勢いを増す。その竜巻のなかで、武者髑髏は次し第だいに壊こわれはじめた。骨がひとつずつ離れ、粉々に砕け、巻きあげられてゆく。


　そして竜巻がようやく消えたとき、髑髏の姿は完全に消え失せていた。


　アモンはまだ動かない。


　いや、動けるはずがなかった。


　その心臓は鼓こ動どうを止め、魂たましいは肉体を離れていたからである。





（こちらに来るのは、早いと言ったのに……）


　アモンの霊が肉体との繫がりが切れたのを感じ、ナノハは思った。


　だが、彼女自身、そろそろ限界に達している。


（わたしぐらいの霊れい力りよくでは無理ね）


　どうやら相手の霊力のほうが上だった。


　このままでは本当に消えてしまう。


（還かえるしかないわね）


　ナノハは思った。


　だが、アモンが死んだ今、ミツルひとりが残されることになる。


（でも、ミツル。あなたなら、大だい丈じよう夫ぶ）


　ナノハは心のなかでそう呼びかけると、白老鬼から離れた。


　そして瞬時にして、聖せい都とナユタの社に奉ほう納のうされている神体へと戻もどっていた。


　霊力が回復するまで、このまま眠ねむりにつくことになる。


　そして次に目覚めたときには、本物の神しん霊れいとなっていよう。





「逃にげたか……」


　白老鬼はつぶやいた。


　かなり消しよう耗もうさせられはしたが、しょせんは亡ぼう霊れいに毛が生えた程度の神霊でしかない。神代に鬼となり、以来、鬼母神リトラの神職を務めていた白老鬼にとっては、取るに足らぬ相手であった。


　もうひとりの神刀流の武使は、無我の境地に達し、白老鬼が呼び出した鬼の武者髑髏を倒たおしたまではいいが、そのまま魂が離れていった。


　あとに残るのは、無力な小こ娘むすめひとりである。


　無む垢くな巫女みこゆえ、鬼母神リトラの生いけ贄にえに捧ささげるには最適であろう。


　白老鬼は白はく濁だくした瞳ひとみを、巫女に向けた。


　その巫女は、両手を合わせ、祈りを捧げている。


「ここは鬼母神リトラの聖地なり、汝なんじが祈りはいかなる神霊にも届くことはない」


　白老鬼は呼びかけながら、娘に近づいてゆく。


「否いな！」


　娘がつぶらな目を開き、返してきた。


「此この地には偉い大だいな二柱の神霊がおわします」


「二柱の神霊？」


　白老鬼は戸と惑まどう。


　だが、たしかに強力な神霊が近づく気配があった。それもふたつ。


「東とう荒こうの守護神たる征せい東とう将軍コウガ……」


　巫女が左手を上げると、古めかしい鎧よろいで武装した武人の霊が、その上空に浮うかんだ。


「東荒の先住民を率いし偉大なる大だい酋しゆう長ちようウリク……」


　巫女みこが右手を上げると、全身に動物を意い匠しよう化した紋もん様ようを入れ墨ずみし、鳥の羽根でかざったかぶり物や上衣をまとった赤黒い肌はだをした霊れいが浮うかぶ。


「なんと？」


　白老鬼は驚おどろきの声をあげた。


　征東将軍コウガも大酋長ウリクも、たしかにこの東荒に関かかわりの深い神霊である。


　だが、その二柱の神霊を儀ぎ式しきも行わず、たったひとりで呼び出すなど、普ふ通つうでは考えられないことだった。


「わたしは、この二柱の神霊とは縁えんありますゆえ……」


　巫女が白老鬼の心を読んだかのように答える。


「そこにいるのは、この地を呪のろいし悪鬼に他なりません。コウガ様、ウリク様、どうか御ご成せい敗ばいを！」


[image: ]


　巫女が高らかに言って、両手を前に差し出した。


　その動きに導かれるように征東将軍コウガと荒こう神じんウリクの霊体が、白老鬼のもとに近づいてくる。先さき程ほどの神霊とは違ちがい、コウガもウリクも大勢の信者を有する強力な神格である。二柱の神は、互いに敵対しているものの、東荒の守護神であることに変わりはない。


　この地に災わざわいを為す者を成敗するのは、その神格から当然のことなのだ。


「小娘と侮あなどったか……」


　自らを呪うしかない。


「まあ、よい。わしがいなくなろうと、いずれ、鬼母神を祭さい祀しする新たなる神職が現れよう。この世も人も、いつか滅ほろぶのだ！」


　白老鬼は鬼神石を振り返り、高らかに叫さけんだ。


　その背に、コウガとウリクの刀が振り下ろされる。


　その刀に実体はないが、霊れい刃じんと同じだった。


　白老鬼は瞬しゆん時じにして絶命し、鬼神石に抱だきつくように倒れる。





「コウガ様、ウリク様、感謝いたします。どうぞ、お帰りくださいませ……」


　ミツルはその場で恭うやうやしく一礼した。


　コウガとウリクの神霊は鷹おう揚ようにうなずいて消え去る。


　ミツルは胸に手を当てて、大きく息をついた。


　それから、小走りにアモンのもとへと走る。


　首筋に手を当てて確かめてみたが、脈は止まり、冷たくなっていた。


「まだ、間に合う……」


　ミツルは地面に座り、ふたたび祈りはじめる。


「アモン様……」


　アモンの霊れいは、自分のあるべき場所がわからなくなっているだけだ。


　それを見つけだし、この身体からだへ導けば、きっと蘇そ生せいするはずである。


「アモン様……」


　ミツルはアモンの魂に呼びかけた。


　彼女の声は、かつて天上界にも届いたのである。


「絶対に連れ戻しますから」
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　大地を埋うめ尽つくしていた鬼の群れは、突とつ如じよとして黒い霧きりとなり、一いつ斉せいに消え去った。


「術が止まったらしいな」


　ヒエンはスズリに声をかける。


「そのようだ」


　スズリが荒い息をつきながら答えた。


　ここまで彼女は走りながら、鬼の群れを文字通り切り裂さいてきたのである。


　ヒエンはただついてゆくだけだった。


　おかげで童どう子じとの戦いのまえに無む駄だな気力、体力を使わずに済んだ。


　セラの気配は、次第に近くなっている。


　どうやら、正面に小さく見える屋や敷しきのなかに囚とらわれているようだ。童子の気配は一向に感じないが、母と一いつ緒しよにいるという確信がある。


　鬼の群れが消え去った今なら、なんの邪じや魔まも入らず、そこまでたどり着けると思えた。


　ヒエンはスズリとうなずきあうと、先を急ぐ。


　だが、しばらく走ったところで、唐とう突とつな冷気と邪じや気きを感じ、足を止めた。


　ふと気がつくと、行く手が白く染まっている。


　細かく降っていた雨が、そのあたりだけ雪になっているようだ。


　そんな異常なことが自然に起こるはずがない。


　鬼の術に違いなかった。


　そして、白い着物に白い帯をつけた女が、微び笑しようを浮かべながら岩に寄りかかるように立っているのに気がつく。


「あいつの仕し業わざか？」


　ヒエンはつぶやいた。


　神代記の記き憶おくを辿たどり、氷ひよう雪せつ鬼きなる鬼に思い当たる。


「ヒエン……」


　スズリがヒエンの袖そでを引っ張り、近くにある氷の柱を顎あごで示した。


　それは最初、岩が凍こおっているのかと思った。だが、氷の下に透すけているのは、赤茶けた岩ではなかった。


　人である。


　近くには同じような氷の柱がいくつも立っている。


「さぞ無念だろうな……」


　ヒエンはしばし目を閉じ、武ぶ使したちの冥めい福ふくを祈いのった。


「どうするのだ？」


　スズリがヒエンを見つめてくる。


「オレが先行して、あいつの術を防ぐ。おまえはオレの後に続いて、一刀で倒してくれ。おまえの炎えん刃じんなら、雪でも氷でも溶とかせるよな？」


「無論だ」


　スズリが力強くうなずいた。


　疲つかれているはずだが、彼女の気力は衰おとろえている様子はない。


（気の練り方が変わっただけで、これほど違うものなんだな）


　気を高め、術として放つための方法は、武使それぞれが自分に合ったやり方を見み出いだすものだ。うまく気を練られないと強い術は放てない。


　スズリはなまじ高い気力を出していたから、やり方を変えてこなかった。だが、そのやり方では、気力が長く続かなかったのである。


　激しい気ではなく、柔やわらかな気を今のスズリは発していた。だが、その気力の高さは以前より増しているように思える。


「行くぜっ！」


　ヒエンはスズリに合図をすると、雪の上を走った。


「わたしのところまで来れるかしら？」


　氷雪鬼が薄うす笑わらいを浮かべると、右みぎ腕うでを横にひと振ふりした。


　氷柱つららのようなものが、鋭するどい尖せん端たんを向けて飛んでくる。


　ヒエンは走りながら、その軌き道どうを見み抜ぬく。


　そして童どう子じ切ぎりの刃やいばを閃ひらめかせた。


　氷柱が次々と砕くだけ、雪ゆき煙けむりと化して消える。


　ヒエンはひとつを木こ霊だまで返した。風刃が氷雪鬼に向かって走る。


　氷雪鬼は、左の袖をひと振りして、その風刃を打ち払はらった。


　袖は切れたが、氷雪鬼は無傷のようである。


　距きよ離りがあったとはいえ、木霊を止められたのは初めてだった。


「やりやがる……」


　さすが、百鬼に列する上位の鬼は手て強ごわい。


「これはどう？」


　氷雪鬼が今度は天を指し示すように右腕を高く掲かかげた。


　その指の先あたりから、細かな氷が霧となって広がってゆく。


　霧を一点で受けるのは、さすがに無理があった。収束する術ではないからである。


（真しん空くう斬ざんで払うか？）


　ヒエンは一いつ瞬しゆん、考えた。


　だが、そのとき背後で、スズリが気力を最大まで高めたのを感じ、横に飛び退のいて道を開けてやった。


「火か鳥ちよう風ふう撃げき！」


　スズリが叫びながら、大おお太刀たちを突つく。


　その切っ先から、真しん紅くの炎ほのおの塊かたまりが飛び出した。その形は、たしかに鳥にも似ている。


　炎は氷の霧を蒸発させながら、氷雪鬼に向かっていった。


「ふふふ……」


　氷雪鬼は戯おどけるように身体を回転させながら、火の鳥を易やす々やすとかわす。


　だが、火の鳥はいったん通りすぎたあと、いきなり向きを変えた。


「そんな……」


　氷雪鬼の顔が驚きの表情となった。


　氷雪鬼はふたたび左手を振ふって、火の鳥を打ち払おうとする。


「ひいいっ」


　だが、火の鳥に触ふれたとたん、凄すさまじい悲鳴をあげた。


　左手が真っ赤な炎を発し、もうもうと湯気を立ち上らせる。


　氷雪鬼は降り積もった雪で炎を消そうとするように地面を転げまわった。


　だが、炎は消えるどころか、氷雪鬼の全身に燃え広がっている。


　火ひ達磨だるまとなったまま、氷雪鬼はなおもしばらくのあいだ苦く悶もんしていたが、やがて動かなくなった。そして炎が消えたとき、そこには雪が溶けて、剝むきだしになった赤い大地の他ほかはなにもなくなっていた。


「凄まじいな……」


　ヒエンは生なま唾つばを飲んだ。


　スズリの火行の術の威い力りよくは知っているつもりだったが、正直、ここまでとは思わなかった。


「火か鳥ちよう撃げきはただ放つだけだが、火鳥風撃は放ったあとも、気が繫つながっているのだ。ゆえに方向を変えることができる……」


　スズリが照れながら言った。


「あれほど変えられるとは、わたしも思わなかったのだが……」


「まさに、火鳥だな……」


　ヒエンはスズリを労ねぎらうようにその肩かたを叩たたいた。


「さあ、いよいよ童子だぜ」


「そうだな」


　ふたりはうなずきあうと、気をひきしめて屋敷を振り返る。


「ヒエンにもしものことがあったら、わたしも童子に挑いどむからな」


　スズリが静かに言った。


「やめてほしいが、そのときには止められないからな」


　ヒエンは苦く笑しようする。


「だが、そうはさせねぇ。童子は必ずオレが倒たおしてみせる……」
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「来たな……」


　妖よう精せいの膝ひざのうえで目を閉じていた童どう子じは、ようやく近づいてきた気配を感じ、目を開いた。


　そして起き上がる。


　妖精がすべてをわかっているように哀かなしげな目で、童子を見つめた。


「いよいよだのう……」


　セラという名の妖精が言った。


　ふたりがいる屋敷は、元々は鬼き母ぼ神しんを鎮しずめるための神社であったという。


　だが、何人もの神職が百年近くかけて鬼母神を祭さい祀ししても、鬼母神の邪じや悪あくな思念を封ふうじることはできなかった。それどころか、派は遣けんされてきた神職が、鬼母神の思念に冒おかされ、ひとりまたひとりと鬼に変へん化げしたのである。


　やがて神社は放ほう棄きされ、そこはいつからか鬼の居城となった。


　征せい東とう将軍コウガは東とう荒こうへと遠えん征せいし、大だい酋しゆう長ちようウリクが率いる諸部族を鎮めたものの、完全に統治するまでには至らなかった。


　敗れた先住部族の民たみは遠東へと逃のがれ、度たび々たび、侵しん攻こうしてくる。


　そして鬼母神リトラの影えい響きようが強く、人や獣けものも、鬼に変化する者が多く現れた。精せい霊れい樹じゆが封じられたため土地も瘦やせてゆき、それに代わる神しん霊れいの加護も十分ではない。


　他の国から大勢の住民を移住させ、いくつもの村を作りはしたが、ミズホの帝てい国こくが誕生し、三百年が経過する頃ころには、この地は人外魔ま境きようと化していた。


　鬼の長老、白びやく老ろう鬼きが帰き還かんし、鬼き道どう衆しゆうを組織してからは、鬼は急速にその勢力を伸のばし、アーシア全域で暗あん躍やくするまでになっていた。


　だが、その鬼道衆は今や壊かい滅めつしつつある。


　百鬼と称しようされる鬼たちが、ひとりまたひとりと死んでゆくのを、童子は夢のなかで感じていた。仲間意識などはない。


　鬼の王、阿あ修しゆ羅ら鬼きとなれば、無数の分身を作り、魂たましいを持つ者すべてを狩かるつもりだったのだ。そのなかには、鬼たちもいる。


「思っていたより脆もろかったな。それとも、人と妖あやかしが思ったよりも強かったってことか？」


　童子は鼻を鳴らした。


「神代においては、妖精がこの世を救った。じゃが、此こ度たびは人のほうが、この世を救ったようじゃな。それだけ人は強くなったのじゃ」


「人が強くなった分、鬼も強くなるはずなんだがな……」


「本当に強い人は、鬼にならなかっただけのこと」


　セラがそう言って、布ふ団とんに寝ねかされているクオンという武ぶ使しを静かに見下ろした。


　クオンは骨と皮になるほどに瘦せている。肌はだは青黒く、鼓こ動どうも呼吸もゆっくりとしたものである。


　セラにできたことは、彼の髪かみを整え、ひげをそり身体からだを清潔にし、床とこずれには膏こう薬やくを塗ぬり、そして毒と知りつつ、白老鬼から与あたえられた薬湯を口移しで飲ませるだけだった。それがクオンを看みる条件だったからである。


　童子もセラと交かわした約束を守り、彼女を他の鬼には指一本触れさせなかった。


　夜中に忍しのびこみ、彼女を喰くおうとした鬼は一いつ匹ぴきや二匹ではなかったが、童子はそれらを問答無用で叩き斬きった。


　この妖は、自分の手で殺さねばならない。


　愛する者をこの手で殺すことほど、業ごうの深いことはない。そしてもうすぐ童子は、我が子ともいえる武使と戦うことになる。


「さあ、最後の一歩を進むとしようか」


　童子はそう言うと、部屋から出て、屋や敷しきの中庭へと裸足はだしのまま降り立った。


　そこは、赤茶けた細かな砂利じやりが敷しきつめられているだけで、植物も岩も池もない。


　ただ、広さは十分にあり、戦うにはなんの障害もない。


　童子はゆっくりと大太刀を抜ぬいた。


　それは、クオンが使っていたものである。


　霊れい刃じんが放てるように様々な鋼はがねを相そう克こくさせて、属性を打ち消す工く夫ふうがされてあった。同時にどの属性の術も放つことができる。


　童子もあらゆる術を操あやつれるから、扱あつかいやすい大太刀であった。


　だが、それは自分がクオンという武使の分ぶん霊れいにしかすぎないことを思い知らされる。


（気にすることなどない）


　童子は自らに向かって言う。


（戦いにおいては勝つか負けるかだけだ。勝った者が強い。そしてアーシアで最強の存在は、このオレだ）


　童子の目が、赤く輝かがやいた。





　開いたままの門をくぐり、ヒエンはスズリとともに屋敷へと踏ふみ込んだ。


　そのとき、童子の気配をはっきりと感じた。


　ヒエンは気配を追って、建物を迂う回かいし、中庭へと向かう。


　その中央に、童子が立っていた。


　手にしているのは父が使っていた無む銘めいの大太刀だ。父が自ら鍛きたえたものである。


　幼い頃、父がひとりで刀を打っているのを見た記き憶おくがうっすら残っている。


　ヒエンは自らが鍛えた大太刀を抜くと、両手に持ち替かえた。


「この前とは、刀が違ちがうな」


　童子が声をかけてくる。


「新しく鍛えたんだ。おまえを斬るためにな」


　ヒエンは応じた。


「ふん……」


　童子が鼻を鳴らした。


「まあ、やってみろよ。できるならだけどな」


「ああ、やってやるさ」


　ヒエンは応じる。


　そのとき、近くにある部屋から、セラが姿を現した。


　そして縁えん側がわの廊ろう下かに正座する。


　ヒエンは一いつ瞬しゆんだけセラを見た。


　セラの視線もこちらを向いていて、無言で小さくうなずきかけてくる。


　ヒエンは、アオイ島とうで父と稽けい古こをしていたときのことを思い出した。あのときも、セラは縁側で正座をしたまま、稽古の様子を見つめていた。


（あのとき、母さんは、なにを思っていたんだろう？）


　修しゆ行ぎようをはじめて十数年間、毎日が苦しい修行の日々だった。激しい戦いも経てきた。


　敗れて死ねば、すべてが無に帰す。それが武術というものだ。


　しかし、父と母を救うため、そしてスズリを死なせないためには、童子に負けるわけにはゆかない。


「始めるぜ？」


　ヒエンは童子に呼びかけた。


「いつでもいいぞ」


　童子がうなずく。


　そしてふたりは同時に間合いを詰つめた。





　戦いがはじまると、スズリはすぐにセラのもとへ走った。


「ご無事でしたか……」


「心配かけて、すまなかったのう」


　セラがうなずいた。


　しかし、セラの視線はヒエンと童子の戦いに向けられたままである。


　スズリは廊下の向こうの障子が開いたままの部屋に誰だれかが寝かされているのに気がついた。


（おそらく、クオン様……）


　鬼おにの術と薬によって、半死半生の状態にされていると聞く。


　だが、死んだわけではない。意識がもどる可能性もあるのだ。


（ヒエン……）


　スズリは祈いのるような気持ちで、ヒエンと童子の戦いを見つめる。


　童子の動きは速く変へん幻げん自じ在ざいという言葉で表すしかなかった。


　自分の背せ丈たけほどもある大おお太刀たちを軽々と振ふっている。


　スズリでもその太刀筋すじを見み極きわめることは難しかった。


　だが、余よ裕ゆうは感じられないものの、ヒエンは童子の攻せめをすべて受けている。崩くずされている様子もない。


「すごい……」


　スズリは思わず声を漏もらした。


　握にぎりしめた拳こぶしがじっとりと汗あせばんでくる。


　童子の動きは人間をはるかに超ちよう越えつしているのに、ヒエンの五感はその動きを精密に捉とらえ、全身は正確に反応していた。


　スズリはヒエンの実力を誰よりも知っているつもりだった。


　だが、今のヒエンの動きは、スズリと稽古や仕合をしているときとは、あきらかに違う。


　神しん明めい流りゆうは相手の動きや呼吸に合わせるからだろう。


　スズリはヒエンを本気にさせているつもりだったが、彼にはまだ余力があったということだ。


　当人もおそらく気がついてなかっただろうが……


　童子がいかに攻め続けてもヒエンは崩れそうにない。むしろ童子のほうが崩れつつあった。


　童子の身体がわずかだが右に流れる。


「ハアッ！」


　その隙すきをついて、ヒエンが初めて反はん撃げきに出た。


　童子の体が流れた側から、大太刀を水平に振るう。


　いつもの彼なら、絶対に自分からは攻めない。だが、今の目的は童子の剣けんを受けつづけることではなく、童子を倒たおすことなのだ。


「ぬるいなっ」


　童子がそれを受け、今度はヒエンが崩れる。


　それからは、しばらくのあいだ互たがいに攻め手と受け手が目まぐるしく入れ替わった。


　そしてふたりは申し合わせたように同時に飛び退のくと間合いを取った。


　ヒエンは肩かたで息をしていた。


　驚おどろいたことに童子も同じである。


「受けつつ相手を崩し、疲ひ労ろうさせる。お互いしかけたほうが負けるってことかよ」


　童子がヒエンに嗤わらいかけた。


「そのようだな……」


　ヒエンにもそれはわかっているようだ。


　不ふ動どうを極きわめた神明流の使い手同士の対決は、そうならざるをえないのだろう。


「なら、残された手はひとつ……」


　童子が大太刀を脇わき構がまえにし、峰みねに左手を添そえる。


　人の魂を斬る霊刃を放つつもりなのだ。


　だが、その霊刃をヒエンは不完全だが、受けている。


　不動を会え得とくした今なら完全に受けられるはずだった。


（ヒエンが勝てる）


　スズリは内心、歓かん喜きする。


　ヒエンも最初、大太刀を正眼に構え、受けの姿勢を取ろうとした。


　だが、すぐにその構えが変わり、童子と同じ脇構えになる。


「ほう？」


　童子の目が輝く。


「その構えは？　オレと撃うち合うつもりかよ？」


「ああ、そうだ」


　ヒエンが答えた。


「なぜ、受けないのだ？」


　スズリは戦いのさなかということも忘れて、つい声をあげる。


　だが、戦いに集中しているヒエンが、それに答えるはずがなかった。


　ふたりはまるで同じ舞ぶ台たいで同じ舞まいを演じているように動く。


　このまま相あい討うちになるかもしれない。


　スズリは全身が震ふるえるのを感じた。


　だが、もう声は出さない。


　傍はたから見ているだけでは、わからないこともある。ヒエンは彼なりの判断で、童子の霊刃を受けるのではなく、霊刃を撃ち合うことを選んだのだ。
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「おもしろいな」


　童子は影かげをまとうような真っ黒な霊光を放っている。


　ヒエンはいつもの蒼あおではなく白い霊光を放っていた。


　そしてふたつの霊刃が、まったく同時に放たれたのだ。





　ヒエンは不思議な感覚を覚えていた。


　最強の戦鬼を相手に、命いのち懸がけで戦っているというのに、恐きよう怖ふよりも懐なつかしさばかりがこみあげてくる。


　理由は明らかだ。童子の剣が、父クオンと同じだからである。


　鬼の力により、強さや速さは増している。だが、組み立てや癖くせは、父と同じだった。


　稽古だから、ヒエンがついてこられる限界まで、父は攻めていた。ただし、限界を超こえたことはない。ヒエンが上達すれば、それに合わせて攻めが鋭するどくなるだけだった。


　まるで猛もう暑しよの日の道に浮うかぶ陽炎かげろうのようなもので、追っても追っても逃にげてゆく。実は無限の彼方かなたにいるのではないかと思うこともしばしばだった。


　だが、今、童子はヒエンの手の届くところにいる気がした。


　ただし、超えたわけではない。かろうじて対等というところだった。


　しばらく刃やいばを交え、攻めたほうが崩れるということがわかった。


　さほどの時間ではなかったのに、ヒエンは自分がひどく消しよう耗もうしているのがわかった。


　だが、それは童子も同じようであった。


　神明流の使い手同士で、実力が対等ならば必然である。


　このままでは、睨にらみあいにならざるを得ない。


　だが、童子がそれを嫌きらった。


　鬼の王を目指す彼にとって、人を相手に手が出せぬという状じよう況きようは認められなかったのだろう。ヒエンが武術の道を歩んでいるように、童子もまた鬼道を歩んでいる。阿修羅鬼となれるのは最強の鬼なのだ。


　それゆえ、童子はあの霊刃で勝負を決しようとした。


　ヒエンにとって、望むところである。


　不動で止めてから、霊刃で童子を斬きればいいのだから。


　だが、ヒエンはその考えを変えた。


（それでは勝てない）


　そんな気がしたからである。


　それゆえ霊刃を撃ち合うことを選んだ。


　相討ちになることは当然、覚かく悟ごのうえである。


　童子を斬れば本ほん望もうだった。


　ヒエンは気力を高め、霊刃を放つ型に入る。


　自らのなかの鬼を制する心を刃に乗せて放つのが、ヒエンの霊刃だ。


　童子の霊刃は、純じゆん粋すいな殺意を刃に乗せているのだろう。


　父がその霊刃を使えるのは、童子という鬼が心のなかにいたからだ。


　父は自分自身でさえ受けられぬ攻めを求め、その霊刃を編みだしたのである。


　それが、ヒエンが霊刃を撃ち合うことを選んだ理由のひとつだ。


「ハアーッ！」


　ヒエンは気力を最大限にまで高めていた。


「ハッ！」


　そして霊刃を放つ。


　童子の霊刃も同じく放たれていた。


　受けられないのはあきらかだ。


　ヒエンは覚悟を決め、その刃を受け入れる。


　次の瞬しゆん間かん、なにかが自分のなかを通りすぎた。


　ヒエンは急速に意識が遠のくのを感じる。


　そしてすぐに完全な闇やみと静せい寂じやくとが訪おとずれた。





「ヒエン！」


　スズリが見つめるなか、ヒエンと童子は相次いで倒れた。


　スズリはあわててヒエンに走り寄る。


　蘇そ生せい術を施ほどこせば、息を吹ふき返すかもしれないと思ったのだ。


　スズリは倒れているヒエンを仰あお向むけにすると、唇くちびるを重ね、息を吹き込もうとする。


　ヒエンの唇は、ひどく冷たく感じられた。


　しかし──


「うぷっ」


　ヒエンがわずかに動く。


「ヒエン？」


　スズリは涙なみだをにじませながら顔を離はなす。


　ヒエンの目が、ゆっくりと開いていた。


「よう……」


　そして唇が動き、声をかけてくる。


「ヒエン……」


　スズリは涙を流しながら、ヒエンに覆おおい被かぶさる。


「無事だったのね」


　我知らず女言葉になっていた。


「童子は？」


　ヒエンがスズリに訊たずねてくる。


「そ、そうだな……」


　スズリはあわてて立ち上がると、童子の様子を確かめた。


　子供の姿をした鬼おにの姿は、そこになかった。


　ただ童子の着物だけがあり、そのなかでなにかが動いている。


　スズリは恐おそる恐る手を伸のばし、着物を左右にめくってみた。


　そこに赤子の姿を見つける。


「どうして？」


　スズリは疑問を覚えながらも、その赤子を童子の着物にくるんで抱だきあげた。


　そのとき、ヒエンがよろよろと立ち上がる。


「そいつは？」


「赤子だ。童子の姿はない」


　スズリは普ふ段だんの口調にもどっていたが、それも意識してのことではない。


「それが、童子じゃろう。鬼が消え、本来の赤子の姿にもどったのだ」


　いつのまにか、セラが側そばにやってきていた。


「これが童子？」


　スズリは驚おどろいて赤子の顔を見つめる。


　生まれてから一歳に満たない感じである。


　目は閉じたままで、あまり動かない。眠ねむっているだけのようだが、すこし心配になる。


「生まれる前からでも、魂たましいはちゃんと宿っていたということじゃな。ただ、クオンの分ぶん霊れいを入れられて眠っておったのじゃろう。まあ、妖よう精せいを宿しているわしと似たようなものじゃな」


　セラがそう言って、スズリから赤子を受け取る。


「おお、おお、無む邪じや気きな顔をしておる。ぐったりしておるが、怪け我がもないし、病気でもあるまい。ちゃんと育つであろう」


　セラが目を細めた。


「母さん……」


　ヒエンが疲つかれた声でセラに呼びかける。


「なんじゃ？　妬やいておるのか？　わしに甘えたいのなら、そう言うがよい。あとで抱だきしめてやろう」


「誰だれがだよっ！」


　ヒエンがむきになって声を荒あらげた。


「勝手に鬼に捕つかまっておいて、助けてやったというのに礼のひとつもないのかよ？」


「子が母を助けるのは当然というものじゃ。それだけ元気なら、心配はないようじゃな」


「童子の霊刃で斬られたときには覚悟したがな。スズリの声が聞こえてきて、目が覚めた」


　ヒエンがむっつりと言う。


「もしかして、霊刃を受けたのか？」


　スズリは声をかけた。


「いや、まともに斬られた。だが、不思議だな。神しん域いきで受けたときより、効いた感じがしない」


「あのときは、丸一日、意識を失ってたからな……」


　スズリもあの霊刃で斬られたから、どういう感じかはわかる。


　目覚めてからも、しばらくのあいだ、身体からだの調子は悪かった。


「霊刃の威い力りよくが弱かったのだろうか？」


「おそらくな」


　ヒエンがうなずく。


「どうしてだろう？」


「オレが知るかよ」


　ヒエンが不ふ機き嫌げんに言った。


「ヒエンの霊刃は、童子のなかの鬼を斬ったのだろう？　だから、童子は本来の赤子の姿にもどった」


「そうなんだろうな」


　セラが抱かかえている赤子に目をやって、ヒエンがつぶやいた。


「つまり、ヒエンは勝ったということだ」


　ふたたび涙がこみあげてくる。


　だが、それを抑おさえようとは思わなかった。


　今はいくらでも泣いていいはずだった。


　スズリは泣きながら、ヒエンの胸に飛びこんでゆく。


　そして子供のように泣きじゃくった。


「ちょ、スズリ……」


　ヒエンが狼ろう狽ばいして、スズリを離そうとする。


　だが、スズリは離れなかった。


　ヒエンの胸のなかで、声をあげて泣き続ける。


「心配かけたな……」


　ヒエンが声をかけてきた。


　そしてためらいながら、スズリを抱きしめる。


「大だい胆たんじゃのう……」


　セラが呆あきれたように言った。


「そうだ！　親父おやじは？」


　ヒエンがはっとなってスズリを離し、セラが座っていた場所を振ふり返る。


　すると、そこに柱にもたれかかるように、ひとりの男が立っていた。


　ひどく瘦やせている。


　だが、それは間ま違ちがいなく父クオンにほかなかった。


「親父……」


　ヒエンが呆ぼう然ぜんとつぶやく。


「スズリ殿どの……」


　セラも魂が抜ぬけたような声でつぶやくと、赤子を手て渡わたしてきた。


　スズリはあわてて受け取り、胸に抱く。


　赤子はまだ眠っていたが、むずがるようにわずかに動いた。


　そしてセラはふらふらとクオンのもとへと歩み寄ってゆく。


　クオンが縁えん側がわの板いた敷じきに腰こしを下ろし、セラに手を伸ばした。


「クオン……」


　セラが夫の名を呼んだ。


　そして最後の距きよ離りを一気に走り、その胸に飛び込んだ。


　今し方、スズリがしたように声をあげて泣く。


　スズリはまたも涙がこぼれた。


　ヒエンが抱き合う父と母から顔をそむける。


　セラの泣き声は、しばらくのあいだ続いた。


　しかし、唐とう突とつにその声が止やみ、セラは何事もなかったかのように、クオンから離れる。


「具合はどうじゃ？」


　セラがクオンに訊ねた。


「最悪だな」


　クオンがため息をつく。


「まるで、自分の身体ではないようだ」


　クオンの声を聞いて、ヒエンがようやく振り返った。


「親父……」


　ヒエンがためらいながら声をかける。


「世話をかけさせてくれたな」


「身に覚えがない」


　クオンが平然と答えた。


　そして裸足はだしのまま、中庭に立つ。


　ヒエンは童子が手にしていた大おお太刀たちを拾い上げると、鞘さやに収めてから、父に向かって投げた。


「杖つえには、もってこいだろ？」


　ヒエンが意地悪く声をかける。


「助かる……」


　クオンは自らの大太刀を受け取ると、それを杖にし、一歩一歩、足を動かした。


「どうやら、大だい丈じよう夫ぶそうだな……」


　ヒエンがそれを見て、安心したようにうなずく。


　そして、自らの大太刀を拾い上げた。


　しばらくその刃やいばを見つめたあと、なにを思ったか、ヒエンは突とつ如じよとして、クオンに向かって走る。


「ヒエン！」


　いったい、なにをするのかと、スズリは目を見張った。


「親父には言いたいことが山ほどある。だが、まずはこれだっ！」


　そして上段から、クオンに向かって、大太刀を振り下ろす。


　だが、次の瞬しゆん間かん──


　クオンが自らの大太刀を居い合あい抜ぬきにすると、ヒエンの刃を軽々と受けた。


「う、噓うそだろ？」


　ヒエンが呻うめき声を漏もらす。


　まるで不動を受けたように身体が動かず、心も真っ白になる。


「甘い攻せめだな。神明流とて、攻めなければならないときもある。まさか、まだ受けだけを鍛きたえていたのではあるまいな？」


　クオンが声をかけると、ヒエンがくたくたとその場に座り込んだ。


「今なら……ひと太刀入れられると……思ったのに……」


　ヒエンが虚うつろな表情で言う。


「な、情けない……」


　スズリは片手で顔を覆おおった。


「ところで、なぜ、あの女がいる？　あいつは疫やく病びよう神がみだぞ。あいつが近くにいたせいで、オレは霊刃を撃うてなかった。そして鬼おにに組みつかれ、海に……」


　クオンがふたたび縁側に腰をおろすと、スズリに指を向けた。


「なっ……」


　クオンの言葉に、スズリは呆然となる。


「クオン様が、鬼に囚とらわれたのは、わ、わたしのせい？」


　思わず赤子を落としそうになったが、すぐ我に返り、両手で抱えなおす。


「そ、そんな……」


　また涙なみだが滲にじんできた。


「そんなことだろうと思ったぜ……」


　ヒエンは笑い声をあげた。


「オレもこいつのせいで、何度か死にかけたしな」


　そう言いながら、スズリの側そばにやってきた。


「でもな……」


　そしてスズリの肩かたに手をかけ、クオンを振り返る。


「こいつは、オレの弟で子し……いや最高の稽けい古こ相手なんだ。親父を超こえるために、オレはこいつと修しゆ行ぎようの旅に出るぜ。次に会うときには、絶対にひと太刀入れてやるからな」


「オレが生きているあいだに頼たのむぞ」


　クオンが苦く笑しようした。


「それと、ひとつだけ教えてくれねぇか……」


　ヒエンがクオンを見つめる。


「なんだ？」


「親父が編みだした霊刃のことなんだが、あれは人の魂たましいを斬きるんだよな？」


「霊刃とはそういうものだろう？」


「それはそうなんだが、オレはさっき、あの霊刃で斬られたんだ。親父の分ぶん霊れい──童子という戦鬼にな」


「あの霊刃で斬られた？」


　クオンが驚おどろいた表情になる。


「鬼どもは、オレを仲間にしようといろいろとやってくれた。あげく、それでも無理だと悟さとると、オレのなかにいる鬼を引き出そうとした。オレは薬を飲まされ……」


　クオンが顔をしかめ、両手で頭を抱えた。


「大丈夫か？」


　セラが心配そうに声をかける。


「大丈夫なものか。最悪の気分だ。だが、すべてはオレが不覚をとったせいだからな……」


　クオンが手を離はなし、頭を何度か振った。


　そして顔をあげ、ヒエンを見つめる。


「オレはあの霊刃を不動で止めようとしたんだ。だが、やめることにした。あれは受けることのできない剣けんとして編みだしたんだろ？」


「そうだ……」


　クオンはうなずく。


「だが、受け得ぬ剣などない。そして絶対の攻めもない。ようは、攻め手と受け手の力量ということだ」


「それは、なんとなくわかるんだが……」


「あの霊刃を一点刹せつ那なで受けるのは、おそらく不可能。せいぜい威い力りよくを弱めるぐらい。だが、魂が傷つけば、命を失わずとも意識を失う。仕合でも戦いくさでも、それでは死んだも同然だからな」


「やはり、受けなくて正解だったか……」


　ヒエンは身み震ぶるいした。


「じゃあ、オレが生きているのは？」


「霊刃の威力が弱かったのだろうな。霊刃とは、魂をもって魂を斬るようなもの。その魂が不完全なのだから、自おのずと術も不完全なものとなろう」


「分霊ゆえの限界？　いや、神域ではあの霊刃を受けて、もっと長い時間、意識を失っていた。それも鳳ほう翼よく、凰おう翼よくで受けて、威い力りよくを弱めていたのに……」


　ヒエンはひとりごとのようにつぶやく。


「童子の鬼き気きが弱まっていたのじゃろう」


　セラが勝ち誇ほこったように言った。


「なんでだよ？」


　ヒエンはセラを振ふり返る。


「わしと一いつ緒しよにいたからに決まっておる。童子にはクオンの心もわずかながらに残っていたからのう。その心が大きくなっていたのじゃ」


「童子は母さんに手て懐なずけられていたってことかよ？」


　ヒエンはうめいた。


「わしの魅み力りよくのなせる業わざじゃのう……」


　セラが高らかに笑う。


　そして真顔になると、


「童子は子供の頃ころのクオンじゃ。この世の滅めつ亡ぼうを望んでいたのは寂さびしさゆえ。それが満たされれば、鬼気が弱まるのも道理というもの」


　と、静かに続けた。


「だから、オレは死ななかったのか……」


　普ふ通つうなら、刺さし違ちがえていたということだ。


（オレも、まだまだだな）


　ヒエンはため息まじりに空を見上げた。


　空は晴れていたが、薄うす暗ぐらくなっている。


　西の空は茜あかね色いろに染まっていた。


　そのとき、鬼き神しん石せきのほうから鬨ときの声が響ひびいてきた。


　それは、何度も何度も繰くり返される。


「どうやら、戦が終わったらしいや」


　ヒエンはスズリにうなずきかけると、彼女の手を取った。


「そうだな、我々は勝ったのだな」


　スズリがようやく笑え顔がおになる。


　そして鬼神石に向かって、ヒエンはスズリと並んで歩きだした。
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　帝てい国こくによる東とう荒こう遠えん征せいは多大な犠ぎ牲せいを払はらいはしたが、からくも勝利で終わった。


　鬼き道どう衆しゆうは長おさである白びやく老ろう鬼きをはじめ、百鬼のほとんどを失い、壊かい滅めつした。


　だが、鬼き母ぼ神しんリトラを封ふうじた鬼き神しん石せきを破は壊かいすることはできないし、その思念は弱まりこそすれ、完全に消えることはなかったのである。


　帝てい都とに凱がい旋せんした遠征軍は勝利宣言を行い、アーシア全土に戦乱の終結を布告した。


　その命に従わない勢力も多くいたが、それらは賊ぞくとして順次、討とう伐ばつが行われる。


　年月はかかるだろうが、皇こう帝ていタイガによるアーシア再統一は確実だと、人々は噂うわさした。


　そして皇こう妃ひシオンが主導し、帝てい政せいの改革がはじまる。


　皇帝の選定は、近この衛え各流派による合議制とされ、合意が得られない場合のみ選せん帝てい仕合が行われることとなった。


　各流派には勢力に応じた階位が与あたえられ、軍ぐん役えきと治安維い持じの義務が課せられた。一方、帝国は各流派に禄ろくを支給する。


　階位は四年に一度の大おお仕じ合あいの成績で変動する。ただし、大仕合は竹刀しないを用いた武技試合と、武術演武に分けられ、死者が出ないよう配はい慮りよされた。もっとも、武ぶ使し同士の個人的な仕合は双そう方ほうの合意と第三者の立ち会いがあれば認めることとなった。


　一方、国主、郡主、村主は現地から登用される役人とともに地方行政を司つかさどる。東荒遠征に功績のあった元領主が、それらに登用されたが、その役職は世せ襲しゆうではなく、任命権は皇帝に与えられた。


　中央も執しつ政せいを頂点とし、行政組織が整えられていった。官かん僚りようの登用は当面、推挙によることとなったが、養成所が設置され、やがては試験制を導入することが決定された。


　皇帝タイガによる新帝国が、不安定ながらも船出したのである。


　そして、東荒遠征から一年が過ぎた──





「瑞ずい国こくハルカ、平定いたしました……」


　近この衛え北ほく斗と流りゆうの当主に復帰したトウイは皇帝タイガと皇妃シオンの玉座に向かい、恭うやうやしく一礼したあと報告した。


「ご苦労だったな」


　皇帝タイガが鷹おう揚ようにうなずく。


「これで、西国の平定が終わりましたね」


　皇妃シオンが笑え顔がおを浮うかべた。


　帝国の布告に従わなかった勢力も、近衛が遠征すると、ほとんど抵てい抗こうすることもなく降こう伏ふくすることが多い。あくまで抵抗する勢力は近衛の武使たちにことごとく成敗された。


　そしてその事実が広まるにつれ、帝国に服従する勢力が相次いでいる。


　今のところ辺境にまでは手が回っていないが、いずれは将軍と太守を派は遣けんし、統治を及およぼす予定である。


「ただちに、国主を派遣します。近衛は瑞国の守護を選定してください」


　執政ハイマが静かに言った。


「わかりました。近衛会議を招集しましょう」


　トウイはハイマに答える。


　近衛北斗流は遠征のあと、正三位の階位となっていた。


　五階位の特進であるが、それは遠征での戦功が評価されただけではなく、断絶したり、勢力が減り、近衛から去った流派もあったからだ。


　しかし、そういった流派には相応の恩賞が与えられている。その恩賞で流派を再興し、いずれは近衛にもどってくるだろう。


　また、近衛に対し、階位を申しん請せいしている流派も数多くあった。そして武使に憧あこがれる少年たちが、各流派に弟で子し入いりを志願しており、帝国もそれを奨しよう励れいしている。


　当面のあいだ、近衛北斗流の発展を自らの使命とするつもりだ。だが、いずれはふたたび当主の地位を返上し、修しゆ行ぎようの旅に出るつもりでいる。


　彼の先を歩む神しん明めい流りゆうの使い手に追いつき、追い越こすためである。


（待っていろよ、ヒエン……）


　トウイは心のなかでつぶやくと、皇帝の御ご前ぜんから退出した。


「トウイ殿どのは武使にしておくには惜おしい人物、ぜひ帝国の政まつりごとに参加していただきたいものです」


　トウイが去ったあと、ハイマが真顔で言った。


「受けるはずがねぇな。あいつは、皇帝を目指している。そして剣けん聖せいの名を継つごうとしているあの武使に勝つことをな」


　タイガが笑う。


「ヒエンが当主となっていれば、神明流が近衛から落ちることもなかったのでしょうが……」


　シオンはため息をついた。


　近衛神明流は先の当主ツツイが亡なくなり、当主が空位となっている。


　先日の遠征にも数人の門人が参加しただけである。それゆえ、神明流は近衛落ちとされ、神しん域いきがある興こう国こくヤシマの守護職を与えられた。


　神明流の道場は〝御お国くに流りゆう〟として帝都シスイに開かれることとなり、当主は空位のまま、門人のひとりが守護職のみを受けることになった。


　しかし、東荒におけるヒエンの活かつ躍やくが評判となり、入門を志願する者が続々と押し寄せているらしい。その流りゆう儀ぎの地味さと修行の難しさから、決して主流となる流派ではないだろうが、武術の発展にとっては必要不可欠な流派でもあった。


　ヒエンが修行を終え、帰き還かんしてくれば、間ま違ちがいなく近衛に復帰できる。


　だが、それがいつのことになるか、シオンには想像もつかなかった。


（まあ、無事でいてくれれば、それでよい。それ以上のことは望まぬし、望めもせぬ。ヒエンの志の低さこそが武使の鑑かがみとなれば、無む駄だな争いが起こることもなかろう）


　このところ、ハイマが執政としての有能さを発揮しはじめ、シオンが口を出すことも減ってきている。


　タイガは皇帝の生活に飽あき飽きしているだろうが、以前のように帝てい位いを捨てて出しゆつ奔ぽんする様子もない。


　シオンは自分の願いが叶かないつつあることに満足していた。


　タイガとともに怠たい惰だな暮らしを営むこと。それこそが、この帝国の平和の象しよう徴ちようなのである。


（まだまだ、当分は無理だろうけど……）








　神じん代だい樹じゆの森には、静かな時が流れていた。


　東荒の遠征では、十人近くが犠牲となっている。そして、何十人かが森を去り、アーシア各地へと旅立っていった。


　土ど妖ようのタンナもそのひとりで、彼女は今、神域で暮らしている。帝国の行く末を自身の目で見守ろうとしているのだ。またいかにして人と平和に共存するかを模も索さくしている。


　金きん妖ようラズリもまた、アーシア各地を巡めぐる旅に出ていた。新たな鋼はがねを採さい掘くつし、精せい錬れんするためである。


　樹じゆ妖ようのヤクシは、この森に残っている。今は、ようやく苗なえ木ぎとなった精せい霊れい樹じゆを育てるべく、妖よう術じゆつのかぎりを尽つくしていた。神域にあったような大きさに育つのは、まだまだ先だろうが、精霊の力はゆっくりと回復してゆくはずである。


　そして妖よう精せいの女王を魂たましいに宿しているセラは、夫クオンとともに暮らしていた。


　クオンの回復はかならずしも思わしくない。白老鬼の毒が完全には抜ぬけていないし、魂にも癒いやせぬ傷を負っているからだ。


　ふたりは、かつて童どう子じであった赤子を引き取って、育ててもいる。


　もうよちよちと歩くようになり、片言で話すようにもなっていた。こちらのほうは、とても元気だ。


　血は繫つながっていないが、セラはクオンとともに、実の子として育てるつもりである。


「まるで夢のようじゃのう……」


　セラは眠ねむっている赤子を見ながら、目を細めた。


　ヒエンがまだ幼かった頃ころを思い出していた。


「そうだな……」


　クオンが薬湯を飲みながらうなずいた。


「この身体からだでは、武術に未練を感じる気にもなれない。隠いん居きよ暮らしを楽しむとするさ」


「未練を感じないのは、身体のせいだけではあるまい？」


　セラは夫を振ふり返った。


「ふん……」


　クオンが面おも白しろくなさそうに鼻を鳴らした。


　その癖くせは昔からである。童子にも同じ癖があった。


「わしは、ずっとこの姿のままじゃからな。おまえが老いて死ぬまで、面めん倒どうを見てやろう」


　セラはクオンに笑いかける。


（そしておまえが逝いったとき、わしも永遠に眠ろう。そしてこの身体を妖精の女王に返す）


　セラはずっと昔から、そう決めていた。


「面倒を見ているのは、どちらだ？」


　クオンが苦く笑しようを漏もらす。


　たしかに身体は不自由だが、いっさいの家事は、ずっとクオンがやっているのだ。


「わしが側そばにいるだけで満足であろう？」


　セラは悪びれることなく言う。


「そういうことにしておこう……」


　クオンがため息をついた。


　だが、その表情はまんざらでもない。


「わしはアーシア一の果報者じゃ」


　セラはクオンに近づくと、最愛の夫をそっと抱だきしめた。








　聖せい都とナユタにあるウツヒミ大だい神じん宮ぐう、その背後にあるアマギ山さんの山頂に建てられた小さな社の境けい内だいを、ひとりの少女が掃はき清めていた。


　側には神職姿の男がおり、拝はい殿でんを拭ふき掃そう除じしている。


　少女はミツルである。そして男はアモンだった。


　ミツルは東荒での戦いのあと、その働きを認められ、神宮への帰参がかなったのである。そして自ら進んで、この小さな社の巫女みことなったのだ。


　アモンはミツルの呼びかけで、魂が肉体にもどり息を吹ふき返したのである。そしてその恩に報むくいるため、武術を捨て、宮ぐう司じを務めていた。


　天上神を祭さい祀ししているこの神社では、山の上ということもあり、さほど多くの参拝者が訪おとずれるわけではない。


　だが、このところ、わずかずつだが、参拝者が増え続けていた。


　噂うわさが噂を呼んでいるのである。


「あの……」


　ひとりの若い娘むすめが、鳥居をくぐり、境内に入ってきた。


「はい、なんでしょう？」


　ミツルは屈くつ託たくのない笑顔で、娘を出で迎むかえる。


「参拝していいですか？」


　ためらいがちに娘が訊たずねてきた。


「ここは社ですよ。参拝するための場所です」


　ミツルはうなずくと、掃き掃除の手を止める。


「そ、それで、その……」


　娘はさらにためらいながら、ミツルに話しかけた。


「こ、この社の神しん霊れい様には、ど、どのような御ご利り益やくがあるのでしょう？」


「ナノハ様は天上神の奏上者と呼ばれています。天上界ラーシアへの使者であり、また天上界と天下界との境界を守護なさっております。天変地異を防いでおられるのですよ」


　ミツルはすらすらと答える。


　だが、それは娘が求める答えではないことは承知していた。


　娘が恥はずかしそうに顔を伏ふせながら、まだなにか言いたげにしている。


　それを見て、ミツルは小さく咳せき払ばらいをした。


　そして、娘に顔を寄せてゆく。


「ここだけの話ですが、ナノハ様にはテマリ様というもうひとつの神格がありまして、恋れん愛あい成じよう就じゆの御利益があります」


「ほ、本当ですか？」


　娘が顔をあげ、表情を輝かがやかせる。


「本当ですよ」


　アモンが横から言葉を挟はさんだ。


「テマリ様は、アーシア一恋愛下手な男と、アーシア一縁えん遠どおい娘の縁えん結むすびをなされました。あなたのような器量のよい娘なら、恋愛の成就は間違いないでしょう。わたしもともに祈き禱とうし、護ご符ふをお守りにして差し上げましょう」


「ぜ、ぜひ、お願いします」


　娘が勢いよく、頭を下げる。


　それを見て、ミツルとアモンは顔を見合わせ、笑え顔がおを浮うかべた。


　霊れい力りよくのほとんどを失い、眠りにつくナノハにとって、参拝者の祈いのりこそが霊力回復の特効薬である。


　そしてナノハは新たな神格を得て目覚めるだろう。


　それは天上神の奏上者であるはずだ。だが、もうひとつ、もっと世せ俗ぞく的な縁結びの神格のテマリも目覚めさせたいと、ミツルとアモンは企たくらんでいる。そのため、ひそかにこの噂を広めているのだ。


　ここだけの話が、ここだけで済むことは、古今東西、一度もないのだから……








　東荒の北部にある洞どう国こくカナタを歩きながら、神明流の使い手は大きなくしゃみをした。


　その隣となりを歩いていた天てん元げん流りゆうの女武使も、すこし遅おくれてくしゃみをする。


　ヒエンとスズリのふたりである。


　スズリは、東荒での戦いで当主ミクマをはじめ、大勢の武使を失い近衛落ちした天元流の新当主に請こわれ、一門に入ることにしたのだ。


　これで我流ではなくなるし、多少の禄ろくも貰もらえる。


「風邪かぜじゃねぇよな？」


　ヒエンはスズリに声をかけた。


「そのはずだが……」


　洟はなをすすりながら、スズリが答える。


　東荒での戦いの後、ヒエンはさらに自らを鍛きたえるため、アーシア各地を巡り、修しゆ行ぎようの傍かたわら、退たい魔ま業と鬼おに斬ぎりを行っていた。


　東荒では魔ま物ものも鬼もまだまだ多く、稼か業ぎようは繁はん盛じようしている。だが、貧しい人々からの依い頼らいなので、報ほう酬しゆうはほとんどもらっていない。


　おかげで、その日暮らしの毎日だった。


　だが、ふたりには不満はない。


　わずかな食材でも、ヒエンの手にかかると、それなりの料理ができるし、ときどきは鳥ちよう獣じゆうを狩かって、腹はら一いつ杯ぱいに食べることもある。


　なにより、恋こい仲なかとなった若い男女は、一いつ緒しよにいるだけでも幸せというものだ。


「ところで、いったいいくつの洞どう窟くつを踏とう破はした？」


　ヒエンはうんざりと言う。


「数える気にもなれない」


　スズリがため息まじりに首を横に振った。


　ふたりは女の血ち吸すい鬼おにが、この地に潜ひそんでいると聞いて、隠かくれ家となりそうな洞窟をしらみ潰つぶしにしているのだ。


　だが、洞国の名のとおり、洞窟は無数にあり、なかなか出会うことはない。


　一年前の遠えん征せいで逃のがした数少ない上鬼であり、是ぜが非にも討うちたいと、ヒエンは思っていた。


「まあ、気長にやるしかねぇな。洞窟のなかは、過ごしやすいし、水もある。大きな洞窟なら、海老えびや魚も棲すんでいるしな」


　ときには動物がねぐらにしていて、貴重な獲え物ものとなることもある。


「お困りのようだね？」


　そのとき、突とつ然ぜん、声がかけられ、ヒエンは仰ぎよう天てんした。


　ふと気がつくと、近くの岩にひとりの男がもたれかかっている。


「出やがったな！」


　ヒエンはその男のことをよく知っていた。


　無む想そう流りゆうの使い手、シュリである。


　相変わらず気配を消すのは得意のようだ。


「なにをしに来た？」


　スズリが紅こう冠かんの柄つかに手をかけながら、シュリを睨にらみつける。


　彼女は、この男に遺い恨こんがあるのだ。


「これは心外だなぁ。キミたちが面白いことをしていると聞いたから、追いかけてきたんじゃないか？　わたしも面倒なしがらみを断たって、今は自由の身だしね」


　シュリが涼すずしげに笑う。


「しがらみ？　まさか、師し匠しようを斬きったのか？」


「まあ、そんなところさ。それから我流で修行を重ねてね。ようやく満足ゆく成果を得られたんだよ……」


　そう言うと、シュリはずいっと近づいてくる。


「それで手合わせ願おうとね。まあ、神明流のキミが相手ならこちらが死ぬことはない。安心して仕合を挑いどめる」


　そう言うと、シュリは右手を背中に回した。


「ああ、いいぜ。オレは人を斬らないと決めている。おまえの修行の成果とやら、見せてもらおうじゃねぇか？　スズリ、立ち会いを頼たのむぜ」


　ヒエンは童どう子じ切ぎりをゆっくりと抜ぬく。


「ほほう？　その刃やいばは、陰おん陽みよう鋼こうじゃないか？　いい太刀たちを持っているね。わたしも、本当はその刃にしたいんだよ。硝子ガラスの刃じゃ、受けると砕くだけるからね」


「オレに勝ったら、くれてやる。好きな長さにして使うがいいさ」


　ヒエンはシュリに応じた。


　シュリに負ければ、生きているはずがないのである。


　だが、そういう仕合こそヒエンの望むところだった。


「オレはあらゆる攻せめを受ける。光も霊れいも、そして幻まぼろしもな……」


　ヒエンの気は高まり、全身から薄うすく蒼あおい霊光が浮かびあがる。


「いざ、勝負！」


　ヒエンは気合いの声をあげ、童子切を正眼に構えた。








　東荒の中心、荒こう国こくイワイ。


　光を失った鬼神石が虚むなしくそびえている。


　一年前、この地を舞ぶ台たいに人と鬼との激しい戦いが行われた。


　多くの犠ぎ牲せいが払はらわれたが、鬼は滅ほろんだ。


　だが、鬼は人の心に棲むものである。


　なにかのきっかけで、それが表に出るのだ。


　ひとりの男が、その鬼神石に向かって座し、熱心に祈禱を捧ささげていた。


　彼はかつて、聖都ナユタのウツヒミ大神宮で大だい宮ぐう司じの地位にあった。


　名をミロクという。


　彼は、自らが祭祀すべき神霊を求め、アーシア全土を巡めぐった。


　そして、この大神を選んだのである。


　入念な準備をし、ミロクは祈禱をはじめた。


　その声は鬼母神を封ふうじる鬼神石に染しみいり、眠ねむれる鬼母神を呼び起こしつつある。


　光を失っていた鬼神石に赤黒い輝きがもどりつつあった。


　そのとき、突然、巨きよ大だいな轟ごう音おんとともに、鬼神石に稲いな妻ずまが落ちた。


　その光が鬼神石を伝わり、側そばにいたミロクの身体からだにも走った。


　ミロクは大きな叫さけび声をあげる。だが、それは苦痛ではなく、歓かん喜きの叫びだった。


　光はなかなか消えることがなく、そのなかでミロクはゆっくりと変化してゆく。


　髪かみが白くなり、目が白はく濁だくする。そして額の中央を割って、一本の角が伸のびていった。


　その姿は、一年前にこの地で討たれた白老鬼に他ほかならなかった。


「人がいるかぎり、鬼は生まれる。鬼が生まれるかぎり、いつか人は……」










〈了〉





　あとがき







　刊行、遅おくれました。本当に申し訳ありません。


　やっぱり、謝罪から始めることになってしまいました。まあ、覚かく悟ごはしていたんですけどね。執しつ筆ぴつに取りかかったのも遅おそくなりましたし、最終巻で苦労しないはずがありませんから。


　主要な登場人物それぞれに然しかるべき結末を与あたえてあげ、物語をうまく閉じる。しかも、あまり得意ではない恋れん愛あいドラマや、初めて尽づくしの戦せん闘とうシーンが連続したりで、もうひと月、延ばしてほしいと悲鳴をあげていました。


　ですが、「エイジプレミアム」で連れん載さいされていた『ブレイドライン』のコミックが一～二巻で出版されることになり、それにぜひとも合わせてくれと言われて、あとにひけなくなりました（詳しよう細さいは富士見書房のウェブサイトを確かく認にんください）。


　コミックはシリーズ全体をうまく再構築し、オリジナルでありながら、原作のテイストも損そこなわないというとてもクオリティの高い作品に仕上がっています。ぜひ、ご購こう読どくお願いします。


　今、このあとがきも、ぎりぎりのタイミングで書いています。


　そういうわけで、書きたいことはいろいろあるのですが、端折はしよらせていただきます。


　とにかく、この作品は、私にとって挑ちよう戦せんの連続でした。


　日本の神話をもとにオリジナルの創世神話を作ったり、陰いん陽よう五行思想を基き軸じくにした世界観を設定したり。まだ考察不足のところもあり、記述にぶれや矛む盾じゆんも多いと思います。それは私の能力不足と、かけた時間も足りていないせいでしょう。この世界で、新たな作品を書く機会があるかどうかはわかりませんが、暇ひまを見つけて、世界設定だけは継けい続ぞくしたいと思っています。また、武使同士の仕合をモチーフにしたオリジナルのゲームなんか作ってみたいですね。


　本来、ファンタジーというのは、一生をかけてひとつの世界を作るぐらいでいいのでしょうが、職業作家としてはそういう余よ裕ゆうはなかなかありません。


　また、新しい作品で皆みな様さまと再会したいと思います。


　最後になりましたが、最終巻までおつきあいくださった読者の皆様には、本当に感謝の言葉もありません。また、一巻から五巻まで担当いただいた編集の田た上がみ猛もう氏には改めて謝辞を贈おくらせていただきます。かなり無む謀ぼうな挑戦でしたが、おかげで最後までたどり着きました。


　イラストレーターの津つ雪ゆき様にも感謝の気持ちでいっぱいです。私の拙つたない文章から、作品世界を視覚化する精せい緻ちかつオリジナリティのあるイラストを多数、描えがいていただきました。大変なご苦労であったと思います。本当にありがとうございました。


　それでは、頁ページも尽きましたので、このあたりで。




ブレイドライン６


アーシア剣けん聖せい記き





水みず野の　良りよう









角川スニーカー文庫


平成24年8月1日　発行


発行者　新名　新


発行所　株式会社角川書店


〒102-8078　東京都千代田区富士見2-13-3


http://www.kadokawa.co.jp/


(C) 2012 Ryo Mizuno, Tsuyuki


本電子書籍は下記にもとづいて制作しました


角川スニーカー文庫『ブレイドライン６　アーシア剣聖記』平成24年7月1日初版発行




[image: ]

OEBPS/images/P143.jpg
oot P~—D U8 )





OEBPS/images/P003.jpg
it NHR S — N\ ————————

2 " 5

ot NHC RN D 2 g

o B

Bl ~— AN, % 3

[FASEAN

HUO— 2 i

* %

) ¥
ISNRN =

CONTENTS@MI#$






OEBPS/images/KUCHIE-0002.jpg





OEBPS/images/P006-007.jpg
T— TR
OREY>~
@BEF>>
@FET >N
@HE/NT B
GOBE> 2 X
©@EEY >V
@]=1:E 584
®REK®Y b
@IRE/ 7 3
OEETaY
OBEF/NY
@mE % >F
QEEY 1 H

@RED %>
GREY YL
WOFER> /7
oME>T <
BHET
ABEE/NIL I
QEHA 24
@EEI YD
QEE YA
BEEE T H
@EEFx >
@EE/NIVH






OEBPS/images/P015.jpg





OEBPS/images/P008.jpg
FI4

P PRIER
BIEDRIRETN. BREE
PR THERRBZEOR—:
RIEEVA L EFIBEDLEN FICTE
3EZEDFTHBIRFEET 1L,
ZOREHLERICEHINDLIIC,
SHELDFHICH Tz,
FETOVT, ERERBEOE
SEBVIESHEIL, UL,
ZTOBEDEFI(HEDKEE
T, BREAREZKV, KBEK
2EOTLED, 7205, EFETL
1=CET. I DEBETHT -
ANERBED W EDRFRTEET
HHPRBELLIEL TV 2L
TRADEETHIRDEFHES.
BEDBATITHhBENRE
V10) ey oS
—F. @WEEVEDIETI UL, &
SICHECARBIEEE N, BBO
- EFEDRBEREDD. &
AN, BRAXVICZOBROA
ERbrEh—y






OEBPS/images/KA000705_C.jpg





OEBPS/images/P271.jpg





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/P223.jpg





OEBPS/images/P291.jpg





OEBPS/images/P040.jpg





OEBPS/images/KUCHIE-0003.jpg
oo %
ROz QRMERRLRe £
IHS NN AR’
HEQE M

A48 TR (A BN A





OEBPS/images/P081.jpg





OEBPS/images/P097.jpg





OEBPS/images/P251.jpg





OEBPS/images/P151.jpg





OEBPS/images/P119.jpg





OEBPS/images/KUCHIE-0001.jpg





OEBPS/images/P009.jpg
it NNH S — o N2~





OEBPS/images/P191.jpg





OEBPS/images/P059.jpg
gRout NHac RN Dt





OEBPS/images/P004-005.jpg
i
B

I exy

F{_'-_IJ AE > DRTF, BERIFEOEE,
o)

ll:'_‘ﬂ I:.?I?‘/G)E, KEDLENFFITTETNS,
AZXY)

L{_:']1 ET B FAULARSE.

=

5

aql | =.
YN
r{"_h EYYEIABEOEL,
L_:]'1 FIU(FIN)
r{:_J IVIVICESHE,
L1 - A
r{._:-!J a7
L_:‘]1 iR, RS EEBEEDOVEY,
XY
E{:—'.JI 25 mnrmemosss,

o

) I=( -
SFv
L_:]-1 EFLAHDER . BB YD

F{LJ oo
L_:]'I EFORE, EFALHROEVF,

{ /’)w/

N

2B

FEY
TR ROEE,

47
£, NERMOR{E,

E ;ggf:moﬂguﬁfio

=1 | nx

{._J AYEFURAOREAORB ORI
| 287, oo
| | #EceRsnsmRORZRR.
= Y.

_.lJ FRIR, 7 LB ER T,

l—v

BT
li,'_'I RIROE R FIERREBIETRODE,

3
l[‘:"l

2|
A

Vil
HOTF—SPRBEEDNRE,






